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    序章


    



    　この世には人が畏おそれを抱き、足を踏み入れることを躊ちゆう躇ちよする領域がある。それは深い闇やみが満ちる森の奥であったり、朽くちた廃はい屋おくであったり、病院の霊れい安あん室しつでもあったりする。


    　だが今、そんな場所に踏み込むよりも勇気を必要とする領域が目の前に存在した。


    　曇り空の下、強い風が吹く学校の屋上に険けんのある言葉が響く。


    「私は――譲ゆずらない」


    「いい加減にしなさい。あたし、あんまり我慢強い方じゃないんだから」


    　剣けん呑のんな雰ふん囲い気きで睨にらみ合う二人の少女。どちらも僕――遠とお見み啓けい介すけが一か月前のある事件で深く関わり合うことになった人物だ。


    「我慢……ですか？」


    　小さく呟くように、だがどこか芯しんの通った静かな声を発したのはクラスメイトの友とも月づき未み由ゆ。肩までのまっすぐな黒髪に整った顔立ちはどこか人形めいた印象がある。半袖の夏服に代わったばかりの制服から覗のぞく腕は細く、触れれば折れてしまいそうだ。


    　だがそんな外見とは裏腹に彼女は僕のクラス――いや、学園で最も恐れられ、《魔女》と呼ばれている。もっとも《魔女》だったのは一か月前までの話なのだが、風ふう評ひようはそう簡単になくなりはしない。


    「ええ。だからあまり、あたしを怒らせないで」


    　そして友月の言葉に胸を張って答えたのは金髪碧へき眼がんの少女・アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。大きな瞳に勝ち気な光を宿らせて友月を睨み、幾き何か学がく模様が描かれた派手なデザインの衣服と長い髪を風に靡なびかせている。はっきり言って変な格好だが、彼女が着ていると妙に様になっていた。


    「――私も、我慢してました。たぶんアリッサさんが……想像できないくらい」


    「そう――どうやら聞き入れては……くれないみたいね」


    　睨み合う二人。僕には割り込む隙すきがない。仲ちゆう裁さいする言葉も思いつかない。


    　アリッサの体が感情の昂たかぶりと呼こ応おうするかのように薄うっすらと輝く。


    　非常に危険な気配。屋上に吹く強風はぶつかり合う攻撃的な意思が巻き起こしているかのようだ。


    　どうしてこんなことになったんだ？


    　心の中で呟き、記憶を振り返る。


    　思えば、こうなる予兆はあった。《予言》もあった。始まりは昨日の放課後――。
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    第一章　謳う平和、わすれし罪科


    



    　　　　　　　１


    



    　僕こと遠とお見み啓けい介すけは、一般的な高校二年生だ。少なくとも僕自身そう思っているし、そうあるように努力してきた。


    　１７０センチの平均的な身長、普通の体型、良くも悪くもない容姿、一般的水準の学力と体力、当たり障りのない性格、どこを取っても特徴など見当たらない地味な生徒……のはずだったのだが一ひと月つき前の出来事以来、多少《普通》からは逸いつ脱だつしてしまっていた。


    　始まりは僕に刻まれた、ある《呪い》を使って三さん文もん手品師を演じたことだった。そう、こんな風に――。


    



    「――じゃあ、いくぞ？」


    



    　そう言って僕は、四人の観客を前にピンッと十円玉を親指で上に弾いた。クルクルとスピンする硬貨は思ったよりも高く上がり、教室の天井にぶつかる寸前で落下に転じる。そして目の前に帰ってきたところを、右手で横から攫さらうようにパシッと掴つかみ取る。


    「相変わらず、キレーにコイン弾くよなぁ。カッコいいー！」


    　目の前にいる観客の一人――クラスメイトの山やま崎ざき勉つとむが冷やかしの声を上げた。


    「こんなの何度もやってれば嫌でも上う手まくなるさ」


    　僕は苦笑しながら答え、無造作に握り締めた右手を広げてみせる。


    「お？　あれっ？」


    　山崎の隣に立っていた宮島みやじま通とおるが、わざとらしい戸惑いの声を発する。


    「おいおい！　遠見――十円玉どこいったんだ？」


    　僕以上の猿さる芝しば居いにこっちの方が恥ずかしくなる。僕は笑みを引きつらせながら右手を振ってみせる。宮島が空々しく驚いてみせたように、僕の手にはあるはずの硬貨がない。


    「どこって見ての通り、消えたんだよ」


    「ほ、ほんとにっ？」


    「ホントだよ。ほら、どこにもないだろ？」


    「うそー……あれぇー？」


    　宮島はこれ以上ないと言うほどのオーバーアクションで、僕の右手をじろじろと観察する。


    　ああ、なんか張り倒したくなるな。


    　だが僕はその衝動を堪こらえて、台本通りに台詞せりふを続けた。


    「ホントホント、タネも仕掛けもありませんー」


    　投げやりに僕がそう告げたところで、宮島は残りの観客に視線を向ける。《彼女》は僕の真正面に据えられた椅い子すにちょこんと座り、この茶番劇を眺めていた。


    「な、すげぇだろ？　友月さんと」


    「…………ええ」


    　一拍遅れて、こくんと頷く友とも月づき。その淡白なリアクションに宮島みやじまが固まる。僕にしてみれば予想通りの反応なのだが……。


    「あ、ああ！　きっと友月さんはこんなの大したことない手品だって思ってるんだな？」


    　しかし宮島は妙な解釈をして、キッと僕を睨にらむ。


    「仕方ない、だったら遠とお見みの言葉を証明するしかないな。いくぞ山やま崎ざき」


    「りょーかい」


    　僕の後ろにすばやく回りこみ、ニヤリと微ほほ笑えむ山崎。


    「お、おい何する気だ？　こんなの聞いてないぞ？」


    「いやいや、友月さんの疑問を晴らすために俺たちが十円玉の行方ゆくえを捜索してやろうかと」


    「ちょっ！　やめろ！」


    「いいからいいから、俺も一度確かめたかったんだよなぁ」


    「って変なとこ触るな！　気持ち悪い！」


    「大丈夫、大丈夫。俺たちの仲だろ？」


    「ちょっ、友月に誤解されること言うな！　お、おいズボンはやめろ！」


    「………………」


    　友月はさすがに驚いたようにこちらを見ていたが、我に返ると頬をわずかに赤くして顔を背けてしまった。その横顔が「いつも、こんなことしてるの？」と問いかけているように思えて絶望的な心地になる。


    　そうして放課後の教室に僕の悲鳴が響き渡った。


    



    



    「以上、身体検査終わり！」


    「宮島、山崎……覚えてろよ……」


    　僕は乱れた服を整えながら、恨うらみを込めて呟く。しかし二人は聞こえない振りをして友月に話しかけた。


    「友月さん、振っても叩いても、さらには揉もんでも見つからなかったぜ。こいつホントにどうやってんだろうな。俺、何度見ても分からねぇ」


    「そうだぜ、まるで魔法だよなぁ」


    　そして友月の反応を窺うかがう二人。彼女は一瞬彼らではなく僕に視線を合わせてから、口元に笑みを浮かべた。


    「――うん、すごいね」


    　そして小さく呟かれた言葉。


    　恐らく初めて見たであろう友とも月づきの笑顔に二人は動きを止めた後、僕を振り向いて親指を立てて見せた。


    「よしっ、成功っ！」


    「やったな、遠とお見み！」


    　肩をバシバシ叩いてくる二人をあしらいながら、僕は友月に話しかける。


    「あはは……ま、まあこんなところさ。友月、わざわざ残ってもらって悪かったな。そろそろ帰ろう」


    「うん」


    　気が付くと窓から夕日の赤い光が差し込んできていた。窓際の机はオレンジの光を照り返している。


    「お、おい、待てって！　俺たちを置いてくなー！」


    　手早く鞄かばんを手に取り教室を出ようとすると、まだ準備を終えていない山やま崎ざきたちの声が追いかけてくる。だが僕は歩を緩ゆるめず、友月を伴って廊ろう下かを進む。


    「――いいの？」


    「待たなくても平気。どうせすぐ追いついてくるさ」


    　少し心配そうに問いかける友月に笑って答える。そんな僕を友月は少し不思議そうに見つめた。


    「ん、何？」


    「ううん、別に。ただ……啓けい介すけくん、前よりあの人達のこと、信じてるみたいな――気がして」


    「……そうかも、な」


    　後ろから駆けてくる足音が聞こえる。次第に僕の笑みは苦笑いに変わり、来きたるべき報復に身構えた。


    



    



    「じゃあな、遠見！　ちゃんと友月さん送っていけよ！　変なとこに連れ込むんじゃねぇぞ！」


    「ああ、分かってるよ！」


    　校門を出たところで、僕らはいつものように別れる。山崎と宮島みやじまは男子寮のある西への道を、僕らは女子寮へ向かう東へ進路をとる。


    　僕も当然本来向かうべきは山崎たちと同じ方角なのだが、最近は友月を寮の前まで送っていくのが日課になっていた。


    「悪かったな。わざわざあんなことにつき合わせて」


    　横を流れる川の音を聞きながら僕は友月に謝る。


    「ううん、謝らなくて、いい。退屈じゃ、なかったから」


    「そうか？　タネの割れた手品なんて見て、楽しかったか？」


    「それは、別に。ただ私は、啓けい介すけくんが楽しそうだったから、楽しかった」


    「僕が楽しそうだから、楽しい？」


    　よく分からずに僕は問い返す。


    「うん。楽しい……というか、少し、ほっとする」


    「ふぅん……そっか」


    　いまいち飲み込めないが、退屈ではなかったのならそれでいいだろう。


    「――ねえ、啓介くん」


    　夕日に背を向けて、影を追いかけるようにてくてくと歩きながら友とも月づきは呟いた。


    「なんだ？」


    「本当に……変な人たち、ね」


    「あいつらのことか？　そうだな、確かに変人だ」


    　僕は笑う。そう、あいつらは僕が考えていた以上に馬鹿で変な奴らだった。


    「私のこと、怖がらないし」


    「まあな。ついでに僕のことも、な」


    　一ひと月つき前の出来事、その中で友月が引き起こした《偶然》は表おもて沙ざ汰たにならない、またなりえない事だったが、《魔女》の噂うわさはより真実味を持って語られるようになった。そしてその事件に深く関わっていた僕も同じく、畏おそれを込めた視線を向けられている。


    「どうして、だろうね？」


    　友月は心底不思議そうな口調で疑問を口にする。僕は少し考えて答えに近いコトを思い出した。


    「――そういや、あの事件の後に一度だけ聞かれたんだ。友月はどんなやつだって」


    「……」


    「僕はいいやつだよって答えた。そしたら、ああそうなんだって頷かれた。たぶん……そういうことだと思うよ」


    「――そういう、ことなんだ」


    「ああ、そういうことなんだろうさ」


    　そこでなんだかおかしくなって僕は笑う。友月も「ふふっ」と堪こらえきれなくなったかのように声を出して笑った。


    「ねぇ、あの人たちにとっては、私たち……付き合ってることに、なってるんだよね？」


    　笑い声が止み、しばらくして友月が突然そんなことを呟いた。


    「えっ？　あ、そ、そ、それは……なんていうかいつの間にかそうなってて……本当のことを言っても信じてくれないし、それに今は便べん宜ぎ上そのほうが――って何言ってるんだ僕……と、とにかく、ごめん」


    「なんで、謝るの？」


    「い、いや、そりゃ友とも月づきが嫌だろうって――」


    　僕は気まずく俯うつむいて答える。僕の影も頼りなく肩を落とした。


    「謝らなくて、いいよ」


    「え？」


    　やけにはっきりとした声に友月の方を向く。するとこちらをまっすぐに黒い瞳が見上げていた。急に体が強こわ張ばるのを感じる。


    　なんだろう、目が、離せない。


    　真っ白になってしまった頭で必死に考える。なんでこんなに――確かに今みたいに肩を並べて下校なんて付き合っているみたいだけど、それには理由があって――。


    「啓けい介すけくん、私は――」


    　友月が口を開く。唇を動かす。それを妨さまたげるものは何もない。人ひと気けのない川沿いの道。そこは今、閉じられた世界だった。だが――。


    



    「さあ、ケースケ！　今日も張り切って行くわよ――――っ！」


    



    　ドスンッ


    「げふっ」


    　突如として金髪の少女が頭上に現れ、僕を下敷きにした。彼女は僕の背中の上に立ち、腕を振り上げ「れっつごーっ！」と叫んでいる。


    「あ、アリッサ……その現れ方は……ないだろ……」


    　踏みつけられながら僕は呻うめく。


    「ん？　この前静かに現れたら、いつ出てきたんだ！って驚いたでしょ？　だから今日は絶対気づくような登場をしてみたんだけど？」


    「――どうでもいいから、僕に優しい登場をしてくれ」


    　僕は心底からの頼みを口にするが、きっとこいつには届かないだろう。


    　アリッサは近頃、学校に飽あき飽きしたのか授業中は完全に姿を消して眠るようになっていた。それで学校が終わった頃に唐突に現れるのだが、突然実体化するのでいつも必要以上に驚かされる。止やめろと言ってはいるがどうやらこれを楽しんでいるらしく、聞き入れられる望みは薄かった。


    「……こんにちは、アリッサさん」


    「あ、ミユ、おはよー」


    　気のせいか硬い声で友月がアリッサと挨あい拶さつを交わす。アリッサは自分の事情を知る、数少ない相手として友月を《ミユ》と下の名で呼び、やけに馴なれ馴れしく接するようになっていたが、多少友とも月づきとは温度差があるように見える。


    「今日もありがとね、ミユ。協力してくれて」


    「……いいえ、別に」


    　僕への不意打ちが上う手まくいったせいか上機嫌なアリッサは友月に礼を言う。だが友月は無愛想に応じるだけだ。


    「さ、じゃあ行きましょうか」


    　アリッサはそんな友月の様子には気付かずに僕を急かす。


    「あ、ああ……」


    　当然向かうのはアリッサの体探しだ。この一か月、ほぼ毎日街を探索しているが未だ成果は上がっていない。つまり友月と一緒に下校するのは体ていよく山やま崎ざきたちの誘いを断るためなのだ。これは毎日断る理由に困っていた僕に友月が提案したことで、おかげで最近はスムーズにアリッサと出かけられている。


    「そうだ……でもちょっと待ってくれ、さっき友月と話の途中で……」


    　ちらりと友月に目をやる。だが彼女はふるふると首を振って「別に、いいの」と告げた。


    「でも――」


    「また、今度でいい。それよりも、アリッサさん」


    　僕からアリッサに視線を移す友月。


    「何、ミユ？　あたしたち急いでるんだけど」


    「たまには、啓けい介すけくんに、時間をあげてください。山崎くんたちとも、遊べる時間を」


    「んーでも、今のところあの子たちはミユのおかげで文句言ってこないんでしょ？　だったら大丈夫じゃない」


    「そういう、事じゃない……です。啓介くんのために、です」


    　強い眼差しでアリッサに言葉を投げる友月。珍しく……どころか初めての友月の提言にアリッサも目をぱちくりさせている。


    「そ、そうなの？」


    「そう、です。毎日じゃ、あんまりだと――」


    「う、うーん……わかったわ。考えとく」


    　僕がいくら言っても聞きやしないのに友月の気迫に押されたのかアリッサは頷いた。するとようやく友月は笑顔を見せて「ありがとうございます、アリッサさん」と頭を下げると寮の方へと去って行った。


    「……どうしたのかしら、あの子。なんか怒ってなかった？」


    「さ、さぁ……」


    　僕としてはアリッサが話に割り込んだことが原因に思えたが、それだけでもない気がする。まあ考えても分からない、か。明日、話の続きも、こんなことを言い出した理由も纏まとめて聞こう。


    「とにかくもう行こうか。今日はどこを回るんだ？」


    「えっと今日はね――」


    　こうして僕らは黄たそ昏がれに向かう街へと足を向けた。


    



    



    　この時間、街の中心部へと向かうほどにすれ違う人の数は増える。仕事を終えたサラリーマンが駅から次々と吐き出されてくるのだ。


    「なんかこうやって人の海に揉もまれてると、最初に会ったときのことを思い出すな」


    　スーツ姿の人波に逆らいながら、一歩先を行くアリッサの後ろ姿に声をかける。ちなみに今、アリッサは実体化していた。敵から隠れる必要がなく、魔力を温存する理由もないとあって、アリッサは半透明で行動することが少なくなっている。


    「――そう？　ああ、《魔女狩りの面ウイツチハント》で追い回されてたときのことね。あたしは思い出したくもないわ」


    　そう振り向かずに答えたアリッサは普段の奇き天て烈れつな服装ではない。僕が見慣れた学園の制服姿だ。以前、さすがにあの格好で近くを歩かれるのに難色を示した僕に「これならいいでしょ？」と一瞬で服を変えてみせたのだ。イメージできれば服はなんでも変更可能らしい。多少スカートが短かすぎる気もしたが、それは僕が文句を言うところではない。まあこれはこれで別の意味で目立って困るのだが。


    「そりゃ僕もだよ、あんな経験は二度とごめんさ。でも――あれからまだ一か月だけど、全部夢みたいな気がするんだ。魔術も、戦いも、ジンのことも」


    「そんな訳ないでしょ、じゃあここにいるあたしは何なのよ？」


    　少し歩調を遅らせてアリッサは僕に並ぶと呆あきれたように言う。


    「はは――もちろん幻まぼろしだなんて思ってないよ。あんな生きるか死ぬかだった状況に現実感がないだけさ。それにここには……由ゆ衣いがいるから忘れっこない」


    　僕は右手を掲げてそう呟く。


    「どうしたのよ？　なんか今日はやけに感かん傷しよう的じゃない」


    「別に。ただ、いつかはアリッサの体――見つかってしまうんだろうなって思っただけ」


    「なんか、見つかって欲しくないって言い方ね？　それとも手て際ぎわが悪いっていう嫌味かしら」


    　半眼になり睨にらんでくるアリッサ。


    「そうじゃない。もしアリッサが体を見つけて方はこ舟ぶねとか言う場所に帰れば、寂しくなるだろうなってさ」


    「な、何言ってんのよ！　どうせ早く解放されて自由になりたいって思ってるくせに」


    　その言葉に僕は苦笑する。


    「ま、そういう気持ちも当然あるけどね。毎日毎日こき使われてるから」


    「ふん！　当然よ、そういう約束なんだし」


    「――でも、こんな毎日がずっと続いても、それはそれで楽しい気がする」


    「え？」


    　きょとんとした表情を作ったアリッサに僕は苦笑いをして訂てい正せいする。


    「ごめん。アリッサにしたら自分の体が行方ゆくえ不明だなんて状況、楽しいわけないのにな」


    「……」


    　アリッサはふぅと溜ため息いきをついたあと、また足を速めて僕の一歩先に立つ。


    「――たしも……」


    「ん、何か言った？」


    　小さくアリッサが何か呟いた気がして僕は問い返す。しかし彼女は振り返ることなく「何も」と答えた。


    　気のせいだったか――。


    　僕はアリッサの背中の向こうを見やる。そこには人の動きの源流たる駅ビルが聳そびえ立っていた。


    （今日の目的地……）


    　駅と同化した八階建ての複合テナントビル。主にファッション関係の店が多く、僕はあまり入ったことはない。まるで鏡のようにガラスに覆おおわれた外観は太陽の真っ赤な光を照り返して、まばゆく輝いていた。


    



    



    「建物っていうのはね外と切り離された空間なの。さらにその中で幾いく多たの階層、部屋に分かれてる。小さなものなら大丈夫だけど、大規模なものになると外からじゃ内部に体があっても感じ取れない。だから面倒だけど中に入って調べなきゃいけないのよ」


    　それはここに来るときにアリッサが説明したこと。街路を歩き回り所々で感覚を研ぎ澄ませて体の気配を探る……というのがそれまでの基本方針だったので、僕が疑問をぶつけたのだ。


    　僕はそれを聞いたとき、何となく詰めに入ったのだなという気がした。ここ何日か僕とアリッサは街の中心部を重点的に歩き回っている。恐らくある程度絞しぼりこめてはいるのだろう。アリッサは何も言わないが、終わりは恐らく……近い。そのせいかこのごろ妙にセンチメンタルな気分になることがある。


    （でも……思い過ごしだったかもな……）


    　僕は目の前の光景を見ながら胸の内で呟いた。


    「ねえねえ！　これ可愛かわいくないっ？」


    （なにやってんだか……）


    　僕はフリルのついたファンシーな服を両手に持ち、目を輝かせているアリッサを見て溜ため息いきを吐ついた。


    「ちょっと、ちゃんと見なさいよ！」


    「はいはい、いいんじゃない。似合うと思うよ」


    「そう、じゃあ試しに着てみるわ。そういうのオーケーなんでしょ？」


    「それはそうだけど……あのな、言っとくけどこんな服買う金はないぞ。アリッサは分かんないかもしれないけど、僕にとってはとんでもない値段なんだからな」


    　そう、下へ手たすればその二着で三か月分の食費に相当する。さすがブランド物は違う。


    「別にねだったりしないわよ。着てみるのは覚えるため。やっぱり実際に着てみたほうが忠実に再現できるから。そうすればいつでも着替えられるしね」


    「お前、最悪の客だな……」


    　僕の皮肉を聞こえない振りをして受け流し、アリッサは試着室へ向かっていった。


    　完全に当初の目的を見失っているとしか思えない。まさかアリッサがあれほど服に興味を示すとは思っていなかった。まあ一応女の子、ということなのだろうか。そういえばこういう場所に来たのは初めてだったかもしれない。


    （なんか今日は長引きそうだな……）


    　このビルにはまだまだ似たり寄ったりの衣服店が並んでいる。この先の道のりはひどく険しいものになりそうだと、僕は肩を落とした。
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    　びゅおぉぉぉっ


    「風が、強いな」


    　風除室の扉を開くと一瞬、風の咆ほう哮こうが耳元を過ぎていった。駅ビルを一階から順に探索した結果、辿たどり着いた場所は――つまり屋上だ。


    「わ、もう真っ暗」


    　僕に続いて扉をくぐったアリッサがそんな感想を漏もらした。


    「――当たり前だ。もう九時だぞ、九時！　いつもならとっくに寮へ戻ってる時間だ」


    　予想通りというか、予想以上にアリッサの歩みは緩かん慢まんでここに来るまで約四時間を費やした。というか九時で店部分は閉店するので無理やり外に出されたというのが正しい。


    　このビルは特異な造りになっていて、中央部分を抉えぐり取ったかのような大階段が屋上から駅のある二階部分まで続いている。つまりこの屋上は駅ビルの《駅》部分にあたり、店が閉まった後も立ち入ることができるのだ。


    　とは言ってもだだっ広いだけの屋上には何もなく、景色を楽しむ以外には特に用よう途とのない場所だ。けれどそれなりに需じゆ要ようはあるようで、カップルや大学生っぽい若者の集団、騒いでいる酔っ払いの姿が見受けられた。


    　当然、制服姿の僕らは浮いている。


    「とにかく、さっさと帰ろう。もう店内のエレベーターは使えないし、このクソ長い階段を降りなくちゃいけないけどな」


    「あ、待ってよケースケ！　ほら、見てみて」


    　階段に向かおうとする僕を引き止めて、アリッサはくるんと回ってみせた。その途端、彼女の服は制服から山やま吹ぶき色のワンピースに変わる。


    「お、おいこんなとこで！」


    「平気よ。暗いし、誰もこっちなんて見てないわ。それよりどう？　ちゃんと再現できてるでしょ？」


    　それは途中、アリッサが一番気に入っていた服だった。いつまで経ってもアリッサが試着室から出ようとしなくて店員さんの視線が痛かったのを覚えている。


    「……ああ、そっくりだよ。けどな、お前こんなコトしに来たんじゃないだろ？」


    「何よ。ちゃんと体の気配には気をつけていたわよ。これはついでよ、ついで」


    「そのついでが、今までで一番熱心に見えたけどな」


    「うるさいわね。せっかくの機会を活用したまでよ。それでケースケ。この服とさっきの制服、どっちがいい？」


    　もう一度意味もなくターンして見せてアリッサは訊たずねた。


    「ん……そうだな……制服よりは似合ってると思うよ。髪の色のせいか、うちの制服だとチグハグな感じがしたしな。だからまあ、その、いいんじゃないか」


    　頬を掻かきながらそう告げる。正直、似合いすぎていると思う。しかし制服もそうだが普段の衣装以外だと真っ当な女の子に見えてしまい、妙にどぎまぎする。


    　そんな僕の表情をじっと見つめて「嘘うそじゃないみたいね」とアリッサは呟き、満足そうに微ほほ笑えんだ。


    「じゃ、これ採用！　さ、帰るわよケースケ」


    「ああ、ってお前その服で帰るのか？」


    「そうよ、悪い？」


    「い、いや、別に」


    　万引きしたかのような罪悪感があるが、それをアリッサに伝えるのは不可能だろう。


    　僕は「ま、いいか」と呟いて大階段に向かう。しかしその時、背後で怒声が轟とどろいた。


    



    「おい！　ガキがなめてんじゃねぇぞ！」


    



    　一瞬、自分達のことかと思い、反射的に振り向く。しかしそこには誰もいない。声の出所を探すと、少し離れた屋上のフェンス近くに派手な柄がらシャツを着た男が背を向けていた。


    「なんだと？　ふざけてんのかコラ！」


    　男に隠れて見えないが、その向こうにいる誰かに向けて彼は怒鳴っているらしい。他の人々も何事かとそちらを見ている。


    「どうしたのかしら？」


    　アリッサは僕の腕を引くと様子が分かる位置に移動しようとする。


    「――アリッサ、無む闇やみに首は突っ込むなよ」


    　止めても無駄だと分かっていたので、せめて釘くぎを刺しておく。こうして夜に出歩けば揉もめ事ごとに出くわすことはそう珍しいことではない。だが《自分にできることはする。したいことをする》という信念を持つアリッサはたまに変な気を起こすのだ。


    「ねぇ、ケースケ。あれ見てもあたしを止める？」


    　その懸け念ねんは当たっていたようで、男の影に隠れていた相手が見えるとアリッサは険しい顔をして僕に尋ねた。


    「う……あれは、ちょっと放っておくのはまずい……か」


    　男と相対していたのは、まだ小学生ぐらいと思おぼしき女の子だった。色素の薄いウェーブのかかった長い髪を風に靡なびかせながら、男を無表情で見上げている。


    「そうよね。もしケースケがあんな小さな子を見捨てるなんて言ったらぶっ飛ばすところだわ」


    　僕はアリッサの言葉に引きつった笑いを浮かべながら、周囲の人々を見回すが……仲ちゆう裁さいに入ろうとするお人ひと好よしはいないようだった。


    「――仕方ない。じゃあとりあえず僕が行くよ。どうにもならなかったら、お前に任せる」


    「はじめからぶん殴なぐってやれば早いのに」


    「そんな風に短たん絡らく的だから騒ぎが大きくなるんだよ。いいからお前はギリギリまで手を出すな」


    　僕はそう言い置いて、彼らに近づいていく。二人は何か言い争っているようで遠くからは男の声しか聞こえなかったが、彼らの顔が見て取れるぐらいまでになると少女の声も風にまぎれず僕の耳に届いた。


    「何回言えば分かってくれるのです？　わたくしは結構です、と言っているのですよ」


    「このっ……それが心配して声をかけてやった大人に対する口の利き方か！」


    　なにやら少女が火に油を注そそいでいる様子だ。男はぶるぶると肩を震わせている。正直近づきたくはない。遠巻きに見ている人たちの気持ちも分かる。僕は本来あちら側の人間だったのだから。アリッサに出会うまでは……。


    「鞄かばんを持ってくれるという提案ですか？　それは確かに善良な申し出ですが、生あい憎にくわたくしはあなたが信用できないのですよ。だからお断りしたのです」


    「てめぇ……」


    　女の子は見た目にそぐわない大人びた話し方で男を煽あおる。彼らの傍まで来るとわずかに酒の匂いが漂ってくる。どうも男は酔っているようだ。


    　酔っ払いか……最悪。


    　僕は回れ右したい気持ちを何とか押し込めて恐る恐る二人に声をかけた。


    「あのーすみません。どうかしたんですか？」


    　男は「ああん？　なんだてめぇは？」と振り向き、女の子は視線だけをこちらに向けた。


    「いや、何かもめてるみたいだったので――」


    「うるせぇな！　関係ねーだろ！」


    「確かに……関係はないんですが、小さな子に大の大人が怒鳴り散らしているのはどうなのかなぁ……と」


    「なっ！」


    　男はそこではっとしたように周囲を見回す。成り行きを見つめていた人々の男を見る目は当然冷たい。


    「ちょっ……違ちげぇって！　俺はやましいことをしてんじゃねえんだ。見ろよ、こいつ。こんなでかい鞄を持って一人きりだ。どう見ても家出じゃねぇか。だから俺は鞄を持ってやる振りをして警察に連れて行こうとしてたんだよ！　なのにこのガキが――」


    　何やらいきなり弁明を始める男。顔は蒼白で実は小心者らしい。言っていることが本当なら、見かけとは裏腹にそれほど悪い人物ではないのかもしれない。


    「なるほど、何か下心があるのは分かっていたのですが、そういう事だったのですか。少し勘かん繰ぐりすぎていました。けど心配はいりませんです。わたくしは家出をしてる訳ではなく、ただこの街に今日引っ越してきただけですから」


    　女の子は男を見上げてそう告げる。


    「嘘うそ吐つくんじゃねぇ！　もういいっ、さっさと連れてってやる。ほら、鞄かばんよこせ！」


    　けれど男は聞く耳を持たず女の子の鞄に手を伸ばす。


    「触らないでください！」


    　しかし彼女はその前に立ちふさがる。そこでとうとう男の苛いら立だちが限界に達したのか「どけっ！」と荒々しく腕を振るった。


    「きゃっ！」


    　目を閉じ、身を竦すくませる女の子。しかし腕が彼女に達する寸前で僕は男の手を掴つかんだ。


    「おい、それはないんじゃないか？」


    　男を睨にらみつけて僕は告げる。こいつは善人なのかもしれない。しかしそれは酔っていなければ、だ。正しい理由があろうがこんな酔っ払いにこの子を任せるわけにはいかない。


    「このっ、放しやがれ！　俺は正しいことをしてんだよ！」


    　僕に矛ほこ先さきを変え、もう片方の腕を振り上げる男。握り締められた拳がグォッと視界の中で大きくなる。けれど僕は慌あわてない。この時点で、いや――先ほど女の子に手をあげた時に男の運命は決定されてしまったからだ。もう何を言おうとあいつは止まらない。


    「――アリッサ、少しは手加減してやれよな」


    　ドムッ！


    「え、何か言ったケースケ？」


    　男は動きを止めていた。そして僕と男の間に一人の少女がいる。彼女の腕は男の腹にめり込んでいた。突然現れたわけではない。遠くから走りこみ強烈なボディーブローを叩きこんだのだ。


    「か、かはぁっ……」


    　がくっと崩くずれ落ちる男。倒れ伏した体はぴくぴく痙けい攣れんし、白目を剥むいている。どうやら……遅かったようだ。


    「なんでもないよ……でも結局こうなるのか……」


    　僕は肩を落とす。そして白々しく声を張り上げた。


    「あれーどうしたんだこの人。急に倒れたぞー。大変だー」


    　宮島みやじまの演技力を貶けなせたものじゃないな……と思いながら言葉を続ける。


    「救急車呼ばないとまずいなー。いくぞー」


    　そう言ってアリッサの背を押し、その場から離れようとする。もちろん本当に通報などはしない。病院への搬はん送そうが必要なほどではないはずだ。アリッサもそこまで鬼ではない……と思う。これは単にここを離れるための方便だ。


    「あ、あの待ってくださいです」


    　しかしその背中に女の子の声。僕は苦笑しながら振り返る。


    「はは、ごめんね荒っぽいことになって。きみも早く退散したほうがいいよ。本当に家出じゃないんだろ？」


    「はい、ありがとうです。けれど一つ問題があるのです」


    「なんだい？」


    「このバッグ……」


    　と少女は足元にある大きな旅行鞄かばんをずずっと引きずってみせた。


    「少し前にこの駅に着いてここから街を眺めていたのですが、もうお店が閉まってしまったみたいでエレベーターが使えないのです。だから……」


    　瞳を潤うるませて僕を見上げる女の子。アリッサが僕のわき腹をドスッと小突いた。


    「――わかった。下まで僕が鞄を持つよ」


    　男が目を覚ましてその時この子が逃げ遅れていたらまた厄やつ介かいなことになるだろうと、僕は少女から鞄を受け取る。


    「ぐっ……ね、ねぇこれ一体何が入ってるんだ？」


    「わたくしの生活に必要なもの全部ですよ。やっぱり重いですか？」
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    「い、いや大丈夫」


    　だが僕は助けを求めるようにアリッサを見る。


    「何よ？　あたしに何か頼みごと？」


    「ふ、ふん。何でもない」


    　僕は虚きよ勢せいを張って鞄かばんを肩に担かつぎ、歩き出す。アリッサならこんな鞄など軽々と持てるだろうが、こいつに借りを作るのは危険すぎる。


    　そして僕は長い長い階段を一段一段、苦行者のように降りはじめた。


    



    



    「本当にありがとうです。助かりました」


    「ど、どういたしまして……」


    　息切れしながら僕は荷物を女の子に返すとそう答える。ここは駅のすぐ隣にあるホテルの前。今日はここに泊まるのだと女の子が言ったので、どうせならとここまで運んできたのだ。


    「――それにしても、よく僕に鞄を預ける気になったね。あの男の人と同じことを考えているとか思わなかった？」


    「いいえ、思わなかったです。わたくしには分かるですよ。その人の言葉が嘘うそかどうかぐらい。わたくし、占い師ですから」


    「占い師？」


    　よほど僕はきょとんとした顔をしていたのだろう。女の子は口元に手を当てて笑った。


    「ええ。あ、今日のお礼にあなたを占ってあげるです」


    「い、いいよ」


    「遠えん慮りよしなくていいです。すぐに終わるですから」


    　彼女はそう言って僕の目をまっすぐに見上げてきた。引き込まれそうな黒い瞳に目が奪われる。いや、比ひ喩ゆではなく本当に吸い込まれ――黒い瞳どう孔こうに落ちていく。そして近づくほどに黒かった瞳は次第に色を帯び――。


    「うわっ！」


    　意識のどこかがストップをかけ僕は女の子の前から飛び退のいた。何故だろう、心臓の鼓こ動どうがひどく早い。そんな僕に彼女は微ほほ笑えむ。


    「見えたですよ。このまま行くとあなたは桃色の嵐に出くわすことになりそうです」


    「桃色の、嵐？」


    　訳が分からず僕は問い返す。すると女の子は傍で成り行きを見ているアリッサに視線を送ってから、僕をちょいちょいと手招きする。何事かと僕がしゃがんで顔を寄せると彼女は耳元に顔を近づけて「分かりやすく言うと女じよ難なんの相です」と告げた。


    「な……」


    　絶句する僕に「明日は気をつけたほうがいいですよ。ではお二人とも、ありがとうございましたです」と彼女は頭を下げホテルの中へと荷物を引きずっていった。


    



    



    「なんか、変な子だったわねー」


    「あ、ああ……」


    　帰り道、アリッサがぽつりと呟き僕は同意した。


    「ケースケ、あんたあれからおかしいわよ？　あの子に何か言われたの？」


    「いや、別に」


    　そう答えたものの、頭の中は先ほどの女の子の言葉でいっぱいだった。


    　女じよ難なんか……よく考えれば今日もそんな感じなのに、あの子は明日気をつけろって言ったよな……。


    　まあ所しよ詮せんは占い。信じる根拠など何もないのだが、もしも今日以上の苦労が待ち受けているのだと考えると憂ゆう鬱うつになる。


    「ねぇケースケ、明日だけどさ」


    　明日、その言葉にビクッと肩が震える。


    「な、なんだよ。あ、明日がどうしたのかな、アリッサさん？」


    「なにビクビクしてるのよ。あんたにとってはいい話よ。明日は体の探索、休みにしてあげる」


    「え??」


    　僕は今聞こえた言葉が信じられずに問い返す。


    「ケースケ疲れてるみたいだし。今日はちょっとあたしのせいで遅くなったから。それに――」


    　アリッサはそこで口を閉じて首を横に振った。


    「ううん、なんでもない。まあミユのお願いを聞いてあげようってこと。だから明日はあの子たちに付き合っていいわよ」


    「ほ、ほんとか？　後で埋め合わせとか言って一晩中街を引っ張りまわすとかしないよな？」


    「しないわよ」


    「ホントに、か？」


    「ホントよ。あんたもしつこいわね。いい加減にしないとあたしの気が変わるわよ？」


    「あ、す、すまん。そんで……ありがと」


    「うん、そうやってはじめから素直に感謝しなさいよね」


    　アリッサは腕を組み、うんざりした様子で呟く。僕はそれに愛想笑いを返しながら、なんだ明日はいい日になりそうじゃないか、と能天気に喜んでいた。


    



    　　　　　　　２


    



    　しかし――運命とはそうそう都合よく巡るものではない。出かける予定だった休日には雨が降ることもあるし、休校を期待していた直撃コースの台風が急カーブを切るときもある。つまりこれはそういった例の一つだった――。


    「え、お前ら今日は用事あるのか？」


    　意気揚よう々ようと登校した僕が山やま崎ざきと宮島みやじまに遊びに行くことを提案したところ、返ってきたのは予想外につれない返事だった。


    「ああ、わりぃな。俺、今日は委員会に出なきゃならねぇんだよ」


    「って山崎、お前委員会なんか入ってたのか？」


    「ま、滅多にお呼びのかからない体育委員だけどな。来月ある球技大会の打ち合わせだとよ」


    　肩をすくめて面倒くせぇとぼやく山崎。


    「宮島は何の用なんだよ？」


    「俺は日直。ほら、黒板の下に名前あるだろ」


    　僕は「そっか……」と落らく胆たんの溜ため息いきを吐つく。


    「俺らに誘いをかけたってことは友とも月づきさんも用事あんだろ？　ま、今日は一人で寂しく帰るんだな」


    　二人はそう言って「また今度な」と手を振った。


    　今度……ね。それがいつになるかはアリッサの機嫌次第なのだが。


    「あー、今日どうするかなぁ……」


    　そして僕は自分の席に座って溜息を吐くと、途方に暮れた。いや、何も予定が思いつかない訳ではないのだが……。


    



    



    「そうなんだ。アリッサさん、ちゃんと休み、くれたんだね」


    　昼休み、購買で買ったパンを手に持って歩きながら友月は「よかったね」と微ほほ笑えむ。


    「いや――よかったことはよかったんだけどさ。結局あいつら二人とも用事あって暇ひまになった」


    　苦笑いを浮かべて僕は答える。向かっているのは屋上。昨日のこともあり友月と二人で話したかったので、昼食はそこで摂とることにしたのだ。


    　階段を上り、立入禁止の柵さくをこっそり乗り越える。そして重たい扉を開き、広い空の下へ出た。給水塔の裏に回りそこで腰を下ろすと僕らは食事を始める。話題は主に昨日のこと。


    「――まったく、あいつがあんなに服にこだわるなんて初めて知ったよ」


    　僕が愚ぐ痴ちを漏らすと友月は苦笑する。


    「そう、だね。少し意外……かな。だけど楽しそう。ちょっと、羨うらやましい」


    「羨んでもしょうがないと思うけどな。ただ疲れただけだよ」


    「ううん、羨ましいのは、啓けい介すけくんじゃなくて、アリッサさん、だよ」


    「アリッサが？　どうして？」


    　その横顔が何な故ぜか寂しそうで、僕は理由が分からず問い返す。しかし友とも月づきはその問いには答えず、別の質問を口にした。


    「啓介くん、アリッサさんはもう、目立たない格好で出歩けるようになったんでしょ？　なのにどうして、毎日アリッサさんに付き合うの？」


    「んー……制服姿に変われるようになってからは、目立たないように消えてる必要もなくなったし、あいつ一人で行動させてもいいんだけど……一緒にって約束だからな。あいつにしても僕から離れるとずっと実体を維持してなきゃならなくて燃費も悪くなるんだそうだ。それに何より、あいつを一人で放っておいたら何するか分かんないだろ？」


    　僕はアリッサが眠って姿を消していることをいいことに本音を漏らす。


    「でも、それも今日は休み――なんだよね」


    「あ、ああ」


    「ねぇ、ケースケくん。私も、アリッサさんみたいに……一緒に街に、行ってみたいな」


    　小首を傾かしげ、僕の顔を下から覗のぞきこむようにして友月は告げた。


    「え、ええっ……そ、その……いいのか？」


    　友月を誘う――それは正直真っ先に思いついていた選択肢だったが、必要に迫られてではなく自分の意思でとなるとひどく照れくさくて躊ちゆう躇ちよしていたのだ。それに――それではまるで……。


    「うん。私あんまり、出かけたりとか、したことないから」


    「じゃ、じゃあ色んなトコ案内するよ。行きたいところあるか？」


    　他の目的などなく、ただ単に遊ぶために女の子と出掛ける――これはもしやデートというやつなのではないのだろうか。胸が高鳴るのを感じながら友月の答えを待つ。


    　しかし、幸せな瞬間は長くは続かなかった。


    



    「な～に緩ゆるんだ顔してんのよ」


    



    　ずいっと突如目の前に現れたアリッサの顔に僕は驚き、咀そ嚼しやくしていたパンを喉のどに詰まらせ咳せき込む。


    「ご、ごほっ、な、なんで急に出てくるんだよ？　いつもなら寝てる時間だろ？」


    「ん？　誰かさんがあたしの悪口を言った気がしてねー。ふっと目が覚めたの」


    　こいつの地獄耳は健在だったようで、僕をじろりと睨にらんでくる。


    「気のせいだよ、気のせい！　いいから寝てろ。まだ眠いだろ？」


    　僕が学校に行っている間ずっと眠っているアリッサは、近頃では夜になってもなかなか消えようとせず、ずっと僕のパソコンでネットサーフィンをしていたりする。休息時間は人間と同じぐらい必要らしいので、昼間は眠たいはずなのだ。


    「言われるまでもなく、すぐ寝るわよ。ただ連絡事項を伝えたらね」


    「連絡事項？」


    「そ、今日の休みはやっぱりなしにするわ。いつも通り学校が終わったら体を探しに行くわよ」


    　眠いせいかは知らないがひどく不機嫌な顔でアリッサはそう告げた。


    「お、おい、今更それはないだろ！」


    「うるさい！　気が変わったの！　それに……その様子じゃ、あの子たちは今日付き合えないんでしょ？　だったら休みをあげる意味がないじゃない。文句ある？」


    　ぐ……と僕は詰まる。けれど――。


    「文句、あります」


    「「え？」」


    　僕とアリッサは思わず声をハモらせて、そちらを向く。


    「私、もう、啓けい介すけくんと約束しました」


    「悪いけどミユ。それはキャンセルね。ケースケはあたしに付き合わなきゃいけないから」


    「アリッサさん、申し訳ないですけど……それがキャンセル、です」


    「……本気？」


    　それはあの一か月前の事件以来、初めて友とも月づきがアリッサに逆らった瞬間だった。


    



    　　　　　　　３


    



    　――かくして全てはここに至る。昨夜の女の子の占いどおり、僕は嵐に巻き込まれていた。桃色かどうかは分からないが……。


    「ミユ、どうあっても譲ゆずる気はないのね？」


    「アリッサさん、こそ」


    　険しい表情でにらみ合う二人。記憶の糸を辿たどって思い返してみても二人を仲ちゆう裁さいする手段は思いつかなかった。


    「話し合いで解決は難しいみたいね」


    　なにやら剣けん呑のんな事を言い出すアリッサ。友月も「そう、ですね」と応じ、かつての暗い危険なオーラを漂わせる。


    「お、おい――」


    　僕がこれはまずいかもしれないと決死の覚悟で声をかけた瞬間、二人が同時にこちらを振り向いた。


    「じゃあケースケに決めてもらいましょうよ。もしもケースケがどうしてもミユと出かけたいなら――あたしとの約束事を放りだしてまで遊びに行きたいって言うなら……考えてあげる」


    「啓けい介すけくん、啓介くんはさっき、私に街を案内してくれるって……言った、よね？」


    　アリッサも友とも月づきも微ほほ笑えんでいる。だが目は決して笑っておらず、真剣な光を宿していた。


    「え？　あの、その……」


    　二人の迫力に気け圧おされて体を引くが逃げ場などあるはずもない。


    「どうなのよ、はっきり言いなさい！　怒らないから」


    「啓介、くん？」


    　追い詰められた僕の思考は安易な方向へ転がっていき、勢いに押されるようにして頷いてしまう。


    「あ、ああ。今回はアリッサの方が無茶を言ってるんじゃないのか？　もう友月とは約束しちゃったし、その時には今日は休みってことになってたんだから別に問題なかったはずだし――」


    「――ふ、ふぅん……そう、ミユの肩を持つのね。あたしとの約束なんてどーでもいいんだ……？」


    　怒らないと言ったはずのアリッサから放たれる壮絶な鬼気に怯ひるみ、慌あわてて言い訳を口にする。


    「い、いや、どーでもいいとかじゃなくて、どっちの約束が先かってことで……あ、もちろんアリッサの方が先ではあるんだけど、今回に関しては後から言い出したのはアリッサだし――」
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    「――ったわよ……」


    「え？」


    「わかったわよっ！」


    　ヒュォッ！


    　耳元で風を切るするどい音がしたかと思った瞬間、ドガッと僕の背後で何かが砕ける音がした。


    　頬すれすれにアリッサの腕。そして壁にめり込んだ拳。


    「好きにすればいいじゃない！　あたしも好きにするからっ！」


    「お、おい！」


    「彼方に運ぶ風フアラウエイ！」


    　アリッサは身を翻ひるがえすと呪文を叫び、僕が止める間もなく飛び上がる。吹き抜けた突風に目を閉じ、再び開けたときには影も見えない。


    「……行っちゃった、ね。でも啓けい介すけくん、間違ったこと、言ってないよ。私は――嬉うれしかった」


    「でも……あれは後が怖いな……」


    　一人で長く行動できないはずなので、恐らく夜には戻ってくるだろうがその時のことを考えると身が震える。


    　それにしてもあんなに怒ることはないじゃないか――。


    



    



    　キーンコーンカーンコーン


    　終業のベルが鳴り、山やま崎ざきたちに軽く手を振って僕と友とも月づきは教室を出た。


    「～～～♪」


    　友月は僕の知らない歌を小さく口ずさみ、足取りも心なしか普段より軽い。上機嫌な友月などという稀け有うなものを横目で眺めていると、視線に気づいた友月が「何？」と小首を傾かしげた。


    「楽しそうだな、と思ってさ」


    「そう、かな。そう、見える？」


    「まあ、多少は。こんな友月見るの初めてだから」


    　すると友月は照れくさそうに「私もね、こんな気持ち、久しぶり」と言って笑った。


    　こそばゆい気分で長い煉れん瓦が道みちを歩いていく。


    　だが――校門からこちらへと歩いてくる人影がふと目に止まる。


    　帰宅する生徒の波に逆行するその人物はひどく注目を浴びていて、すれ違う生徒達にじろじろ眺められている。それもそのはず、この学校には中等部と高等部しかない。だというのにその人物は明らかに小学生にしか見えないのだ。


    「なんだろうね、あの子」


    　友とも月づきも不思議そうに呟く。しかし僕はそのシルエットに見覚えがあった。表情が分かるぐらいに近づくと向こうも僕に気が付いたらしく、顔を輝かせて走り寄ってきた。


    「こんにちはです。偶然ですね。あなたがここの生徒さんだったとは驚いたです」


    　にっこりと花が咲くような笑顔を見せる少女。


    「――どうしたんだ、こんなところで？」


    　それは昨夜、駅ビルで酔っ払いに絡からまれているとこを助けた女の子だった。昨日はあまり観察していなかったが、太陽の下で見ると幼いながらも上品で整った顔立ちをしている。雰ふん囲い気きも落ち着いていて育ちの良さが表われているようだった。


    「今日はわたくし、この学園に転入手続きをしに来たのです」


    「は？　転入？」


    　聞き間違えだろうと問い返す。すると彼女は不思議そうに小首を傾かしげた。


    「はい、何か問題でもありますですか？」


    「いや――」


    　何と言ったものかと、僕は言葉を探す。


    「あ！　さてはわたくしが小学生だとでも思いました？　それなら安心してくださいです。こう見えてもちゃんとこの学園に入学できる年ですよ」


    「そ、そうなのか？」


    「はいです」


    　たとえ身長が１３０センチ以下に見えようとも、そういう中学生がいないとは言い切れないが……下へ手たをすれば思い出の中の由ゆ衣いより幼く見える。しかし本人がそう言う以上……事実なのだろう。


    「あー……それにしてもこんな中途半端な時期に転校だなんて大変だな」


    「はい、わたくしも急な話でてんてこ舞いですよ。あ、手続きが終わったら寮に案内してもらって、明日からもう通うことになるです。もし見かけたら声かけて欲しいです」


    「ああ、わかったよ」


    　とはいえ中等部と高等部の校舎は離れている。登下校時ぐらいしか出会う機会はないだろうが。


    「ありがとうです。そういえばまだお名前も聞いていなかったですね」


    「そういえばそうだったな。僕は遠とお見み、遠見啓けい介すけ」


    「啓介さんですか。わたくしは朝あさノの宮みや陽ひ名なです。陽名と呼んでください。よろしくですね」


    「うん、よろしく。陽名ちゃん……でいいか？」


    「はい！　それで――」


    　陽名ちゃんは頷いて、僕の隣にいる友月に視線を移した。


    「あ、こっちは友とも月づき、クラスメイト……っていうか友達。えっと……ほら友月、昼に少し話しただろ？　昨日僕らが助けたって子だよ」


    　初対面の二人にそれぞれの紹介をする。


    「私、友月未み由ゆ、です」


    　人見知りの激しい友月だが、相手が幼く見えるせいか自然な笑顔で挨あい拶さつをする。


    「……」


    　しかし陽ひ名なちゃんの方は先ほどまでの微ほほ笑えみを隠し、無言で友月を見つめる。


    「どうしたんだ、陽名ちゃん？」


    　僕は怪け訝げんに思い尋ねるが、それを無視して彼女はぽつりと言葉を漏らす。


    「幸せそう、ですね？」


    　それはひどく感情の篭こもらぬ、唐突な問いかけだった。目線の先には友月。戸惑ったように目を瞬かせている。


    「え？」


    「あなた……変です。どうしてそんな風に笑えるです？」


    「何、言って――」


    　友月の声にわずかだが震えが混じる。


    「ああ、すみません。わたくし占いが――少しばかり《見る》ことが得意なんですよ。それで、あなたがあまりに暗い影を後ろに引きずっているのを見て、不思議に思ったんです。何故そんなに楽しそうなのか……ご自分の《不幸》が見えていないのですか？　それとも――《見えない振り》をしているのですか？」


    「それ……どういう……」


    　陽名ちゃんの視線に押されるようにして一歩後ろに下がる友月。


    「おい、やめろっ！」


    　顔を蒼白にする友月をかばい、僕は二人の間に割り込む。


    「――陽名ちゃん、いい加減なことは言わないでくれ」


    　僕はよほど険しい表情をしていたのだろう、陽名ちゃんはおびえるように身を引いた。


    「ご、ごめんなさいです。わたくしつい――」


    「っと……悪い、大声出して。でもな、その占いは大外れ。もし仮に不吉なものが見えたんだとしても、それは昔のことだ。今はもうない。変なこと言って、あまり友月を不安にさせないでくれよ」


    「……気を悪くさせてしまい申し訳ないです……ですが――」


    　しゅんとして謝罪した陽名ちゃんだったが、ちらりと上目遣いに僕をみて言葉を付け足す。


    「わたくし、間違ったことは言ってないです。友月さん――でしたっけ？　彼女は何かに囚われていますよ。決して過去のことではありません。わたくしが占えるのは今とこれからだけですから」


    　自分の占いに絶対の自信があるのか、迷いない瞳でそう断言する。


    「陽ひ名なちゃん、いい加減に――」


    「信じてくれなくてもいいです」


    　少しだけ悲しげな表情を見せて、陽名ちゃんは俯うつむく。


    「ただ――啓けい介すけさん、ちゃんと力になってあげるですよ？　昔、何があったかは知りませんが……それは本当に終わったのか考えてみてください」


    　小さくそう告げ、陽名ちゃんは僕らが来た道を歩いていった。


    「なんだったんだ？」


    　僕は眉まゆをひそめて彼女を見送る。いたずらに人を不安にして喜ぶような子には見えなかったのに……。


    「啓介、くん」


    　僕を呼ぶ固い声。


    「友とも月づき？」


    　振り向いた僕は、先ほどまでの笑顔と浮かれ心ごこ地ちを根こそぎ奪われ、無表情で立ち尽くす友月を見る。


    「大丈夫か？　言っとくけどあんな言葉、真まに受ける必要はないぞ」


    「――うん……」


    　頷くもののその表情は晴れない。僕は心配に思いながらも再び友月を誘いざなって歩き出す。


    　不幸なんて、もう過去だ。友月が気にすることはない。きっと気を紛まぎらわせばすぐに忘れるだろう。


    　そう楽観的に判断して、昨日も訪れた駅前へと足を向けた。


    



    



    　まだ帰宅ラッシュの時間には早いらしく、街は昨日ほど混雑してはいない。どちらかと言えば駅に向かう人が今は多く、僕らは流れに身を任せて歩いていた。


    「って訳でさー。信じられるか？」


    「……」


    　とびきりの失敗談を披ひ露ろうしても反応のない友月を見て僕は溜ため息いきを吐つく。あれからずっとこんな調子だ。何度話しかけても視線を少し先の路面に固定したまま、思いつめた顔で何かを考え込んでいる。


    「なあ、友月？」


    「えっ？　ごめん……何？」


    　肩を指で叩いて、多少大きめの声で呼びかけると、ようやくハッとした様子でこちらを向く。


    「はぁ……あのな、友とも月づき。ホントのホントに占いなんて当てにならないもんなんだぞ？　そんな深刻に考えてどうするんだよ」


    　さすがに僕は呆あきれた口調で友月を諭さとす。


    「…………でも、ね。あの子の言ってたこと、考えれば考えるほど……間違ってないの」


    「え？」


    「啓けい介すけくん」


    　友月は僕の名前を呼んだ後、大きく一度深呼吸して言葉を続けた。


    「私、行かなきゃいけない、場所がある。だから一緒に……付き合って、欲しい。一人じゃたぶん、無理だとおもうから」


    　瞳に真剣な光を宿し、何かを決意したように告げる友月。


    「あ、ああ……行きたい場所があるなら付き合うけど……」


    「ありがとう、ここからなら、すぐ近く……なの」


    　そう言って友月は僕の前に立ち歩き出す。その背中を追いながら、先ほどまで当たり前だった――すぐ目の前にあった楽しい時間が、崩くずれてしまう予感を覚えていた。


    



    



    「ここは――」


    　友月の言葉どおり目的地はすぐそこだった。


    　飾り気けのない白い壁面にたくさんの小さな窓。五階建ての無機質な外観。駅から程近い場所にある、過か剰じようなまでに《白》を強調させた建物。


    「――病院？」


    　僕の声が耳に届いたのか、友月は歩を緩ゆるめると振り返って頷く。


    「友月総合病院、この街で一番大きな、医療施設よ」


    「友月？　ってまさか……」


    「そう、うちのグループが、経営している病院。理事長は、何人もいる私の叔お父じの一人だった」


    「はー……」


    　感心と呆れを混ぜた相あい槌づちを返す。友月の家が金持ちだということは、噂うわさや以前突入した屋敷を見て理解していたが、ここまでとは。


    　大きく開かれた門を通り抜けながら周囲を見渡す。高い塀へいで囲われた敷地は、駅に程近い一等地だというのに散歩やリハビリ用の庭まである広大なものだ。友月家の財力は僕が想像していたより桁けたが違うものらしい。


    「それで、ここに何があるんだ？」


    「来れば、わかるわ」


    　友とも月づきは再び前を向き僕を先せん導どうする。細い背中がそれ以上の会話を拒んでいるように思えて、僕は黙って後に続く。


    　自動ドアを抜けて、中に入ると病院独特の匂においに出迎えられる。消毒液で滅めつ菌きんされた、ひどく人工的な清せい浄じようさ。あまり心ここ地ちいいものではない。


    「ちょっと、待ってて――」


    　僕に短くそう告げ、友月は一人で受付らしき場所に向かう。何か二言三言会話を交わしたように見えた途端、担当の女性看護師は立ち上がり頭を下げる。カウンターから出てこようとするのを友月は制し、僕を手招いた。


    「――今、会えるみたい。行こ、啓けい介すけくん」


    　しきりに「ご案内します」という看護師をあしらって友月は上階への階段に向かう。


    「滑こつ稽けい、ね」


    　階段を昇りながら友月が呟く。


    「――まあ、仕方ないんじゃないか？　経営グループの親族ともなれば気を使うさ」


    　その言葉に友月はかすかに笑った。最近よく見る楽しげな微笑ではなく、ひどく乾き掠かすれた嘲ちよう笑しよう。


    「違う、わ。親族だろうと、力のない人間には誰もへりくだることなんて、しない。今の私が単に、ここの経営権を……握っているからよ」


    「は……？　経営権？　だってここの理事長は叔お父じだって――」


    「肩書きは、そうよ。でも実権は、私。もちろん代理を立ててるけど。だって叔父は今、使いものにならないから……一か月前のあの事故以来、ね」


    「まさか……」


    「そう……たぶん啓介くんが、想像した通り。あの場所に、叔父もいたわ」


    　脳のう裏りにジンが従えた仮面の狂戦士バーサーカーの姿がよぎる。


    「屋敷で仮面を被かぶせられた人たちは、前後の記憶を失う程度で済んだけど……叔父だけは、少し精神を病んでしまったの。《彼女》ほどじゃ――ないけれど」


    「彼女？」


    「今、私はすごく楽しい。信じられないぐらい幸せな日々を、送ってる。でもそれは……私が暴力で手に入れた、もの。だからきっと、私はまだ《魔女》のまま」


    　二階に着き、廊ろう下かを歩きながら友月は饒じよう舌ぜつに語る。僕の問いには答えずに。


    「あの子の、言ったように……決して終わったわけじゃない。忘れれば、いい。そう思ってた。だけどやっぱり、私はこのまま……幸せになっちゃいけないの。笑っちゃ……いけないの」


    「そんなこと――」


    「あるの、よ。だけどね、啓介くん。私はあの頃に戻りたいなんて、思ってない。笑っちゃいけないなら、笑えるように……なりたい。そう思えるように、啓介くんがしてくれた。だから――何をすればいいかは、わからないけど……忘れるのは終わりにしよう、逃げるのはやめようって……思った、の」


    　そして友とも月づきは立ち止まる。あれから二階部分が繋つながっている別の棟に入ったのは気づいていた。やけに静かで不気味な感じだ。先ほどの病棟にはざわめきがあったのに、ここにはそれがない。


    　目の前の病室にはネームプレートが掲げられている。僕はそれを見て、ようやく気づく。


    　友月が誰に会いにきたのか。それは僕自身も忘れようとしていた人物。


    　記されていたのは『冬ふゆ上がみ』の二文字だった。


    



    



    　冬上――冬上雪ゆき絵え。


    　一か月前から入院し学校を休んでいるクラスメイト。利発で美人、人望も厚くクラスでは中心的存在だった。しかし僕らにとっては《魔女》の力を確かめたいという単純な好奇心から友月を追い詰めた《敵》でもある。


    　彼女が入院したと聞き、お見舞いに行くことを望む生徒も多かったのだが、事情があり面会はできないのだと先生は説明していた。それから一向に退院してくる気配はなく、僕はてっきり友月を恐れて街を離れたのだろうと考えていたが、それがまさかこんな近くに――本当にずっと入院していたなんて。


    「彼女は私の家に遊びに来て、そしてそこで、ガス爆発に巻き込まれた。そんな風に、あの事件は処理された。けが人はみんな、この病院に運ばれて……彼女はそのうち、実家のほうの病院に移動させる予定だったけど、連絡を入れても誰も来ない。だからずっと、ここにいるの」


    　淡々と友月は語る。


    「――詳しいな。もしかしてあの屋敷でのことは全部友月が後始末をしたのか？」


    「ううん、私はただ、報告を聞いただけ。あまり大事にならないよう圧力をかけたのも、情報統制も《家》が、勝手にやった。身内の者に対外的な傷がつくことを、あの人たちは好まないから」


    　つまりいくつか確実に残っていたと思われる痕こん跡せき――ジンの干からびた死体やガス爆発では説明できない状況証拠――をもみ消し、あれを事件ではなく事故にしてしまったということなのだろう。


    　それで友月も……もしかしたら僕も、こうやって平穏無事な生活を送れていたのか。


    「彼女――冬上さんのことも、任せきりだった。顔を見たら、また感情が抑えられなくなるかもしれなかったから、会いたくなかった。怒りも恨うらむ気持ちも消えたわけじゃないから。でも……」


    　そこで友月は言葉を切り、先ほど受付で受け取ったものなのか、病室の鍵かぎらしきものを取り出す。


    　外から鍵かぎをかけた部屋？　それじゃまるで牢ろう屋やみたいじゃないか。


    　ガチャッ


    　シリンダー錠じようが回り外れる音。ノブを廻まわして友とも月づきは扉を開く。


    「冬ふゆ上がみさんの経過報告が、耳に入ってくるたび……私が何かしなきゃいけないのかもしれない。そう思うように、なった。なったのに……考えないように、してた」


    　病室の中は廊ろう下かよりも空気が冷たく感じられた。視線をさえぎる衝つい立たての向こうに冬上がいるはずなのに、人間の温度がない。


    「それをあの子に見透かされたみたいで……すごく痛くて――恥ずかしかった」


    　そしてとうとう僕らはベッドが見える位置まで来る。


    「これは――」


    　僕は息を呑のむ。そこにはただただ白い光景が広がっていた。


    　色のない病室に据えられた白いベッドの上で純白のシーツを被かぶり、彼女は眠っていた。


    　目を閉じた顔はひどく怜れい悧りで美しく、さながらどこかの眠り姫のようでもある。しかしその頬も点滴に繋つながれた腕も、記憶より痩やせ細っているようだった。


    「一日の大半は、こうやって眠っているの。鎮ちん静せい剤ざいを打たれて、ね」


    「鎮静、剤？」


    「目が覚めると、ちょっとしたことで興奮して、暴れるそうよ。だからこうして、閉じ込められてるの」

  


  [image: ]



  
    「そんな――こんな状態なのに誰も？」


    「彼女の家族は何を伝えても、わかりましたとしか……答えない。私、知ったわ。彼女もあの場所にしか、居場所のない人間だったって……。冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えは、許せない。けど……こんなんじゃまるで……殺したのと同じじゃない――」


    　声を震わせ、友とも月づきの瞳から雫しずくが流れ落ちる。ずっとずっとこんなものを隠していたのか、頭の隅に追いやって笑おうとしていたのか。


    　くそっ


    　何も気づいていなかった自分の愚ぐ鈍どんさに腹が立つ。そして冬上が戻ってこないことにただ安心していた自分の酷こく薄はくさにも――。


    「私ね、向き合うのが怖かったの。啓けい介すけくんは《死》を背負わなければ、まだ戻れるって言ってくれた。だけど、だけど、やっぱりもう戻れないのかもしれない。戻っちゃいけないのかもしれない。それを突き付けられるかもしれなくて、どうしようもなく……恐ろしかった」


    　冬上の顔をじっと見下ろして友月は呟いた。


    「ねぇ、啓介くん……私、どうしたらいいのかなぁ？」


    　そう僕に痛々しい笑顔を向ける。僕は歯を噛かみ締めて、応える言葉を探す。


    「――正しい答えは、わからない。でも……まだ終わってない。冬上はまだ生きてる。だったら何かきっと……」


    　こんなことしか言えない自分が歯がゆい。しかし友月はそんな僕の言葉に頷いてくれた。


    「うん――私も、そう思う。思いたい。だから今日、会いに来たの」


    　会話が途切れ、病室に静寂が満ちる。その間僕らはずっと冬上の寝顔を見つめていた。


    　僕も忘れてはいけない。今度は別の形で冬上に対たい峙じしなければ――。


    



    



    「そろそろ、出ようか？」


    　網もう膜まくの奥に冬上の姿をしっかり焼き付けると、僕は友月にそう言った。


    「うん……」


    　友月も頷き冬上に背を向ける。しかしその時だ、予期せぬ声が背後から聞こえた。


    「ん……誰？」


    　かすれた、力のない声。僕と友月は動きを止めて声の主を見る。


    「誰か――来たの？」


    　冬上の瞼まぶたが開かれていた。仰あお向むけのまま視線を彷徨さまよわせている。


    「冬、上――」


    　ぽつりと漏らした僕の声に反応して冬ふゆ上がみの視線がこちらを向く。


    「え……遠とお見み、くん？」


    　呆あつ気けにとられたような冬上だったが、僕の後ろにいる人物にも気づいてしまったのだろう。眠たげだった目が大きく見開かれ――その瞳どう孔こうがきゅっと収縮した。


    「あ……」


    　ガク、ガクガク、とその体が揺れ始める。ガクガクガクガクガクガクと。そして――。


    



    「ひっ……い、いやあああああああああああああああああああっ！」


    



    　病棟全てに響き渡るようなすさまじい悲鳴を上げる冬上。


    「来ないでぇぇぇっ！」


    　冬上はベッドから転がり落ちるように抜け出し、部屋の隅でうずくまる。


    　ガチャァアンと点滴用の器具が倒れ、ブドウ糖とアミノ酸が混じりあった液体を床に撒まき散らす。


    「お、おい、僕らは別に何かしにきたわけじゃない。だから落ち着け！」


    　過か剰じようにおびえる冬上をなだめようと僕は一歩近づく。


    「来るなぁっ！」


    　ブンッ！


    　だが冬上は倒れた点滴台を強引に振り回して僕を牽けん制せいする。あの痩やせ細った体のどこにこんな力があるのだろう。冬上は尻しり餅もちをついたまま点滴台を槍やりのごとく構え、こちらに向ける。


    「……来るな、来るな、来るな、来るな、来るな――」


    　壮絶な形相で僕を――いや、僕の後ろにいる友とも月づきを睨にらみつける冬上。


    「私、は……」


    　震える声で友月が呟くのが聞こえた。


    「友月、ナースコールはどこだ！」


    「え、あの、あ……枕もとの壁に――」


    　くそっ、遠い。これ以上近づけば冬上が何をするか分からない。


    　しかしさすがに騒ぎを聞きつけたのか、廊ろう下かから反響する複数の足音が近づいてきて扉が開かれる。


    「どうしました？　すごい音が――」


    　中に入ってきたのは二人の男性看護師で一目で状況を把は握あくしたのか「あとはこちらで何とかします。あなた方は外へ」と告げ、僕らは病室から追いやられてしまった。


    「きっとあの人たち、友月に何かあったら困るから待機してたんだな……」


    　ポツリと呟く。病室の中からは激しい物音と冬上の叫び声が聞こえていた。


    「……っ！」


    　友とも月づきが耳を塞ふさぎ、しゃがみこむ。気持ちは分かる。僕だってひどく……やりきれない。


    「友月、もう――行こう」


    　僕も友月の前にしゃがんで肩に手を置き、そう告げる。耳を塞いでいても言いたいことは伝わったようで、友月はコクンと頷いた。


    　そして僕らはゆっくりと重い足取りで病室を離れる。少しずつ、少しずつ冬ふゆ上がみの声が遠ざかり――唐突に聞こえなくなった。


    



    



    　都市部と住宅地の境界。川を横断する歩行者専用の細い橋の上。


    　カァカァと遠くで鳴き交わす鴉からすの声が耳障りに聞こえ、八つ当たりするように空を睨にらみつけるが黒い鳥の姿は見当たらない。


    　隣には俯うつむいたまま歩く友月。その顔はひどく憔しよう悴すいしている。無理もない、覚悟を決めた後とはいえ、不意打ちであんな冬上の姿を見せられてしまったのだから。


    「――ぅ」


    　友月が押し殺した声を上げ、がくっとその場に崩れ落ちる。


    「友月……」


    　僕は立ち止まり彼女を見下ろす。あれから何度もだ。少し進むたびに友月は両腕で自分の体を抱き、何かを堪こらえるようにその場にしゃがみこむ。心配して初めのうちは声をかけたが、友月は大丈夫とだけしか答えず、すぐに立ち上がろうとする。だから途中から僕は何もせずに友月が落ち着くのを待つことにしていた。しかし――。


    「はぁ……はぁ……はぁ……」


    　何かが、変だ。精神的なものを我慢しているにしては息が荒い。それに先ほどから立ち止まる間かん隔かくが短くなっているような気がする。


    「――なあ、もしかして……体調が悪いのか？」


    「大、丈夫」


    　僕の躊躇ためらいがちな問いかけに、激しく首を振り否定の答えを返す友月。そして立ち上がろうとするが今回は途中でひざが崩れ落ちてしまう。


    「ちょっ、やっぱり変だぞ！　どこか苦しいのか？」


    「――っ、はぁ、はぁ、はぁ……」


    　問いに答える余よ裕ゆうもない様子の友月に焦あせり、伏せられた額に手をやってみるとひどく熱い。


    「おい、熱があるじゃないか！」


    「え、そう……なの？」


    　友月は自覚がないのか僕の言葉に驚いたような顔をする。どうする？　この様子じゃ病院に戻ったほうが――。


    「友とも月づき。背中におぶされ」


    　僕は心を決めて背中を差し出す。友月は最初素直に僕の背中に手を伸ばしたが、指が触れたところで動きを止める。


    「待って……あそこには……まだ、戻りたくない」


    「そんなこと言ってる場合じゃ――」


    「本当に、平気だから。少し休めば治ると思う、から。寮に……帰ろ？」


    「でも……」


    「お願い」


    　友月の懇こん願がんに逆らえず、僕はしぶしぶ頷く。そして彼女を背負い、女子寮へと歩き出す。


    　背中に感じる友月の温度は普段なら鼓こ動どうを速めるものだったろうが、今はただ不安で胸が締め付けられるだけ。首筋にかかる荒い呼吸が、僕の足を急がせる。


    　橋を渡りきり、しばらく歩けばもうそこは女子寮の門前だった。ここでいいと言う友月を降ろし、頼りない足取りで中に入っていく姿を見送る。


    「明日、無理するんじゃないぞ！　体調がひどくなったらちゃんと寮りよう母ぼさんに連絡入れろよ！」


    　僕の声にちらりと振り返り儚はかない笑みを返すと、友月は入り口の扉の向こうに消えた。


    　まだちらほらと下校する生徒はいるようで、寮の前に立ち尽くす僕を胡う散さん臭くさい目で眺めていく。


    　だが僕はしばらくその場から動かず、彼女の残ざん滓しを追うように扉を眺め続けていた。


    



    　　　　　　　４


    



    　ガチャ。


    「ただいまー」


    　自室の扉を開けた僕は、既に帰っているかもしれないアリッサに向けてそう告げた。しかし部屋の中は真っ暗で人の気配はない。


    「あいつ……まだ帰ってないのか……」


    　男子寮までノロノロと――友月のことを考えて歩いてきたせいか、着いたときには日が沈んでしまっていた。正直この部屋の前に立つまでアリッサのことは頭の外にあったのだが、こうしていつも一緒にいるのが当たり前の空間に来ると不在が際きわ立だつ。


    「もしかして、本当に一人で探すつもりか？」


    　時計を見ると太陽が沈んだとはいえ、まだ普段なら町を出歩いている時間だ。しばらく待っていれば帰ってくるとは思う……そうは思うが――。


    「あーまったく……」


    　僕はベッドの上に鞄かばんを放り投げると回れ右をし、今入ったばかりの部屋を出る。


    　お前まで余計な心配を掛けさせんな！


    　胸の内でそう毒づく。寮の外に出て空を見ると、七割ほど満ちた月が低い位置で輝いていた。オレンジがかった不気味な色だ。妙に心がざわめく。


    　僕は不吉な予感を振り切るように――街に向かって足を速めた。


    



    



    「――って……よく考えりゃ、どうやって見つけろっていうんだよ？」


    　それはとりあえず昨日の駅ビル前までやってきた僕が自分自身に向けた台詞せりふだった。


    　アリッサが今どこにいるかなど分かるはずもないし、当てなどない。適当に探し回るには駅前に限ったとしても広すぎる。


    「同じ場所には行かないだろうし……」


    　今更ながら途と方ほうに暮れて大通りの交差点で立ち止まり、周囲のビル郡を仰ぎ見る。


    　アリッサ……。


    　心の中で名前を呼ぶ。その時だ、クンッと意識を引っ張られるような感覚が僕を襲う。


    「なんだ？」


    　反射的にそちらの方を向く。そこには大きなショッピングモールが聳そびえている。


    　既き視し感かん――。ああそうだ、アリッサを初めて見たのはここだった。あの屋上から躊ちゆう躇ちよなく飛び降りて僕の頭上を滑かつ空くうして行ったのだ。


    　もしかして、アリッサはあそこに？


    　確証など何もない。ただ何となくそんな気がする。アリッサのことを考えると感覚がそちらに引かれる。


    「ダメでもともと――行ってみるか」


    



    



    　だが信じる根拠のない何となくの勘かんは的中した。


    　屋上の遊ゆう戯ぎ施設――子供用の一回百円で動く乗り物からアーケードゲームまである騒がしい空間。さすがにもう夜なので、客は屋根の設置された格闘ゲームの筺きよう体たい周辺に数人だけ。電子音の中でたまに歓声が聞こえる。


    　その彼らから離れた雨ざらしのベンチに小こ柄がらな金髪少女の後ろ姿はあった。


    「おい、こんなとこで何やってんだよ？」


    「ん――あれ、ケースケ??」


    　僕の声に顔を上げたアリッサは、きょとんとした表情の後、すぐしかめっ面つらになる。


    「なによ、何の用？」


    「別に、ただ迎えに来ただけだよ。アリッサのことだから迷まい子ごにでもなってるかと思ってさ」


    「失礼ね。この街ならもう迷いようがないくらい歩き回ったじゃない。それより――ミユはどうしたのよ？」


    　不機嫌そうな口調でアリッサは訊たずねる。


    「ちょっと体調が悪いみたいで寮に戻ったよ」


    「え？　昼間はあんなに元気だったじゃない――無駄なくらいに。何かあったの？」


    「……冬ふゆ上がみと会ってきたんだ、二人で」


    「冬上？　あ、もしかして……」


    　僕は頷く。さすがにアリッサも彼女のことは記憶していたらしい。


    「それで……ちょっと色々あったんだよ。たぶん精神的に疲れたせいでダウンしたんだと思う」


    「そう……」


    　アリッサは顔を曇らせる。


    「やっぱり心配か？」


    「な――心配なんかするわけないでしょ！　あんなわがままな子。あたしに歯は向むかうやつは敵よ敵！」


    　昼休みのゴタゴタはまだ尾を引いているようで、目を吊つり上げるアリッサ。


    「お前が人にわがままとかよく言えたもんだ」


    「何、ケースケ？　またミユの肩を持つの？　あたしに歯向かうの？」


    「あーもう、そう噛かみ付くな。逆らったりしないって。これ以上ややこしくしたくないからな」


    「腹の立つ言い方ね。いい加減にしないと今度は……当てるわよ」


    　アリッサは低く呟いて拳をこちらに突き出す。屋上で僕の頬を掠かすめて壁に突き刺さったアリッサのパンチが脳のう裏りをよぎる。


    「……ごめんなさい」


    「よろしい」


    　僕の心からの謝罪にようやく機嫌を直したようでアリッサは満足そうに笑う。


    「それにしてもケースケ、よくここが分かったわね」


    　足を振り上げ、ピョンとベンチから勢いよく立ち上がったアリッサは不思議そうに言う。


    「何となく、な。ここの近くまで来たとき、なんか妙な……引っ張られる感覚があってさ。もしかしてと思ったらホントにいたんだ」


    「それは……きっと《道パス》の影響ね。《道パス》で繋つながってるから。あたしが自分の体を探れるみたいに、ケースケもあたしを感じとれるのよ」


    「そうなのか、道理で……」


    　ということは先ほどのような感覚でアリッサは自分の体を探しているのか。


    「あ、そうだ。アリッサがここにいるってことは、体を近くに感じるのか？」


    「ううん。ここに来たのはただの気まぐれ。もちろんついでに体の気配は探したけど手ごたえはなかった」


    「じゃあさっきは何してたんだよ？」


    　これは最初にした質問だ。そういえばまだ答えを聞いていない。


    「空を見ていただけよ。流れる――星をね」


    　今日は流れ星でも見える日だったのだろうかと僕は空を見上げる。しかし一分経っても二分経っても、首が痛くなっても――。


    「星なんて流れないぞ」


    「もっとちゃんと見てみなさい。大きな……大きな河を星が流れているでしょ？」


    「あ――」


    　その言葉で僕はアリッサの言葉の意味を悟る。夜空を分かつように流れる星の大河。


    「天あまの川がわ、か」


    「――まるで星で出来た《竜》みたいじゃない？」


    「星の……竜？　それって――」


    　星ほし竜りゆう。それは聞き覚えのある単語だった。


    「そう、あたしが扱う魔術の源みなもと。それがあれ。流る転てんを司つかさどる高次存在ヴイナー、星竜レヴァティーン＝ミルキーウェイ」


    　僕は息を呑のむ。なんて大きい……。


    「ま、正しくは原型オリジン――雛ひな形がたなんだけどね。だけどそのものじゃなくても、眺めていると落ち着くのよ。意識を向ければ自分もあの星の一つになっている気さえする」


    　アリッサは名な残ごり惜しそうに空から目を離し、僕に微ほほ笑えむ。


    「じゃあ帰ろっか、ケースケ」


    　僕の手を一瞬だけ握りアリッサは透明化して空に浮き上がる。


    「ああ――」


    　そして僕らは空に近い大地を後にした。


    



    



    　歩きなれた夜の道。たとえ偽いつわりの太陽であっても、闇を押しのける電気の光は人間の世界を広げる。


    「それにしてもさ、探し物を見つける魔術とかあったら楽なのになー」


    　僕は街灯が照らす人に許された領域を歩きながら、頭上のアリッサに喋しやべりかけた。ここは人通りのほとんどない裏道なので、変に見られることもない。


    「魔術はね、そんな万能じゃないのよ。力を借りる高次存在ヴイナーの望むこと、性質に関係する事柄しか、魔術は機能しない。流れし星竜の性質は流転だから、《流れ》に関わる魔術しか存在しないの。風の《流れ》を操ったり、傷の治りを《速く》したりね。他の魔術も根源的な意味は必ず《流る転てん》に通じるわ。だから《何か特定のものを探す》みたいな便利な魔術はないの。あったらとっくに使ってるわよ」


    　アリッサは馬鹿にしたようにこちらを見下ろす。


    「それもそうだ」


    　僕は素直に頷いて笑う。別にこんな答えは予想できた。ただ単に会話のネタに言ってみただけ。


    「でもねケースケ、逆に言えば高次存在ヴイナーの望みや性質に合がつ致ちすれば、新しい魔術を定義できたりもするのよ」


    　しかし続けたアリッサの言葉に僕は興味を引かれる。


    「へぇ……どうやるんだ？」


    「基本は簡単よ、イメージを言葉にして高次存在ヴイナーに伝えるだけ。その願いを叶えてくれるかどうかは向こう次第だけどね。だけど既に定義されてる魔術と同じ《イメージ》だと単に呪文パスワード違いって判断されるから実じつ践せんは難しいのよ。もうほとんどお爺じい様が定義してしまっているから」


    「――なんか発明家みたいなノリだな」


    「あはは、そうかもね。消費者のニーズを必死に探る隙間商法みたいなものかしら」


    　ネットで得た知識なのか、やけに世せ俗ぞく的な例を引き合いに出すアリッサに苦笑する。


    「魔術師も大変だな」


    「そうよ。新しく発明するのは努力と閃ひらめきが必要なの」


    　僕の言葉に乗って、いたずらっぽくアリッサは笑う。


    　しかしそんな僕らの他愛たわいない会話に、ふと別の音が割り込んだ。


    



    　びちゃっ！


    



    　粘ねん着ちやく質しつの液体をぶちまけたかのような不快感を覚える異音。


    　僕らは立ち止まり、音が聞こえた方向を見る。そこは建物の隙間と言ったほうが正しい細い路地。当然街灯などはなく、道の先は暗闇に包まれている。


    「今の、何かしら？」


    「さぁ……ま、どうでもいいだろ」


    　気にはなるが、わざわざ確かめようとまでは思わない。


    「うーん、そうなんだけど……この感じ――何か……」


    「どうした、難しい顔して？　ん、そういや変な――」


    　路地の奥から生臭いような形容しがたい異臭が鼻を突く。


    「何だこの匂い……」


    　ふらふらと僕は路地の入り口に向かう。そしてその暗闇に一歩足を踏み入れた瞬間。


    　シャッ！


    　僕の顔に向けて闇の中から何かが飛び出した。


    「ケースケッ！」


    　実体化したアリッサが僕の手を掴つかんで勢いよく引き戻す。額を掠かすめる《何か》。正体を確かめる間もなく、それは黒の中へ再び埋まい没ぼつする。


    「な、なんだ？」


    　バランスを崩くずしながらも慌あわてて路地から距離をとる。


    「わからない。けど、何かがいるわ」


    　アリッサは緊張した声で答えると、片手を翳かざし――。


    「輝く雷球ライトニング！」


    　躊ちゆう躇ちよなく金色の光弾を黒の世界に向けて放った。


    　バチィッ！


    　魔術は地面に着弾し、まばゆい光が闇を吹き払う。その夜が消し去られた空間に異様なモノの姿があった。


    　それは――水滴だ。ただし、ありえないほどに大きい。表面張力により歪いびつな半球の形をしている。色は鮮やかな赤。ああそうか、この匂いは……血けつ臭しゆう。


    　照らし出す光から逃げるように、赤い水滴は体をたわませて飛び上がり、路地のさらに奥へ移動する。びじゃっと着地の音が連続して聞こえ、あっという間に遠ざっていった。


    「逃げた……のか？」


    「――そうね」


    「今の、幻覚じゃないよな？」


    「ええ」


    　僕らはもう視界が利かない路地の先を呆ぼう然ぜんと見つめる。はるか彼方かなたから救急車のサイレンが響いてくる。それは次第に近づき、この先の表通りに止まったらしかった。


    「――もしかしたら、さっきのヤツと関係あるかもしれない。行ってみるわよケースケ」


    　アリッサに促されて僕は駆け足で表通りに出る。救急車はすぐ近くに止まっていて、くるくると回転する赤い光が周囲の建物を照らしていた。既に人だかりができている。野次馬というのはあまり好かないが、今回はその一人になるべく彼らに近づく。


    「――ほんとなの？」


    「ああ――人が――」


    「俺、ちょっと見たぜ――木乃伊ミイラみたいに――」


    　どうやらそこは、アレを見た場所と同じく細い路地のようだった。周囲の声に耳を向けながら背伸びして人垣の先を見ると、救急隊員が入り口に立って野次馬をなだめている。するとまたしても遠くからサイレン。しかし今度到着した車両はパトカーだった。降りてきた警官は野次馬を遠ざけると中に入っていく。


    　そしてしばらくして路地から先ほどの警官と担たん架かを担かつぐ救急隊員が出てきた。担架の上には毛布を被かぶせられた誰か。見物人はそれを見てひそひそと囁ささやきあう。


    「どうなってんだか分からないな」


    　僕がそう呟いたとき、恐らく振動のせいで毛布の隙間からぷらんと人間の腕が垂れ下がった。野次馬の中から悲鳴が上がる。僕も危うく声を出してしまうところだった。


    　何な故ぜならその腕は――水分など一滴も残っていないと分かるほど、カラカラに乾燥し干からびていたのだから――。


    



    
      ＊

    


    



    　夜の病院というのは決して無音ではない。空調設備や医療器具の駆く動どう音おん、苦しむ患者のうめき声、巡回する看護師の足音――静寂であるからこそ、それらの音は存在を主張する。


    　そしてある病室で体を震わせている少女。それによるベッドの軋きしみと小さく繰くり返すうわ言も病院の静かな喧けん騒そうの一部となっていた。


    　少女はシーツに包まり、何かに怯おびえるようにきつく目を閉じている。


    「来ないで……来ないで……私は何も――悪くない」


    　祈るように、懇こん願がんするように少女は呟く。


    　ぴちゃん


    「ひっ！」


    　唐突に聞こえた水滴の弾ける音に少女は悲鳴を上げる。固く結んだまぶたを恐る恐る開く。


    　この病室の中には水道などなかったはずだ。花が活けられた花か瓶びんもない。少女はそれを知っているがゆえに考える。今の音はなんなのかと。まさか――彼女ではないか、と。


    　少女は恐怖にいっそう体を震わせたが、ゆっくりと視線を動かし病室の中を探っていく。


    　確かめなければいけないから。もしも彼女ならば逃げなければいけないから。


    　そして少女の顔の動きはある一点で止まる。扉の前にある布製の衝つい立たて――そこに廊ろう下かからの灯を遮さえぎる影が揺れていた。


    「あ、あ……」


    　ぴちゃん


    　音がして、影が動く。衝立の後ろから黒い、黒い何かが姿を現す――。


    　少女は悲鳴を上げようとして口を大きく開く。


    



    　びちゃっ！


    



    　だが、その時吸い込んだ空気が叫びに変わることは――なかった。
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    第二章　白き氷、侵す心


    



    　　　　　　　１


    



    　日常というのは連続する変わり映えのしない日々のこと。そういう意味で言えばこの一か月は間違いなく日常だった。とても心ここ地ちよい――毎日。


    　しかしそれは昨日、唐突に途切れてしまったような気がする。朝のホームルームを待つ騒がしい教室で、ちらりと後ろに目をやる。視線の先にある友とも月づき未み由ゆの席は空っぽのまま。恐らくまだ体調が悪いのだろう。


    　そして昨夜の出来事。アレの正体はアリッサも見当がつかないらしく、一晩中腕を組んで考え込んでいた。


    　もちろん様々な可能性は頭に浮かぶ。友月が顕けん現げんさせてしまった魔王の世界に対する影響、魔狼フエンリルが吐き出してしまったモノ。それらは事件が終わった後、僕らが警戒していたことだ。しかし今になってそれらが出てきたのだとしたら、タイミングが遅すぎる。


    「きりーつ」


    　考え込んでいる間に先生が入ってきたらしく、日直が号令をかける。僕は周りにワンテンポ遅れて立ち上がるとおざなりに礼をした。


    「えー、今日はみんなにお報せが二つある。いいものと――悪いものだがな」


    　着席した僕らに先生は告げる。


    「最初はいい報せからだ。ほら、入りなさい」


    　先生が開けっ放しだった扉に向けてそう呼びかける。その時点で皆ある程度予測がついたようで、ざわめきが広がった。


    「失礼しますです」


    　え――？


    　僕は口をあんぐりと開き、教室に入ってきた少女を見る。それは僕が知っている人物だった。だがここに現れるはずのない人間でもある。


    「――陽ひ名な、ちゃん？」


    　ぽつりとその少女の名前を呟く。そう、彼女は駅ビルで酔っ払いに絡まれていたのを僕らが助け、昨日この学校に転入するのだと言っていた……あの陽名ちゃんだった。


    　え？　だけどここは高等部だぞ？


    　どう見ても小学生な幼い姿は、中等部ならまだしも高校生というには無理がある。当然他のクラスメイトも同じような感想を持ったらしく、ざわめきが大きくなる。


    「あー静かに。察しはついただろうが、彼女は今日からこの学園に転入し、皆のクラスメイトとなることになった。朝あさノの宮みやさん、挨あい拶さつを」


    「はい」


    　陽ひ名なちゃんは頷いて黒板に自分の名前をチョークで書き、ぺこりと頭を下げる。


    「えっと……わたくしは朝あさノの宮みや陽名です。今日から皆さんのクラスでお世話になるです。よろしくお願いしますです。趣味……というか特技は占いです」


    　にっこりと彼女が微ほほ笑えむと女子から「かわいいー！」という歓声が上がった。


    「まーそういうことだ。仲良くしてやってくれ。あと、皆疑問が顔に出ているようだから説明しておくと、朝ノ宮さんは本来ならまだ中等部に通っている年齢だ。しかし何年間か留学をしていた時に飛び級をしているため、この学年に転入することになった」


    　教室から「おお～」というどよめきが起こる。僕も同じ気分だ。やはりさすがに同い年ではなかったか……あの容姿で中学生というのも違和感はあるが、まあ納得しておこう。


    「それじゃあ、そうだな……とりあえずその席に座ってくれ」


    　先生はこのクラスに虫食いのように開いた空席の一つを指差す。そう、今このクラスには空席が多い。一ひと月つき前に友とも月づきの報復を受けた生徒のほとんどが転校してしまったからだ。


    　陽名ちゃんの転入先がこの二年二組なのも、ここだけ生徒数が少なかったからだろう。


    　自然と昨日の冬上を思い出す。あいつは――いつか戻ってくるのだろうか。


    「んー、では二つ目……悪い方の報せだ」


    　陽名ちゃんが席に座るのを見届けて先生が話を続ける。


    「昨日、街で何やら事件があったらしい。新聞にもまだ記事は出ていないから知らない者がほとんどだろうが、今け朝さ学校に通達があった。どうも殺人らしく、通り魔の可能性もあるとのことで本日は部活動の中止が決まった。みんな寄り道せずにまっすぐ寮に帰ること。わかったな」


    　女子からは陽名ちゃんの時とは正反対の息を呑のむような小さな悲鳴が上がり、男子は興奮した様子で周囲と言葉を交わす。


    　僕の頭に浮かぶのは当然、昨日の出来事だ。路地裏から運び出された誰か。垂れ下がったカラカラの腕。あれがその事件だとしたら、あれはやはり死体――。


    　僕から右斜め前に座った陽名ちゃんの後ろ姿を眺めながら物思いに沈んでいると、視線を感じとったような仕草で彼女は振り向き、一瞬だけ笑いかけるとすぐに前を向いた。どうやら僕のことは既に気づいていたらしい。


    　昨日の占いはちょっと行き過ぎだったけど、約束通り挨あい拶さつぐらいはしなくちゃな。


    　僕はそう考えて溜ため息いきを吐つく。いや、今から考えると決してあの占いは間違っていなかった。僕が気づくことができなかった友月の悩みを言い当てていた。だとしたら謝るのが先か――。


    　次の授業の教科書を机上に並べながら、僕は昨日の無力さを思い出していた。


    



    



    　そして一時限目が終わった後の短い休み時間――しかし僕はまだ陽名ちゃんとの約束を果たせずにいた。彼女を囲むクラスメイトの壁を呆ぼう然ぜんと教室の端から見つめる。


    「残念だったなー遠とお見み。飛び級ロリ美少女、加えて占いが特技の不思議ちゃんなんて話題性抜ばつ群ぐんの転校生！　そんな誰もが興味を抱く競争率三十倍越えの彼女に近づける隙はまだねーよ」


    　ポンと僕の肩を叩き、哀れな生き物を見つめる目で僕を慰める山やま崎ざき。


    「そーだぜ、しばらくは女子の独どく壇だん場じようだ。下へ手たに男子がしゃしゃり出ると下心見え見えで全員を敵に回すぜ」


    　宮島みやじまはそう言って肩を竦すくめる。言われてみれば陽ひ名なちゃんを囲む輪にいるのはほとんど女子だけで、男子は外側から覗のぞき込んでいるだけだ。


    「しっかしお前なー、いくら友とも月づきが休みだからって転校生をいきなり口く説どこうとするのは現金じゃねぇか？」


    「いや、僕はそんなこと！」


    「嘘うそ言うなって、お前授業中ずっと彼女のこと見てたじゃねぇか。そんで授業が終わった途端そっちに行こうとしたしよ。ま、その目もく論ろ見みは大きな女子の壁に阻はばまれたわけだが」


    「ほんと違うって、僕はただ挨あい拶さつに行こうとしただけだ。前にちょっと会ったことがあるからさ」


    「「なに！」」


    　その言葉に山崎と宮島が目を光らせて、驚きの声をハモらせる。


    　ヤバイ、口を滑らせたかもしれない。


    「おーい、宮島。俺たちツいてるぜ！」


    「おう、ホントだな。こんなところにあの壁をぶち破る武器がある」


    　がしっと二人が両側から僕の腕を取る。


    「な、なんのつもりだ！」


    「さあ、行こうぜ遠見。知り合いなら話は別だ。遠えん慮りよなく挨拶してこいよ。俺たちもお供するから」


    　そう言って僕を輪に向かって引きずっていく山崎と宮島。


    「別に、後でいいって！」


    　抵抗の言葉も空しく僕は連行されてしまうが、先ほどまできゃあきゃあと騒がしかった人垣が今は静まり返っているのを見て、僕らは顔を見合わせる。


    「おい、どうしたんだ？」


    　山崎が近くの男子に尋ねると、そいつはしーっと口に手を当てて「静かに、今から朝あさノ宮みやさんが占いを見せてくれるんだ」と教えてくれた。


    　つま先を立てて輪になった人の頭の隙間から覗のぞくと、陽名ちゃんが一人の女子と向かい合ってその目をじっと見つめていた。ちょうど僕が初めて彼女に占いをしてもらった時のように。


    「青い靄もやと――黄色い風……悩み事があるですね？　憧れ……夢について迷っている感じがします。どうですか？」


    「すごい――当たってる！」


    　陽ひ名なちゃんの言葉に、占ってもらった女子は目を丸くしていた。


    「本当なの？　じゃあ、次はあたしあたし！」


    「えー、わたしだって！」


    　次から次に依頼が殺到する。陽名ちゃんは苦笑いだ。しかし断ることなく一人ずつ彼女達を占い、そのどれもが的中し歓声が上がる。


    　一通り女子の占いが終わり、息をつく陽名ちゃん。


    「おい、早く声かけろよ」


    　横から山やま崎ざきたちが急かす。しかしこんな目立つ状況で僕が近づいていいものだろうか。お世せ辞じにも僕はあまりいいイメージを持たれていないというのに。


    「あ、啓けい介すけさん」


    　けれど逡しゆん巡じゆんしている間に、陽名ちゃんの方が僕に気づき嬉うれしそうな声を上げる。


    　その場にいたクラスメイト全員が僕を「え？」という顔で振り返った。


    「お、おはよう陽名ちゃん。まさか同じクラスになるなんてな」


    　とてつもない視線の圧力を感じながら言葉を返す。


    「え――朝あさノ宮みやさん、遠とお見みくんと……知り合いなの？」


    　胡う散さん臭くさい目で僕を眺める女子が陽名ちゃんにそう尋ねる。


    「はいです。わたくしがこの街に着いたばかりのときに助けてくれたです。昨日も偶然出会って、お友達になったですよ」


    　その言葉に「へー……」という声が周囲から漏れる。それまで刺とげ々とげしかった視線がわずかに和やわらいだ気がした。


    「おいおい遠見、そういうことだったのか！　見直したぜ」


    　山崎が背中を叩く。そして僕を押しのけるように体を乗り出すと「あ、俺は山崎勉つとむっていうんだ。遠見の親友！　親友の友達はダチってことでよろしくな」と告げる。


    「お、俺も遠見の親友、宮島みやじま通とおる！　ひ、ひ、陽名ちゃんって呼んでもいいかな？」


    　宮島も負けじとばかりに体を割り込ませて猛アピールを試みる。


    「く、苦しい……」


    　二人に圧迫されて呼吸困難に陥おちいる僕。そんな光景を見て陽名ちゃんは笑った。


    「ふふ、楽しい方達ですね。こちらこそよろしくです。どうぞ好きに呼んでくださいです」


    「よっしゃあっー！」


    　その言葉を聞いて狂喜する馬鹿二人。それを皮切りに大人しくしていた他の男子も出遅れるものかと口々に話しかけ始める。


    



    「おほんっ！　もう授業は――始まっとるんだがね」


    



    　だがよく通る咳せき払ばらいと低く響いた声に、騒ぎは一瞬にして静まりかえった。皆がぎこちなく首を動かして教きよう壇だんを見ると、既にそこには次の授業の先生が。


    「やべっ、古文の国くに田だ原わらだ！」


    　どうやら気づかないうちにチャイムが鳴っていたらしい。僕らは蜘く蛛もの子を散らすように自分の席へと逃げ帰ったのだった。


    



    



    　それからの休み時間は毎回同じような騒ぎで、教室は活気づいていた。よく考えれば冬ふゆ上がみがいなくなってから、これほどクラスメイトが盛り上がったことはなかったように思う。


    　中心を失いばらばらになっていたものが、ようやく纏まとまるきっかけを得たのだろう。


    「遠とお見み、もう行かないのか？」


    　放課後も減る様子を見せない陽ひ名なちゃんのギャラリーを、帰る支し度たくをしながら眺めていると、山やま崎ざきが近寄ってきてそう尋ねる。


    「ああ、とりあえず挨あい拶さつはしたからもういいよ。お前らもいい加減自じ重ちようしろ」


    　こいつらは陽名ちゃんと先駆けて仲良くなった利を生かして、毎時間あの人垣の中に食い込んでいた。さすがに見ていて浅ましい。


    「チャンスは最大限に有効活用するべきものなんだぜ。まあ、今日はもう例の通り魔の件でお開きだ。さっさと帰らねぇと怒られちまう」


    「そういえばそうだったな」


    　朝の連絡事項を思い出す。今日は生徒を早く帰らせるために授業も五分ずつ短縮されていた。


    「というわけだ。じゃあ行くぞ遠見」


    　宮島みやじまもやってきて僕の腕を掴つかむとずりずりと引きずられるように教室を出る。


    「お、おい、何をそんなに急いでるんだよ」


    「ん、決まってんじゃねぇか。短縮授業でこんなに早く帰れるんだ。その上、お前は友とも月づきさんが休みでフリー。ならやることは決まってねぇか？　昨日は俺らが都合悪かったが今日は果てしなく暇ひまだしよ」


    「もしかして――遊びに？　って何のための強制帰宅か分かってるのか？」


    「なーに真ま面じ目めなこと言ってんだ。律りち儀ぎにそんなこと守るやついねぇよ。学校さえ出ちまえばあとは自由だフリーダムだ。時間も有効活用するもんなんだぜ」


    　山崎は胸を張ってそう宣言する。僕はもう抵抗することを諦めて大きく溜ため息いきを吐ついた。


    



    



    　このところ駅前には毎日足を運んでいるなと思いながら、二人の後に続いて街を歩く。


    　山やま崎ざきによるとまずはゲーセンに行くらしい。というか目的地は昨日のショッピングモールだ。あの建物だけで、だいたい僕らの嗜し好こうは満たされる。


    「ん、あそこテレビカメラ来てるぞ」


    「お、ホントだ。やっぱあの事件関連か？」


    　二人が交わす言葉に釣つられて、視線を辿たどる。すると通りの向こうでやけに大掛かりなテレビクルーの一行が取材をしている。


    「ちょっと見ろよ、あれ全国区の局じゃねえか。そんな大たい層そうな事件なのかよ」


    　山崎が僕を振り返って言う。


    「さあ……？　新聞かテレビでも見ないとな。この時間だったらワイドショーとかで取り上げられてるんじゃないか？　ま、僕は見れやしないけど」


    「遠とお見みの部屋にはテレビないしなぁ」


    　宮島みやじまもこちらを振り向き笑う。そう、僕の部屋にはテレビがない。パソコンは月に一度の特別授業で使用する上、インターネット環境がないと不便な事柄も多いため入学時に必要物資として買ってもらった。だが叔お父じ夫婦から金銭的な援助をしてもらってる身の上としては、絶対必須なもの以外を欲しがるわけにはいかない。ちなみに携帯電話も持っていない。まあこれは学校の規則で禁じられているので普通ではあるのだが。


    「あ、カメラがこっち向いたぞ。俺たち映ってるんじゃないか？」


    　宮島が向かいの通りにぶんぶん手を振っている。


    「やめろよ、恥ずかしい。映ってたとしても豆まめ粒つぶさ」


    　僕は肩を竦すくめて告げる。そんなやり取りをしながら道を歩いていると、行く手からテレビ番組の音らしきものが流れてきた。


    「そういやこの先の電気店、ディスプレイにプラズマテレビ置いてあったよな」


    　山崎の呟きに僕もそういえばと頷く。いつもは気にも留めずに通り過ぎるので印象が薄いが、確か無駄なまでに大きいテレビを展示していた。


    「お、ちょうどチャンネルがワイドショーになってるぜ。ん……？　これって今そこで撮ってるやつじゃねぇか？」


    　ディスプレイ前で立ち止まってテレビを見ると、『吸血鬼？　たった一日でミイラ化した男！』というおどろおどろしいテロップが掲げられた画面内で、リポーターが通行人に事件についてインタビューしていた。


    　そこには僕らの周りにある建物が映っていて、どうやら山崎の言葉は正しいようだ。


    「吸血鬼にミイラ？　なんだ通り魔じゃねぇのか？」


    　宮島のその疑問に答えるかのごとく、画面は街からスタジオに切り替わり、キャスターが事件のあらましを説明し始める。


    『事件は昨日の夜八時過ぎに飲食店従業員が店の裏手の路地でミイラ化した男性の遺体を発見したことから始まります。ここまではただの死体遺い棄き事件だと思われていたのですが、遺体のポケットに入っていた免めん許きよ証しようから身元が特定されると、なんと男性は少なくても一日前までは生きていたことが判明したのです。検死結果からは詳しい死亡推定時刻は割り出せなかったようですが、複数の目撃証言、そして勤務先の記録などから裏づけは取れています』


    　ミイラ……どうやらこれは僕が昨日見た事件に間違いないようだった。


    『さらに驚くべきことに、遺体の周囲からは広範囲に渡って血液反応が検出され、男性はその場で殺害された線が濃厚となったのです！　これはいったいどういうことなのでしょうか？　通り魔的な猟奇殺人という説が上がっていますが、何よりこのような殺害方法が可能なのでしょうか？』


    　その言葉を受けて専門家らしき人物が『不可能とまでは言いませんが、難しいとは思います』ともっともらしい顔で身のない返答をしていた。


    「へー、思ってたより面白そうな事件じゃん」


    　山やま崎ざきがやけに感心した声で呟く。しかし僕は不ふ謹きん慎しんだぞとつっこむ余よ裕ゆうもなくテレビに見入る。ありえない殺され方――そしてあの夜見たありえないモノ。関係がないとは思えない。


    『それで被害者の詳しい足取りですが――』


    　そこで画面が切り替わり男性の顔写真が現れる。僕はそれを見て息を呑のんだ。


    「こいつは……」


    　見覚えのある顔だった。いや、一度しか会ってはいないから勘かん違ちがいかもしれないが、それは一昨日の夜、陽ひ名なちゃんに絡んでいた酔っ払いの顔によく似ていた。


    『――この人、きっとアレの犠ぎ牲せい者しやね』


    「うおっ！」


    　半透明な少女の顔がすぐ近くにあり僕は驚く。山崎たちは急に叫んで体を反そらした僕をいぶかしげな目で見ている。僕は慌あわててなんでもないと取り繕つくろい、小声でアリッサに話しかける。


    「起きてたのか？」


    「ええ、少し前にね。ケースケ、今日はこの子達と遊ぶみたいだし体探しは休みにしてあげるけど、あんまり変なところに行っちゃダメよ」


    　アリッサは被害者男性の顔には触れず、そんなことを言う。速攻で殴なぐり倒したので顔など覚えていないのか、それとも単に僕の勘違いなのか……だができれば後者であって欲しい。どんな形であれ自分と関った人間が直後に死んだというのは気分が悪い。


    「……分かってる、あんなモノに山崎と宮みや島じまを出会わせたくはないしな」


    　僕は頷き、番組がＣＭに入ったところで二人を促し歩き始める。止まっていた何かが動き出し、緩ゆるやかに日常を押し流していくのを感じながら――。


    



    



    「くっそー……最後に鼻差で負けるなんて……」


    　ショッピングモールのエレベーターの中で山やま崎ざきが悔しそうに呟く。ゲームセンターではそれぞれ好き勝手に遊んでいたのだが、山崎はシミュレーション競馬のコインゲームにのめり込み相当スったようだ。僕らがいい加減次に行こうという言葉を無視し再三勝負を挑みこの結果。山崎はどうやらギャンブル狂の素質があるらしい。将来が不安だ。


    「あーあ、陽ひ名なちゃんだったら占いでスパーンと当ててくれそうだよなぁ」


    　山崎の言葉に僕は苦笑する。


    「いや、さすがにそんなことまで占えないだろ。もしそれができたら億万長者になれるさ」


    「でもよ、学校では百発百中だったじゃねぇか。うーん……そうだな、明日頼んでみるかなぁ」


    「おいおい、そんなくだらないこと頼むな。今日だって陽名ちゃん疲れてたじゃないか」


    「え？　ああ、違う違う。競馬のことじゃねぇよ。俺、ちょっと占って欲しいこと……っていうか気になってることがあるからさ」


    　山崎にしては歯切れが悪く、僕は眉まゆを寄せる。


    「ん、なんだよ気になることって？」


    「いや、さ……まあ占ってもらっても、どうにもならないことかもしれないんだけどよ。冬ふゆ上がみ……どうしてるのかなってさ」


    　頭を掻かきながら照れくさそうに告げる山崎。しかしその言葉にはひどく真剣な響きがあった。


    「――冬上、か……」


    　僕は唐突に出てきたその名前に驚く。そういえば冬上が学校に来なくなった直後、山崎はとても心配していた。最近はあまり口に出すことはなかったが、その表情を見るに決して忘れてなどいなかったに違いない。


    「これだけ長く休んでるんだ、きっと退院にはもうしばらく――かかるよ」


    　昨日の様子では……当分戻ってくることはないだろうと沈ちん鬱うつに答える。だがその言葉を聞いた瞬間、山崎はハッと顔を上げた。チーンと音を鳴らしエレベーターが目的の階に到着する。


    「どうしたんだよ山崎。ほら、降りるぞ」


    　僕と宮島みやじまがそう促しても山崎は動かず、僕の顔を凝視している。そうしているうちに扉が閉まってしまった。そのことに文句を言おうとした僕を制して、山崎は低い声で告げる。


    「おい、遠とお見み。どうしてお前は、冬上が入院しているって確信してんだ？」


    「え……？　そ、そりゃあ先生が――」


    「ああ、確かにそう説明してたさ。だがな、冬上の入院している病院はいくら聞いても教えてくれねぇ。その上あの時期に学校を休んでた連中は軒のき並なみ転校しちまって、冬上も実は転校したんじゃないかって、みんなまことしやかに噂うわさしてる。そんな状況で、なんでお前だけ迷いなく退院にはしばらくかかるかもなんて言えるんだよ？」


    　声を荒げて山崎は僕に詰め寄る。しまった、口を滑らせたかもしれない。


    「ぼ、僕は――」


    「嘘うそは言うなよ、遠とお見み。友達なんだったらな。お前は何か知ってる。そうだな？」


    　山やま崎ざきのあまりに真剣な眼差しに僕はごまかそうとしていた言葉を飲み込む。


    「――――ああ」


    　僕は覚悟を決めて口を開いた。


    「山崎の言う通り僕は知ってる。つい最近、知ったんだ。冬ふゆ上がみは……入院していた」


    　少なくても、これほど冬上のことを想っている山崎には隠し通せない。隠し通してはいけないと思って。


    「この前、ある病院に行ったとき、偶然冬上の病室を見つけたんだ。すぐに受付で確認して会おうとしたけど……病状があまり良くないらしくて面会はできなかった。担当の医者には、このこと黙っているように言われたんだ」


    　しかし全て本当のことを言う訳にはいかない。どうしても嘘は混ぜなければならないことに罪悪感を覚えながら説明を加える。宮島みやじまはポカンと口を開けて呆ぼう然ぜんとしていた。


    「本当なのか、遠見？」


    　宮島の問いにはっきりと頷く。山崎はそれを見て大きく溜ため息いきを吐つくと、おもむろに手を僕の額に近づけ――。


    　パシッ！


    「いたっ！」


    　思いっきりデコピンをお見舞いされて、僕は叫ぶ。


    「今ので俺に黙ってたことは許してやる。その代わり、今からその病院に案内しろ」


    　腰に手を当てて山崎は僕に命令を下す。


    「で、でも面会は……」


    「それでもいい！　とにかく――行きたいんだ」


    　今まで見たことのないような真面目な顔で頼む山崎に、頷くこと以外……できるはずはなかった。


    



    



    　ゲームセンターで長く時間を潰つぶしすぎため、病院に着いたころには既に面会時間ギリギリだった。山崎は自動ドアをくぐるなり急いた様子で受付に向かう。


    「冬上雪ゆき絵えさんのお見舞いに来たんですが、面会は可能でしょうか？」


    　受付の看護師はそれを聞いて管理用のパソコンで名前を検索した後、顔をしかめて山崎に向き直った。


    「あの、申し訳ごさいませんが、どこで冬上さんのことをお聞きに？　ご家族の方ですか？」


    「違います。家族ではありません。ただその……噂うわさを聞いて、お見舞いをしたいなと……」


    「それでしたら、すみませんが許可は出せません。ご家族の方以外面めん会かい謝しや絶ぜつになっておりますので」


    「そんなに冬ふゆ上がみは……悪いんですか？」


    「申し訳ありませんが、患者さんに関することもお教えできません。プライバシーですから」


    　やはりこういう展開か。昨日の様子から簡単には面会などできないことは予想がついていた。でもこれでいい。山やま崎ざきにあんな冬上は見せたくない。


    　それから山崎はしばらく粘ねばっていたが、後ろがつかえ始めたので渋々と僕らのところに戻ってきた。


    「くそっ……せめてどんな様子なのかぐらい……」


    　悔しそうに拳を握り締める山崎。


    「なぁ、遠とお見み。病室はどこだ？」


    「――言っとくけど、入れないよ」


    「わかってる……」


    　僕は昨日友とも月づきに案内された道を辿たどる――階段を登り、渡り廊ろう下かを抜け、静かな別棟にたどり着く。


    「ここ――か？　見たところ集中治療室とかじゃなくて普通の病室だな……」


    「ああ。だけどこれ以上はダメだぞ。お前も分かってるだろ？」


    　山崎の腕がゆるゆるとドアノブに伸びるのを見て、僕は制止する。もちろんノブを握ったところで無駄なのだが、鍵かぎが掛かっていることを知られたくはなかった。だが――。


    　ガチャ――。


    　その時、予想もしなかった事態が起こる。ドアノブが音を立てて廻まわったのだ。山崎はまだ手を触れてはいない。ということは当然内側から。


    　キィィィ……と金属が擦こすれあう音がわずかに響く。扉が――開かれる。


    「わぁ、話し声が聞こえると思ったらやっぱり！」


    　そこには、冬上雪ゆき絵え。この部屋にいて当たり前の人物。だが病室から出る自由を奪われているはずの少女。彼女は病院着を来た姿で、満面の笑みを浮かべた、溌剌とした表情かおで明るい声を発した。


    「遠見くんに、山崎くん、それに宮島みやじまくんまで！　お見舞いに来てくれたの？」


    「あ、ああ」


    　僕は呆あつ気けにとられたまま反射的に答える。


    「ホント？　嬉うれしいっ！　じゃあさ、ほら遠えん慮りよなく入って入って！」


    　冬上は感激した様子で僕らを病室に招く。だが僕は動けない。


    　なんだ……？　なんだこの冬上雪絵は？


    「どうしたの？　遠見くんも早くおいでよ！」


    　冬ふゆ上がみが微動だにしない僕の腕を掴つかみ引っ張る。その手はやけに力強く、わずかに痛みを覚えた。


    



    



    「いやー、思ってたより元気そうで安心したよ。なんせ冬上さん、面めん会かい謝しや絶ぜつとか言うんだからさ。てっきり重い病気かと思っちゃったぜ」


    　山やま崎ざきが笑っている。本当に嬉うれしそうに。


    「ふふ、ちょっと風か邪ぜをこじらせちゃっただけなのよ。少し長引いちゃったけど、もうほとんど治ってるわ。退院もそんなに遠くないはずよ」


    「だよな、これだけ健康そうな病人はいないしな！」


    　冬上の言葉に宮島みやじまが同意する。


    　三人はまるでここが教室であるかのように自然に会話をする。だがおかしい。こんな筈はずはないのだ。そもそも何な故ぜ鍵かぎが開いていた？　誰かが閉め忘れたのか？


    「きっとクラスの奴らに話したら喜ぶぜ」


    「あ、待って山崎くん。みんなに話すのは退院の日取りが決まってからにしてくれない？　もしお見舞いに来てくれても会えなかったら悪いから」


    「そ、そうか？　うーんでも俺、黙ってられるかな？」


    「お願い、山崎くん」


    　自信がなさそうな山崎に、冬上が極ごく上じようの笑顔で頼み込む。


    「お、おう！　わかった」


    　あっさり篭ろう絡らくされて山崎は頷いた。これはまるで一か月前の風景だ。僕は今、夢の中にいるのだろうか。


    　一人蚊か帳やの外でやり取りを眺めている僕に、冬上はふと目を合わせにっこりと微ほほ笑えむ。僕にはそれが……ひどく不気味に思えた。


    



    



    「それじゃあ、ありがとうね。わざわざ来てくれて。本当に嬉しかったわ」


    「おう、また来るからな！」


    「ふふ、その時はこっそりね。やっぱり勝手に会っちゃダメみたいだから」


    　あまり長居すると看護師に見つかるということで、僕らは十分ほど話した後、病室を後にすることとなった。名な残ごり惜しそうに何度も手を振る山崎と宮島に続いて僕も部屋を出ようとする。


    「ねぇ、待って遠とお見みくん」


    　しかし背後から呼び止める小さな声に、僕は立ち止まった。二人は気づかなかったようで先に外に出てしまい、僕は病室に冬上と二人きりで向かい合う。


    「なんだ――冬ふゆ上がみ？」


    　未だに冬上が豹ひょう変へんした理由が分からない僕は、警戒しながら尋ね返す。


    「昨日はごめんね、せっかくお見舞いに来てくれたのに全然話せなくて」


    「……覚えて、るのか？」


    「どうして？　当たり前じゃない。だからまた一緒に来てくれないかな？　できれば明日。友月さんと二人で。今度はちゃんと――おもてなしをするから、ね」


    　笑顔で冬上はそう告げる。怯おびえることも、震えることもなく友とも月づきの名前を口に出す。


    「おい、遠とお見み。早く来いよ！」


    　僕がついてきていないことに気づいた山やま崎ざきが扉を開ける。僕は「ああ」と頷き、冬上に背を向ける。ひどい違和感と不安から逃れるように。


    「きちんと……伝えてね」


    　扉が閉まる寸前、追いかけてきた言葉。それはわずかに笑みを含んだ、ひどく楽しそうな口調だった。


    



    



    　寮へ帰り着く頃にちょうど日は沈み、上機嫌の山崎と宮島みやじまを見送った僕は、そのまま自室ではなく一階の管理人室に向かう。


    「ユキエだっけ？　あの子、聞いてたより全然元気そうだったわね」


    　それまで姿を消していたアリッサが隣にスゥーと幻まぼろしのように現れてそう呟いた。


    「違う。昨日とは全然違ったんだ。おかしいんだよ。とても話なんかまともにできる状態じゃなかったはずなのに……」


    　僕はそう答え、管理人室の傍にある公衆電話の前で立ち止まると、生徒手帳を取り出し目的の電話番号を探す。


    「どうするの？」


    「友月に、電話する」


    　校則で禁止されているとは言え、携帯を隠し持っている生徒は多い。そして友月は意外なことにそのうちの一人だった。なんでも《家》のことで私用の電話が多いため購入したらしい。前に番号は教えてもらっていたが、こちらは携帯を持っておらず学校で毎日会えるため一度も掛けたことはなかった。


    　十円玉を三枚ほど投入口に入れて、番号を押す。


    　プルルルルル、プルルルルル、と数回呼び出し音が鳴った後、『もしもし？』とノイズ混じりの声が聞こえた。


    「あ、その……遠見、です」


    　電話のためか妙にかしこまって名前を告げると、かすかに驚いた気配が伝わってきた。


    『啓けい介すけ、くん？　どうしたの？』


    「いや、ちょっとな、話したいことがあって。あーそうだその前に、体の具合はどうだ？　まだ熱はあるのか？」


    『ううん、大丈夫。熱は一晩寝たら引いた。ただちょっと気分が、悪いの。変な夢も……見たし……』


    「夢？」


    『あ、なんでも――ない。それで啓介くん、用って？』


    　気分が悪いというのは心配だったが、僕はとりあえず促されるまま用件を切り出した。


    「実はさっき、冬ふゆ上がみと会って来たんだ。山やま崎ざきたちと一緒に」


    『え――？』


    　友とも月づきの声が固くなるのが分かった。体調が悪いときに追い討ちをかけることかもしれなかったが、僕は今日あった出来事を説明する。


    「――っていう訳なんだ。まるで別人――いや、元通りになってるみたいだった」


    『変、よ。冬上さんが回復したなんて……そんな報告、受けてない。それにあの病室は往診の時以外、誰も入れないはずなのに……』


    　考え込むように沈黙した友月へ冬上から託たくされた言葉を伝える。


    「それで帰り際、冬上はこう言ったんだ。明日、友月と一緒に来てくれって」


    『――』


    　受話器の向こうで息を呑のむ気配がした。


    「……どう、する？」


    　躊躇ためらいながらも僕は尋ねる。


    『行く、わ』


    　友月は意外なほどはっきりとした口調で即答した。


    「大丈夫なのか？」


    『ええ、逃げることだけは、したくないから。明日、学校が終わったら一緒に……行こ』


    　僕は「分かった。じゃあ、また明日」と答え、受話器を戻した。まだいまいち状況が飲み込めていない様子のアリッサが「どうなってるのよ？」と訊ねてくる。


    「――わからない」


    　僕に言えるのはその一言だけだった。


    



    
      ＊

    


    



    　視界はただ黒一色。私は夜の中にいた。また闇の底に立っていた。


    　びじゃっ　びじゃっ


    　音だけが聞こえる。私は移動している。何かを求めて影の中を進む。そしてある暗闇でそれを見つけた。歓喜に細胞がざわめく。それを求める衝動が、渇かつ望ぼうが、意識を掻かき毟むしる。


    　気づかれぬよう私は流れながら近づいていく。静かに、静かに獲物を取り囲む。


    　びちゃっ！


    　何も知らない獲物が私の中に足を浸した。そして私は押さえつけていた飢うえを解き放ち、獲物からそれを奪い尽くそうと襲い掛かる。


    　意識が食欲に塗まみれ、歪ゆがみ、やがて……途切れた。


    



    



    
      ＊

    


    



    　　　　　　　２


    



    　ザァァァァァァ


    　校舎の中に入り、少し遠とお退のいた雨音を聞きながら階段を昇る。早朝から振り出した雨は次第に強さを増していた。ざわめきがかき消されているのか、たどり着いた教室はやけに静かだ。皆、沈黙しているわけではない。教室のあちこちに固まって雑談している。だがまるで全員がひそひそと内緒話をしているかのように、声は響かない。


    　僕は昨日欠けていた席が埋まっているのを見て、まっすぐそちらに向かう。


    「友とも月づき、おはよ」


    「あ、啓けい介すけくん……」


    　顔を上げた友月は弱弱しい声で「おはよう」と応じる。


    「やっぱまだ調子悪いのか？　顔色も悪いぞ」


    「ううん、熱もないし……大丈夫。ちょっと夢見が悪くて、気分が優れないだけ」


    「昨日も言ってたよな、変な夢を見たって。そんなにひどい夢だったのか？」


    　僕も悪夢にはさんざん悩まされてきた経験があるため、心配になり問いかけると「ちょっとね。でも、心配いらないから」と友月は首を振った。


    　――しかし、後ろから響いた声がそれに異を唱える。


    



    「……夢を軽く見てはいけないです。自分が知らない自分を知るための、数少ない手がかりなのですから」


    



    「あ――陽ひ名なちゃん？」


    　振り向いた僕はその人物の名前を呼ぶ。今登校してきたばかりらしく、鞄かばんを持ったままだ。


    「あなたは……」


    　友とも月づきは驚いた様子で自分と同じ制服を着た陽名ちゃんを眺める。


    「あ、実は――」


    　僕は友月に説明しようと口を開くが、それを制して陽名ちゃんは自分で説明する。


    「わたくし、昨日このクラスに転入したのです。お休みだったのでご挨あい拶さつがまだだったですね。朝あさノの宮みや陽名です、改めてよろしくです。それと……先日はもう少し言葉を選ぶべきでした。ごめんなさい」


    「あ、その……いえ、あの占いは、間違ってなかったから、謝らなくて……いいよ」


    「そうですか？　ありがとうです」


    　陽名ちゃんはそう言って嬉うれしそうに笑うと、友月が疑問に思っているであろう年齢や飛び級のことを補足した。


    「じゃあ賢いんだ。それにすごい。見ただけで、占えるなんて。まるで――魔法みたい」


    　友月は少し自嘲気味に呟く。かつて自分が使った魔法を思い出しているのだろう。


    「あ、いえいえっ、魔法なんかじゃないです。わたくしの占いはただの技術ですよ。人や物事の雰ふん囲い気きを視覚的なイメージとして捉える練習をしただけです。だから結局曖あい昧まいなことしか分かりません。当たらずも遠からずというモノですよ。魔法というのはもっと――優れたものを言うと思うです」


    「それでも僕には絶対真ま似ねできそうにないな。練習ね……どれくらいやれば陽名ちゃんぐらいになるんだ？」


    「わたくしにはお師匠様がいて、その人に基本を教わってずっとですから……もう十年近くかもですね」


    　ということは四、五歳のころから始めたってことか。僕はさすがに驚く。


    「……何となく占いって胡う散さん臭くさい気がしてたけど、立派なもんなんだな」


    　その言葉に陽名ちゃんは苦笑する。


    「いいえ。占いは、その人が気づいていないことを気づかせてあげるきっかけにすぎないです。夢も同じですよ。夢は自分自身への占いです。きちんと向き合えば何かが分かるかもしれないですよ？」


    　友とも月づきにそう告げて、彼女は自分の席に歩いて行った。席に座った途端、昨日のように人垣ができるのを見て僕は笑う。


    「大人気だな、陽ひ名なちゃん。ん、どうした友月？」


    　何な故ぜか表情を曇らせていた友月に僕は尋ねる。


    「……夢には何か意味があると、啓けい介すけくんも思う？」


    「んー……どうだろうな」


    　陽名ちゃんはああ言ったが、夢なんて支し離り滅めつ裂れつなことも多い。


    「意味があるときもあれば、ないときもあるさ。例えば理解不能な夢だったら考えるだけ無駄だな」


    「そう、よね。夢なんて――」


    　だがそう呟いた表情はやけに思いつめたものに見えた。さすがに気になりどんな夢だったのか聞き出そうとしたが、何故か彼女は頑かたくなに話そうとはしなかった。


    



    



    　キーンコーンカーンコーンとホームルームの開始を告げるチャイムが鳴り、僕は自分の席に戻る。だが椅い子すに座ったところでガラッと扉が開かれる音がして、遅刻ギリギリで教室に入ってきたやつらがいた。例のごとくあの二人だ。


    「よお、遠とお見み。今日はちょっと危なかったぜ」


    「おはよー遠見」


    「……いいからさっさと席につけよ。もう先生が来るぞ」


    　僕の席までやってきて挨あい拶さつする山やま崎ざきたちを急かす。


    「いや、たぶん大丈夫さ。今日のホームルームは遅れると思うぜ」


    「は、何でだよ？」


    　やけに自信ありげに言う山崎へ僕は問う。


    「なんだ遠見、お前まだ知らないのか？　テレビがないにしても情報が遅すぎだぞ。どうも……二件目が起こったらしい」


    「二件目？　それって……まさか、例の？」


    「ああ、今け朝さ起きてテレビつけたらその話題で持ちきりだったぜ。どうも昨日の深夜ごろ見つかったって話だ。ほんの数時間前まで元気だった人間がミイラになってな。それも今回の被害者は学生だとよ。もしかしたらこの学園の生徒かもしれねぇぜ――」


    「そんな……本当に……」


    　信じられずに呻うめくが、ふと気づく。僕らの会話は周囲に聞こえているはずなのに、特にざわめくなどの反応がない。どうも……とっくにこの話は広まっていたようだ。皆がひそひそと囁ささやき交わしているように見えたのは、このことだったのだろう。


    『ガッ……ガガッ』


    　すると突然教室のスピーカーからノイズが漏もれて、校内放送が始まった。


    『本日一時限目は予定を変更し全校集会をいたします。皆さん、クラスごとに列を作り第一体育館へ移動してください。繰り返します――』


    「ほれ、遅れるどころが一時間目が潰つぶれちまった。予習してなかったからちょうどいいや」


    　山やま崎ざきは人事のように笑う。しかし犯人かもしれないモノを見ている僕はそんな気分にはなれない。アレが何かは分からない。だが、もしかしたら僕の右手が引き寄せたモノかもしれないという考えがよぎる。


    　そう、アリッサやジンと出会ったことが、偶然ではなく必然だったように――。


    



    



    　中等部高等部併あわせての人数はおよそ八百人弱。全校集会と言っても普段は別々に行われるのだが、今回は合同のため一番広い高等部側の体育館に生徒全員が集まっていた。


    　がやがやと溢あふれかえる声とザァザァと体育館の天井で弾ける雨音が合わさり、ひどく喧やかましい。


    　くいくい。


    　ふと後ろから制服を引っ張られるのを感じて僕は振り向く。


    「ねえ、啓けい介すけくん。何かあったのかな？」


    　そこには不安そうな顔をした友とも月づきがいる。名めい簿ぼ順じゅんで並んだ場合、僕と友月は頭文字が同じなので隣同士だ。


    「あ、そうか。友月は昨日休んでて知らないんだな」


    　そこで僕は通り魔的な猟りよう奇き殺人と思われる事件が発生したこと、昨日ワイドショーで得た情報、さらに先ほど山崎から聞いた二件目のことを説明する。ただアレのことは黙っておいた。余計な不安を与えたくはない。


    「――そんな、ことが……まるで……」


    　目を見開き、擦かすれる声で友月は呟く。


    「え？　なんだ友月？」


    「あ……なんでも、ないの」


    　驚いた……というには少しオーバーな反応を見せた友月に違和感を覚える。


    『――それでは全校集会を始めます。皆さん静かにしてください』


    　だが講堂に大きく響いたマイクの声に僕は慌あわてて前に向き直り、会話は途切れてしまった。


    『えー……もう知っておられる方も多いでしょうが――』


    　私語が収まったところでマイクを受け取った校長は長い前置きの後話し始める。


    『昨日担任の先生方にお伝えいただき、皆さんに注意を呼びかけていた事件が再び起こってしまいました。被害に遭あわれたのはこの学園とも交流の深い県立見み雨さめ高校の男子生徒です』


    　同じ学園の生徒でなかったことに、不ふ謹きん慎しんながら少し胸を撫なで下ろす。周囲からも安あん堵どの溜ため息いきが聞こえた。


    「男子……生徒……」


    　しかし背後からかすかに慄おののいたような呟きが響く。


    　友とも月づき？


    　振り向きたかったが今は先生が睨にらみを利かしているためできない。


    『――なので、くれぐれも寄り道などは――』


    　事情説明が終わり、ひたすら注意を繰り返す校長の話を聞き流していると、また制服の後ろを引っ張られる感覚があった。ちょっ……今は後ろ向けないんだって。


    　ぐいっ。


    　どうすればいいかと迷っていると今度はさらに強く引っ張られる。


    　なんだ？　こんなに体重をかけて……まるで縋すがり付くような――。


    　そこで僕は背中越しに聞こえる呼吸音がやけに荒いことに気づいた。


    「お、おい友月!?」


    　先生の目を気にしている場合ではないと判断して体を後ろに向けると、背中から手を離した友月がこちらに倒れこんできた。腰を落としてなんとか受け止める。


    「はぁ……はぁ……」


    　一昨日と同じだ。荒い息を繰り返す友月を抱えながら、駆け寄ってきた先生に「保健室に連れていきます」と告げる。保健委員はいるが、恐らく友月に関わるのは嫌がるだろうから任せておけない。


    「あ、ああ、頼む」


    「はい」


    　友月に肩を貸して外に向かう。途中山やま崎ざきと宮島みやじまにすれ違い大丈夫かと声を掛けられるが、友月に返事をする余よ裕ゆうはない。


    「たぶん病み上がりにずっと立ちっぱなしだったからクラっと来たんだよ。大丈夫、心配いらない」


    　友月に代わりそう答えるが、内心はひどく揺れ動いていた。


    　何かおかしい……友月も、この街も。


    　冬ふゆ上がみに会った、あの日から。


    



    



    「ごめんね、また迷惑かけて」


    　ベッドに横たわり僕を申し訳なさそうに見上げる友月。


    「いや、あの後はきっと注意注意の無む間げん地じ獄ごくだろうから抜け出せて感謝してるよ。だから気にしないで休め」


    「うん……」


    　友とも月づきはシーツを口元まで引き上げて目を閉じた。保健室には僕ら以外誰もいない。先ほどまでいた美人の校医さんは用事があるからと席を外していた。校舎も空っぽな今、雑音はなく雨音だけが遠く響く。


    「ねぇ、啓けい介すけくん……少し話そ。このままじゃ寝てしまいそう……」


    「眠いなら寝ればいいじゃないか。その方がきっと良くなるぞ」


    「そうかもしれないけど、寝るのは……怖いの」


    「怖い？」


    　僕が聞き返すと友月はまぶたをうっすらと開いて言葉をこぼす。


    「夢、が」


    「――それって昨日見た夢のことか？」


    　こくんと頷く友月。


    「昨日だけじゃない。一昨日おとといも見た」


    「なあ、それってどんな夢なんだ？　そろそろ聞かせてくれよ」


    　口調を強めて友月を促すと躊躇ためらいがちに彼女は口を開いた。


    「……私が、私じゃなくなってる夢、なの。私が何か違うモノになって――人を殺すの」


    「殺す？」


    「うん。一昨日は少し違ったけど、昨日のはそういう夢。暗い道で、不良っぽい男の子を後ろから襲った。制服を着てて、たぶん私たちと同い年ぐらいだと思う。すごく、すごくリアルで……事件の話を聞いてそれを思い出して、気分が悪くなったの」


    　友月は思い出したくない、というように頭を振る。


    「そっかタイミングが悪かったんだな。偶然そんな夢を見るなんて」


    「――本当に、偶然だと思う？」


    「え？」


    「私が昔みたいに魔法――ううん、魔術で何かをしているのかも……」


    「でも友月はあの事件が終わった後、もう魔術が使えなくなったって言ったじゃないか？」


    　そう、ジンを倒したことで友月の《道パス》は途切れたはずだ。アリッサもちゃんと確認している。


    「うん、あの後、それまですぐ近くに感じてた私の神さま――《嘆きの魔王》とはいくら意識を澄ませても、黒い霧きり……みたいなイメージに阻はばまれて、繋つながれなくなった」


    「だったら、友月が何かしてるってのはありえないだろ。その方法がないんだから」


    「だよ、ね……ごめん、変なこと言って。やっぱり少しだけ、寝ることにする」


    「それがいいよ」


    　僕が頷くと友とも月づきは顔をあらぬ方へ向け、シーツの隙すき間まから手を差し出してきた。


    「……手、握ってくれても……いい？」


    　友月はやけに固い声でそう訊ねる。心臓が撥はねて、顔に血が昇るのを感じるが、僕は平静を装って「わかった」と答えた。


    　左手で友月の手を握る。ひんやりとした柔らかな感触。きゅっとわずかに力を込めて握り返してくる指は細くてとても……脆もろそうだった。


    　それから友月が眠り、一時間目の終わりを告げるチャイムが鳴っても僕は手を握り続けていたが、唐突に帰ってきた先生に「わぉ、熱いわねー。でも、あなたはもう授業に戻りなさい」と追い出されてしまった。


    　冷やかされたことで火ほ照てった顔を両手でパンパンと叩いて気を取り直し、教室へと歩き出す。また……昼休みにでも様子を見に来よう。


    　そう考えながらにぎやかさが戻っている校舎を歩き、自分の教室まで来る。しかし何な故ぜかここだけ、まだ誰も帰ってきていないかのように静まり返っている。


    「次、教室移動の授業だったか？」


    　僕はいぶかしく思いながらも扉を開いた。


    「うおっ……」


    　目の前の光景に圧倒されて呻うめく。教室にはほぼ全員のクラスメイトが戻っていた。だが彼らは教室の一箇か所しよに集まり人垣を作っている。中心にあるのは陽ひ名なちゃんの席だ。


    「また占いでもしてるのか？」


    　外縁部で背伸びをしている宮島みやじまに後ろから話しかける。


    「――ん？　ああ、遠とお見みか。そうだよその通り。女子の一人が面白いこと言い出したのさ。例の事件のこと占って欲しいって陽名ちゃんに頼んだんだよ」


    「事件を占うって……どういう意味だ？」


    「そりゃ犯人とか次の被害者が誰かってことだろ、やっぱ」


    「あのなぁ、いくらなんでも無茶だろ。それが当たるなら警察いらないさ」


    「まあそりゃそうなんだが、陽名ちゃんだから妙に期待しちまうんだよな。それにほら、今回はいつもと違うんだよ」


    　宮島はそう言って人垣の中心を指差す。


    「違う？」


    　僕も宮島に習って背伸びをして覗のぞき込む。するとそこにはノートに描かれた地図らしきものを凝視している陽名ちゃんの姿があった。


    「あれ……何やってるんだ？」


    「さぁ？　なんでも事件なんて形のないものは見れないから、グウゾウだとかバイカイが必要なんだとさ。それで簡単な地図を描いて、事件が起きてる街全体を占うんだとよ」


    　占う？　街そのものを？


    　途方もないなと考えながら僕も陽ひ名なちゃんを見守る。するとポツリと彼女が言葉を漏らした。


    「黒い……泥水。全てを欲し、奪おうとする澱よどんだ流れ。赤黒い……飢うえた思い」


    　そして彼女は地図から目を離す。緊張が解けたように、みな嘆たん息そくし口々に話しかけ始めた。


    「ねぇ、どうだったの？　何か分かったんでしょ？」


    「さっきのどういう意味？　早く教えてよ！」


    　陽名ちゃんは「はい、一応見えはしたのですが……」と答えるが、言葉を濁にごしてしまう。


    「なになに？　もったいぶらないでよ」


    　催促の声にしぶしぶといった風で陽名ちゃんは口を開く。


    「……あまりいい結果ではなかったですので、不安にさせるだけかもですが……きっとこの事件はまだまだ続くと思うです」


    　女子がキャーッと怖がっているのか面白がっているのか判別できない悲鳴を上げる。


    「今この街を覆おおっている何かはとても飢えていて、次の犠ぎ牲せい者しやを探しているです。だからたぶん今夜も……」


    　だがやけに真剣な陽名ちゃんの声に、皆つばを飲み込んで黙り込んだ。


    「飢えてるって……まるで食べるために人を襲ってるみたいだよな。しかも血とか体液だけだろ？　本当に吸血鬼が犯人だったりして」


    　男子が重い空気を吹き飛ばそうと冗談交じりに言う。だがそれに陽名ちゃんは頷いた。


    「はいです。吸血鬼かどうかは分からないですが、人ではないかもしれません。街全体からこんなに強くイメージを感じるなんて……普通じゃないです。この澱よどんだ流れを譬たとえるなら――黒い血。もしこんなモノがいるとするなら……それはまるで神さまみたいな……」


    「おいおい、それは脅おどかしすぎだろ。神さまなんて誰も信じてねぇし、いたとしても人殺しなんてするわけねぇって」


    　さすがにその男子生徒は呆あきれ顔で反論する。


    「あはは、そうですね。あくまで譬えですよ、譬え。ですけど……日本で神さまはいいものばかりではないはずですよ？　あと天てん罰ばつなんて言葉もありますし」


    　そう言ってにっこり笑う陽名ちゃん。ようやく張り詰めていた空気が緩ゆるむ。


    「あ、ああ……そういやそうか」


    　頭を掻かいて納得したように頷く男子生徒に「お前、馬鹿だなー」という言葉が掛けられ、笑い声が上がる。そこでちょうど二時間目開始のチャイムが鳴った。


    「だけどよ、もし今夜も事件が起こったらすげぇよなー」


    「ばーか、もう二日連続なんだ。三日続いても驚かねぇよ」


    　そんな会話を交わしながら席に戻り始めるクラスメイト。僕も自分の席に着く。


    　そう、陽名ちゃんは大したことを言ったわけじゃない。二度あることは三度ある。誰もが知ってる諺ことわざを口にしただけ――犯人が人間以外かもしれないと告げたことを除けば。


    　皆、冗談だと判断したようだが僕は見ている。動く大きな血のしずくを。そして彼女は犯人のことを黒い血と譬たとえた。


    　その単語から連想するのは高次存在ヴィナーに移行したときのアイツ――ジンの姿。ありえない可能性ではない。だがもしジンが生きているならば真っ先に僕らを狙うだろう。


    　――まあ考えても袋ふくろ小こう路じに迷い込むだけ、か。それに所しよ詮せん、占いは占い。


    　どちらにせよ、アレは僕らでないと解決できないことだろう。アリッサも放っておく気はないはずだ。ならば真実はいずれ分かる。


    　僕は右手をぐっと握る。今の僕には戦う力なんてないが逃げはしない。僕の大切なものを掴んでいるためには、この日常を守らなければいけないのだから。
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    　サァァァァァァ


    　厚い雲に覆おおわれた空は暗く、放課後になっても雨を降らせ続けていた。多少雨足は弱まったようだが、未だ止む気配はない。斜陽の赤い光も黒い雲に遮さえぎられ、風景は無む彩さい色しよくに近かった。通学路を外れ、街へと向かう橋を渡り、僕と友月は灰色の街を歩く。


    「本当に今日行くのか？　別に明日にしてもいいと思うぞ？」


    　赤い傘かさを差した友月に問いかける。彼女は昼休みに様子を見に行った時、もう良くなったからと五時間目から授業に復帰したが、顔色は優れないままだ。こんな状態で冬ふゆ上がみと会って大丈夫なのだろうか。


    「ううん、今日行く。あの人は今日来るように……言ったんでしょう？　だったら、逃げるみたいなことは、できない」


    「逃げるってなぁ……体調が悪いんだから――」


    「そんなことは、関係ないの」


    　友月は頑がん固こに首を振って、決然とした眼差しで僕を見る。


    「――仕方ないな。倒れたときはまた僕が面倒みてやる」


    　溜ため息いきをつき、苦笑しながらそう答えると、友月はバツの悪そうな笑顔を浮かべ「ありがとう……ごめんね」と言った。


    　すると頭の上から不意に、雨音でなく声が降ってくる。


    「ケースケ、ミユの用事が終わったら、今度はあたしの番よ。被害が広がっているなら、なおさらアレを野放しにはできないわ」


    「また突然出てきて……ああ、分かってるって」


    　傘の上に向けて僕は答える。すると隣の友月はきょとんとした表情になった。


    「アリッサさんが、いるの？」


    「ん？　あ、そっか――今は透明だから僕以外声も聞こえないんだったな。たぶん今起きたんだと思うよ。傘かさの上でふよふよ浮いてるはずさ」


    「そうなんだ……」


    　友とも月づきは傘を少し持ち上げて僕の頭上に目をやるが、やはり何も見えなかったようですぐ元に戻した。


    「今、何の話……したの？」


    　聞こえなかったのが気になるようで、友月はそう尋ねてくる。だがアレのことを話すのはまずい。


    「ミユには関係ないことよ。そう言ってあげなさい」


    　アリッサが尖とがった声で命令してくる。どうやらまだ色々と根に持っているらしい。


    「ま、まぁ大したことない話だよ」


    「本当？　なんか啓けい介すけくん……一瞬怖い顔してたから」


    「き、気のせいだって」


    「そう……なら、いいけど」


    　友月はそれでも疑わしそうに僕の上をちらりと見る。こちらも一昨日おとといのいざこざがまだ尾を引いているようだ。ああ……胃が痛い。


    　ぎすぎすし始めた空気を引きずりながら駅前までやってくる。と、雨音を切り裂いて高いスピーカーの音が鳴り響いた。


    『えー、皆さんはこの街で起こっている怪奇な事件をご存知でしょうか？　もちろん知っているはずです』


    　あまりの音量に顔をしかめてそちらを見る。声の主はしばらく先の街頭に立ちスピーカーを堂々と掲げていた。なんだあれは？


    『とても人の所業とは思えぬ、不可解な連続殺人。警察もいまだ犯人を捕まえられてはいません。ですがそれは当然なのです。この事件を起こしているのは通り魔などではありません。人間ではないのです。そう、もっと大いなる存在。私はその声を聞き、導みちびかれ、この街にやってきました！』


    　男は自信満々によく通る声で演説を始める。年齢は三十代から四十代、顔立ちは濃く体格もがっしりした体育会系の男だ。今日も取材をしていたらしきテレビ局が、いいネタがあるといった風でカメラを向けている。


    「あれ……何かしら？」


    　僕と同じ感想を、呆あつ気けにとられた顔でアリッサが漏もらす。


    「さあ……たぶんこういう時に出てくる変な人たちだろ、きっと。宗教もどきみたいなのを立ち上げて金かね儲もうけしようとする類たぐいじゃないか？」


    　僕は肩をすくめて答える。しかしあの様子を見るに単に危ない人という感じもする。


    「声……？」


    　友とも月づきも僕らと同じく胡う散さん臭くさい顔で演説を眺めていたが、ふと小さく何かを呟き、足取りを緩ゆるめる。


    「友月、あんまじろじろ見てると絡まれるかもしれないぞ。いいから早く行こう」


    「う、うん」


    　僕らは早足で男の前を通り過ぎる。朗ろう々ろうとした演説の声は次第に遠ざかり、雨のノイズに紛れていく。だがどれだけ離れても声は小さく耳につき。なかなか消えることはなかった。


    



    



    　雨天の病院というのはなかなかに陰いん鬱うつなものだ。広い庭には誰の姿もなく、白い病棟は冷たい雨に濡れている。


    「まるで大きな……墓石みたい」


    　自分の病院を眺めて縁起でもない感想を口にする友月。そして迷いなくまっすぐに病院の入り口へ向かう。声をかけると友月の覚悟を揺らしてしまう気がして、僕は黙ってその背中を追いかけた。アリッサもふわふわと後に続く。


    　友月は前回のように受付で鍵かぎを受け取ることはせずに、直接冬ふゆ上がみの病室へ進んでいく。


    「――こっそり会いに来てって、山やま崎ざきくんたちには言ったんでしょ？　だったら私も、そうする」


    　疑問を顔に浮かべた僕に階段を昇りながら告げる友月。


    「でも、鍵は閉めてあるんだろ？」


    「その……はずよ。あれから、確認を取ったし。だけど――」


    　その言葉の続きは分かった。僕も同じ予感を抱いているのだ。今日も鍵は開いているかもしれない、と。


    「鍵は取りに戻ればいいだけだし、とりあえず、ね」


    　友月はそう言って取り繕つくろう。僕も「そうだな」と頷いた。


    　そして、とうとう目的の部屋の前にやってくる。


    「――フゥ」


    　小さく深呼吸をして、友月はコンコンとノックをする。しかし反応はない。


    「また、寝てるんじゃないか？」


    「そうかも……しれない」


    　友月は躊躇ためらいながらドアノブを掴つかむと――廻まわした。


    　カチャ


    　何の抵抗もなしに廻りきる。それが意味するところは……。


    「……開いてる。本当に……」


    　ぽかんとした顔で呟く友とも月づき。予感はあったが、まさか今日も……。二日連続となれば偶然や過失などではないかもしれない。


    「啓けい介すけくん、開ける、よ？」


    　確認するように訊たずねる友月に「あ、ああ」と緊張しながら頷く。


    　扉が開かれ、空気がわずかに動く。隔かく絶ぜつされた世界が繋つながり、大気を共有する。


    　湿った風が――吹き抜けた。


    　部屋の様子が入り口からでも見通せる。扉の前にあった衝つい立たてがズレているのだ。風は開け放たれた格こう子し付きの窓から流れこんでいて、そこからは雨に霞かすむ街と今僕らが歩いてきた病院の敷地が見えた。静かな風景。


    　だが欠けていた。この景色には肝かん心じんなものが欠けていた。


    　ベッドの上に――誰もいない。わずかに乱れた白いシーツの中は空っぽ。


    「冬ふゆ上がみ――どこに……」


    「啓介くん、あれ――」


    　友月が何かを見つけたのか枕を指差す。何か……赤い染みのようなものが付着している。僕はベッドに近づき、顔を寄せる。


    「これ……血だ」


    　シーツに半分ほど隠れている枕をずらすと、かすれた血の線がいくつも残っていた。それもまだ乾いていない。


    「なに……これ……」


    　友月が声を震わせて呟く。


    「――字、じゃないか？　すごく読みにくいけど……ひらがなに見える」


    　僕は滲にじみ輪りん郭かくがあやふやな血の筆跡を読み上げる。


    「お……く……じ……よ……う？　おくじょう……屋上、か」


    「どういう意味？　なんでこんなことを……」


    「たぶん、屋上に来いってことだろうな……この血は――」


    　僕は部屋を見回す。


    「ペンがなかったから……か？　この部屋に凶器になりそうなものは置いてなさそうだし」


    「それは……そうだけど……これ、冬上さんがしたの、かな？」


    「わからない。でも……」


    　ベッドに手を当て、僕は温度を確かめる。


    「まだ暖かい。きっとついさっきまでここにいたんだ。これを誰が書いたにしろ、行かなきゃまずい」


    「そう、ね」


    　僕らはきびすを返し、病室を出て駆け出す。静かな病棟にけたたましい足音が反響する。


    　友とも月づきは僕を先せん導どうし前を走る。廊ろう下かを行き、階段を二階分昇り、屋上の扉にたどり着く。


    「病院の屋上は物干し場としても使ってるから鍵かぎは掛かってないはずよ」


    「そっか、さすが自分の病院だけあって詳しいな」


    「――違う。単に私が昔、ここに長く……入院していただけ。経営権を手にしてからは……ほとんど来てないもの」


    「そうなんだ……」


    　何の病気だったのかと訊たずねようとしたが、友月が屋上の扉に手を掛けたので口をつぐむ。今は冬ふゆ上がみのことが先決だ。後でいくらでも聞けばいい。


    　でも……僕はまだ、思った以上に友月のことを知らないんだな……。


    「んっ」


    　友月が扉を開く。ギギギッと重い軋きしみを上げて、雨の世界が眼前に現れる。


    　濡れて光をにぶく反射するコンクリート。そして天と地を結ぶ数え切れぬ雨糸の中、立つ人影が一つ。


    　長い黒髪を濡らし、水を吸って肌に張り付いた病院着を纏まとい、空を見上げる少女。


    「冬、上……」


    　僕が名前を呼ぶと、彼女はこちらに顔を向ける。


    「よかった、来てくれたのね。遠とお見みくんに――友月さん」


    　にっこりと、青白い顔で微ほほ笑えむ冬上。


    「なに、やってんだよ。風か邪ぜ……引くぞ」


    「ふふ――平気。この雨は気持ちいいもの。あなたたちも感じてみたらどう？」


    　そう言ってまだ屋根の下にいる僕たちを手招きする。すると友月は躊躇ためらう様子もなく　パシャッと濡れた屋上に足を踏み出す。


    「――冬上さん、あなた、どうやって……病室を抜け出したの？」


    「そんなの簡単よ。鍵を開ければいいだけでしょう？」


    「あの部屋は、内側から開ける作りに……なっていない」


    「ふふふ、じゃあどうやったのかしら。不思議ねぇ？」


    　冬上は両手を広げ、楽しそうに笑う。


    「ちゃんと、答えて」


    　語気を強めて返答を促す友月。すると冬上は顔面に満ちていた過か剰じようなまでの微笑みをスッと消した。


    「ねぇ、友月さん。あなた、私を哀れんだ？」


    「え？」


    　冷え冷えとした声音。背筋を凍らせる無感情な響き。


    「私が壊れても、会いに来るどころか心配もしない、私の家庭を哀れんだ？　同情した？　こんな可か哀わい想そうな人だったのかって、見下すことができたかしら？」


    「私は、そんな――」


    「嘘うそ、吐つかなくていいわよ。この病院、あなたのなんでしょ？　私の世話に手を焼く看護師が話しているのを何度か聞いたわ。あなたの命令じゃなかったらどこか別の病院に押し付けるのにって愚ぐ痴ちってたわよ。すごいわ、本当にすごいわ友とも月づきさん。あなたは私の欲しかったものを全部持ってる。家族も地位もお金も……魔法も！　見下すには十分以上のものよ！」


    　壮絶な眼差しで友月を貫つらぬく冬ふゆ上がみ。だがその表情は一瞬で、すぐ冷たい笑顔に切り替わる。


    「羨うらやましいなぁ。どうしようもないほど羨ましい。そして、それ以上に恐ろしいわ。ふふ、何も持たない私は、あなたに怯おびえて逃げるしかない小動物だったわけ」


    　肩を竦すくめ自嘲する冬上。だがその言葉とは裏腹に、今の彼女からは友月への恐れを感じない。


    「――冬上さん、一体何があったんだ？　絶対……変だ」


    　僕も雨の中へ歩を進め、冬上に問いかける。体にはじける雨粒はやはり冷たい。


    「変？　ひどいことを言うのね、遠とお見みくんは。変だったのはこの前までの私で、今はとても普通でしょ？」


    「そんな急に元通りになることが変なんだ。いったいどうして――？」


    「……弱い弱い小動物がね、大きな敵に立ち向かうにはどうすればいいと思う？　答えは簡単。武器を――牙きばを手に入れればいい。どんなに小さくても一ひと刺さしで息の根を止める毒針を持てばいい。そうすれば、たとえ弱くても――戦える、抗えるの」


    　そして冬上は右腕を上げて、友月を指差す。


    「私はそれを手に入れた。だからもう――あなたから逃げる必要はないの」


    「どういう……意味？」


    　一歩後ろに下がり友月が呟く。


    「ふふ、怖い？　それでいいのよ。あなたは私を恐れなくちゃいけないんだから。私があなたを怖いのと同じくらいに」


    　ぽたっ。


    　僕はそこで彼女の指先から赤い血が滴っていることに気づく。


    「その指の傷……それであの文字を？」


    「ええ、そうよ。ついでに書いたの。遠見くんたちが来るのを窓から見て、ここでお出迎えしようと思ってね」


    「ついで？」


    「病室の鍵かぎを開けるついでとこれからのためのついで。ふふ、意味が分からない？　じゃあ……」


    　唇の端を吊つり上げ、冬上が冷たく笑う。


    「ちゃんと――見ていてね？」


    　そして、ぐっと傷ついた指を握り締め、歌うように言葉を紡つむぎ始めた。


    「与えるは絶望。全てを見下す黒き翼、青き瞳。奪い尽くす血ち塗ぬれの鴉からす――」


    　これは、まさか――。


    　それまで頭上から傍ぼう観かんしていたアリッサが、僕の前に降りてきて叫ぶ。


    「ケースケ、気をつけて！　こんな呪文聞いたこともないけど、まるで魔術の《姿の言葉シヤープワーズ》！　それもこの波長は――」


    　すばやく冬ふゆ上がみに対して身構えるアリッサ。だが僕と友とも月づきは事態に頭が追いつかない。


    「凍いてつきし抜け殻がらは、略りやく奪だつの軌き跡せき。赤き糧かてをむさぼり喰らえ！」


    　呪文らしきものを唱える冬上は握っていた手を開く。そこには血溜まり。傷口から溢あふれた血と雨が混ざりあった赤い水。


    「凍れる標本フラストジーニー！」


    　そして最後の一言が力強く告げられた瞬間――。


    　ビギッ、ビギビギビギッ！


    　にぶい音ともに冬上の手のひらにあった血が一瞬で白く凍りつき、膨ぼう張ちようし、形を変える。


    　肌に冷気を感じ、震えが走った。アリッサは透明なまま、冬上の動きを注視している。


    「――ほら、できあがり」


    　冬上は告げる。その手には真っ白い細見の長剣が握られていた。ヒュンッと軽そうにその剣を振るって彼女は笑う。


    「すごいでしょう？　私ね、こんな魔法が使えるようになったのよ。自分の血を好きなように凍らせることができるの。病室の鍵かぎもこうやって作ったのよ。鍵穴に血を流し込んで、ね」


    　それはまさしく魔術だった。現実では有り得ない不条理。


    「なん、で？」


    　友月が呆ぼう然ぜんと呟く。


    「――選ばれたの、私は。さあ、友月さん。これで私たちは対等よ」


    　氷の剣を携え、友月に歩み寄っていく冬上。


    「ひっ！」


    　友月は小さく悲鳴を上げ、詰められた距離を取り戻すため後ろに下がろうとする。


    「……え？　あれ、どうして？」


    　だが友月は驚いたように自分の足元を見つめた。まるで足が動かないとでもいうように。


    「友月！」


    　僕は友月を庇かばうため駆け寄ろうとするが、グンッと足にひどい重さを感じて上半身をよろめかせる。


    「これは！」


    　足が動かないのではない。靴くつが地面に張り付いている。凍って……いる？


    「言ったでしょう？　私は自分の血を好きなように凍らせられるって。あなたたちの足元の濡れた地面には私の血が零こぼれているわ。雨に混じったそれをさっきの呪文で一緒に凍らせただけよ」


    　いたずらが成功して喜ぶ子供のように、無邪気な笑みを見せる冬ふゆ上がみ。


    「来ない……で」


    「あら、どうしてそんなに怯おびえるのかしら。友とも月づきさんも魔法を使えばいいじゃない？　遠えん慮りよしなくていいわよ。私はそれを乗り越えるから」


    　動けない友月に冬上は一歩ずつ近づいていく。


    「やめろっ！　友月はもう――」


    　魔術が使えないんだ。そう叫びかけた言葉を飲み込む。


    　くそっ、それを教えても冬上を調子づかせるだけだ。


    「――ケースケ、靴を脱げば走れそう？」


    　アリッサが張り詰めた声で僕にそんなことを尋ねる。


    「ああ……たぶん。それよりアリッサ、なんでお前動かないんだ？　冬上は魔術を使ったんだぞ！」


    　雨音のおかげで声は響かないだろうと、僕は小声で答えた。


    「ええ、そうね。だからきちんと話を聞かせてもらわなきゃいけないわ。余計な怪け我がをさせないよう、不意打ちで行く。幸い、あの子はあたしに気づいてもいない。あたしの存在は知られないに越したことはないし、姿を見せずに後ろから気絶させる」


    「……作戦はあるのか？」


    「そんな難しいものいらないわ。あたしが透とう過か体たいでいられるのはケースケの近くだけだから、あんたが注意を引きつけながらあの子に近づくの。そうすれば後ろに実体化して一撃よ。単純でしょ？」


    　にっこり笑い同意を求めるアリッサに苦笑する。


    「要するに、囮おとりな。了解――すごく分かりやすい」


    　ぐっと腹に力を込めて覚悟を決めると、動かない靴から無理やり足を引っこ抜く。


    「冬上っ！　友月に手を出すな！」


    　大声を上げて僕は凍いてついたコンクリートの上を駆け出す。凍った雨水はまるで霜しものようにささくれ立っており、一歩ごとに靴下を裂き、足の裏に突き刺さる。その痛みを堪こらえ、冬上へ近づく。


    「遠とお見みくん、邪魔しないでよ」


    　こちらに視線を向け、冬上は先ほどと同じ呪文を唱えだした。その詠えい唱しようは早く、僕が辿たどり着く前に、彼女の呪文は完成する。


    「凍れる標本フラストジーニー！」


    　血を流している指をピッと振るう冬ふゆ上がみ。飛び散った血の雫しずくが、凍いてつき、膨ぼう張ちようし、大きな氷の礫つぶてとなる。それと同時に右足が再び氷に絡めとられる。前にバランスを崩くずしかけるのを左足で堪こらえるが、そちらも氷に飲まれ動きを封じられる。


    「くっ」


    　そこに襲い掛かる氷玉。とっさに直撃コースの一つを右手で受け止めるが、他は容よう赦しやなく体にぶつかり鈍い痛みが走る。


    「今度は無理に動かしたら足の皮が剥はがれちゃうかもしれないわよ？　だけど遠とお見みくん、今――一個消したわね。手品なんて嘘うそ吐ついて……やっぱり魔法だったんじゃない」


    　冬上の言う通り、氷玉を掴つかんだはずの右手にはなにもない。魔狼フエンリルが飲みこんだのだ。


    「だけど、そんな程度のモノなのね。痛い思いをしたくなかったら、じっとしていてちょうだい。用があるのは友とも月づきさんだけなんだから」


    　そして友月に向き直る冬上。確かにもうこれ以上動けそうにはない。だけど――距離は縮まった。僕の手は届かないが、あいつが不意を突くには十分だ。


    「頼んだ――アリッサ」


    「まかせなさい」


    　透明なまま気配なく冬上の後ろに回りこみ、スゥーっと実体を取り戻すアリッサ。音ものなく手刀を首筋に振り下ろす。だが――。


    



    「そこまでだ――アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト」


    



    　僕の後ろから響いた声に、アリッサは動きを止め、こちらを見て顔を蒼白にした。


    「ケースケっ！」


    「啓けい介すけくん！」


    　友月も僕を振り向き、悲鳴を上げる。


    　首筋に冷たい感触。なんだろう、これは。目の端に映るのは雨に濡れた銀色の鋭い輝き。


    　そして背後に感じる、大きい、圧のし掛かるような気配。ガクガクと膝が勝手に震え始める。


    「な……」


    「喋しやべらないほうが……いい。ほんの少し、この刃が首に食い込めば、あなたは人生を……終える」


    　耳元でしゃがれた、老人のような声が囁ささやく。


    「ス、スパロウさま――？　きゃっ、だ、誰あなた！」


    　冬上はこちらを向いて目を丸くし、それから背後のアリッサに気が付いて慌あわてたように距離を取った。


    「くっ……」


    　アリッサは悔しそうに冬ふゆ上がみを見た後、僕の方に――正しくは僕の後ろにいる誰かに視線を突き刺す。


    「――ケースケを放しなさい。さもないと！」


    「……どうする、と？　あなたがどんな魔術を使おうと、私が彼の首を掻かき切る方が早い。そうだろうアリッサ？」


    　かすれた不気味な声の主は嘲あざけるように聞き返す。


    「っ……あんたは誰？　なんであたしの名前を知ってるの？」


    「私はスパロウ――あの子がそう呼んだろう？　アリッサ、あなたのことはとてもよく知っている。《簒さん奪だつ者しや》ヒース＝ストーリングの孫。恐らくこちら側の世界で最も強大な魔術師。ただし現在は陣じん＝海かい道どう＝ロームウェルに体を隠いん匿とくされ、精神体で彼に寄生している……」


    「どうしてそんなことまで！」


    　アリッサは驚きを隠せない様子で叫ぶ。僕も同じ思いだ。何な故ぜならそれは恐らく僕とアリッサ、そしてジンしか知るはずのない情報だから。


    　友とも月づきにはアリッサ側の事情を詳しく話していない。


    「私は《あの方》の全てを引き継ぐ者だから。力も、知識も、何もかもを――」


    「あの方――まさかあいつの協力者？　とっくにあいつは滅びてるのよ。なんで今更」


    「滅びた？　本気で言っているのか？　先ほどあの子が使った魔術の波長――あれが誰のものか分からなかったはずはないだろうに」


    　僕の後ろで気配が揺れる。恐らく笑っているのだろう。僕は話についていけないものの、《あの方》が誰かは察しが付いた。記憶に焼きついた青い瞳。あいつしかいない。


    「……じゃあ本当にさっきの魔術は！」


    「そう、高次存在ヴィナーに至った陣＝海道＝ロームウェルと同調する魔術。私がその呪文の一つを授けた。そうだな？」


    「は、はい」


    　話を振られ、かしこまった態度で答える冬上。


    「しかし、あまり勝手なことはするなと言ったはずだが」


    「すみません……でも私、どうしても……」


    「まあいい、あなたに期待した役割は別のものだったが……予想外の好機を作ってくれた。咎とがめはしない」


    　不穏な会話を交わす冬上たちだが、アリッサはまるでそれが聞こえていないかのように独ひとり言ごとを呟く。


    「あいつは……ジンは消えてないの？　生きて……いるの？　でもだったら――」


    　アリッサが言いたいことは分かる。仮にあの戦いで滅びていなかったとしたら、どうして僕らを襲ってこないのか。


    「――あの方はもういない。けれど存在している……そう説明しても、理解はできまい。さあ、話はもうここまでだ。そろそろ取引を始めよう」


    「何の、取引よ？」


    　険しい口調で問い返すアリッサ。


    「決まっているだろう？　彼の命を救うための、だ。見捨てはしないな？　あなたは自分を犠ぎ牲せいにしてまで、魔狼フエンリルに侵食された彼を助けようとしたのだから」


    　まるで見たことがあるかように、スパロウと名乗る人物は告げる。


    「――どうすればいいってのよ？」


    「条件は一つ。あなたに――自分の体へ戻ってもらうこと。そうすれば彼を解放しよう」


    　予想外の言葉に僕らは絶句する。


    「――正気？　何を考えているのか知らないけど不可能よ！　あんた自分で言ったでしょう？　あたしの体はジンがどこかに隠したって。ずっと探してるけど、まだ見つからない。どうしようもないわ」


    「そうだな、いくら《繋つながり》があるとは言え、普通に探したところで見つかるはずはない。あなたはきっと近くにあるのに何故か遠い、ずっとそんな風にもどかしく感じているはず。この辺りにあるはずなのに……と」


    「なんであんたにそんなことが……」


    「単純なこと。私は《在あり処か》を知っているのだから」


    「……冗談、言わないで」


    「本当だ。その証拠に、今見せてあげよう」


    　僕の背後から腕が伸びる。服も手袋も真っ黒な歪いびつにゆがんだ長い腕。とても――人間のものとは思えない。


    「何する気!?」


    「――大人しくしていろ。そんな大きな声を出したら、驚いて彼を殺してしまうかもしれない」


    　そう言ってアリッサを牽けん制せいしたスパロウは、低く不気味な声音で呪文を唱え始めた。


    「与えるは絶望。全てを見下す黒き翼、青き瞳。奪い尽くす血ち塗まみれの鴉からす――影満ちる大地、黒き坑道。闇やみを繋ぎ口を開け――黒に沈む道ダークロード！」


    　スパロウが翳かざした手の真下、僕のすぐ前の地面に丸い真っ暗な穴が開き、そこに満ちた闇が盛り上がる。


    　なんだ――出てくる？


    　ドパッと影を突き破り何かが穴から飛び出す。それはガツンと激しい音を立てて地面に落ちた後、ゴロゴロ転がり屋上の柵さくにぶつかって止まった。


    「あれ……は」


    　アリッサが驚きよう愕がくの面持ちで呟く。


    　無造作に横たわる、大きく美しい水晶の柱。長さは２メートル以上。太さも僕が両腕を廻まわしても足りないぐらいありそうだ。そして透明なクリスタルの内側には――目を閉じて眠る少女の裸身。場違いだとは理解しながらも、一糸纏まとわぬ姿に目を奪うばわれる。


    「どうだ？　それは紛れもなくあなただろう？」


    「あたしの――体」


    　スパロウの言う通り、僕が見とれている眠り姫はアリッサの顔をしていた。


    「感謝することだ。これは広大な街の底に隠されていたのだから。あなたでも見つけ出すには相当な時間が必要だったろう」


    「地面の下……どおりで気配が拡散していたわけね。大方、下水道のどこかにあったんでしょう？　だけど……舐なめないで。その可能性を見落としていたわけじゃないわ。単に後回しにしていただけ」


    　苦々しくアリッサは言葉を漏らす。


    「……後回し、か。気づいていたのならもっと早くに探しそうなものだが。それとも――怪しいと思ったからこそ最後にするつもりだったのか。今の生活がそれほど楽しいのかな？」


    「っ……知ったような口を叩かないで！　あたしはただ……」


    「ふふ、すまない。図星だったか。だとしたら尚の事、彼は大切なはず。救いたければ、元の体に戻っていただこう。ただし――あなたが施したその封印魔術を解かずに、だ」
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    「――そういうこと……水晶封印の中に自分から飛び込めってわけ？　内側に入ってしまったら自力で解かい呪じゆする方法もないってのに」


    　目を細め、アリッサが固い声で呟く。


    「さあ、返事を聞こうか」


    　首筋に当てられた刃が肌に食い込む。本気を感じとったのか、アリッサは表情を歪ゆがめ荒々しく叫んだ。


    「わかったわよ！　あんたの言う通りにする！　だからケースケと……ミユは助けなさい！」


    「アリッサ、さん……」


    　友とも月づきが歯を噛かみ締めて言葉を絞しぼり出す。


    　おい……待てよ。なんなんだこの展開は。どうしてこんなことになってる？　アリッサはこのままじゃ……。


    「分かった、約束しよう。それでは早く対価の支払いを。もしもおかしな真ま似ねをしたら――わかっているな？」


    「っ……」


    　転がった水晶柱に近づいていくアリッサ。


    「――待て、アリッサ！　そんなことをしたらっ！」


    　我慢しきれなくなった僕は刃を無視して叫ぶ。首筋にチクリと痛みが走った。だがアリッサは歩みを止めない。そして自分の体の前で立ち止まると、ようやく顔だけで振り返る。


    「ケースケ、これ、貸し一つだからね？」


    　笑みを浮かべて彼女は告げる。


    「待ってくれ！　こんな……こんな突然、こんな形で終わりなんて僕は！」


    　しかしアリッサは左手を「さよなら」とでも言うように掲げ、小さく告げる。


    「――忘れないでケースケ。私たちは繋がっているんだから」


    　そしてアリッサは顔を背け、水晶の中の自分に手を伸ばした。ぼうっと体の輪りん郭かくが滲にじむ。


    「アリッサっ！」


    　僕の呼び声も空しく、水晶に溶けるようにアリッサは沈み――あまりに呆あつ気けなく……消えた。


    「あ……」


    　全身から力が抜ける。決定的な間違いを犯してしまったかのような後悔が襲う。膝から崩れ落ちた僕をスパロウは解放し、哀れむように告げる。


    「助かったな……彼女に感謝することだ。それでは――もう行こう」


    　冬ふゆ上がみの方を向くスパロウ。


    「そ、そんなっ、まだ私はっ！」


    　だが友月とスパロウを交互に見て冬上は逡しゆん巡じゆんする。


    「用は済んだ。今は約束通り彼らには手を出さず、選択の機会を与える。特に――そこの彼女にはよく考えて、選んでもらわなければ」


    「え……？」


    　動けないまま呆ぼう然ぜんと事態を見ていた友とも月づきは戸惑った声を上げる。


    「私が何を言ったところでこの子――冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えはあなたを諦あきらめない。だから次までに決めておくことだ。逃げるか、諦めるか、それとも……自分の衝動に従うか」


    「衝動？　何のことを……」


    「誤ご魔ま化かす必要はない。私は今のあなたを誰よりもよく理解している。あなたが受け入れることを私は望む」


    　この会話は冬上にも理解できていないようで、訝いぶかしげな表情を見せていた。


    「では――また」


    　僕の脇を通り過ぎ、冬上を誘いざなってアリッサの水晶柱へ歩き始めるスパロウ。ようやく視界に入ったその後ろ姿はまさに異い形ぎようだった。


    　黒いローブに全身を包んだ、歪いびつなシルエット。腰を曲げているのに身長は１８０センチ以上はある。ぶらりと垂れた両腕は左右で長さが違い、関節の位置もおかしかった。


    　アリッサの前に立つと、スパロウは腕を翳かざし何か呪文を唱え始める。恐らく再び水晶を転移させるつもりなのだろう。


    「やめろぉっ！」


    　――叫ぶ。そうだ、まだ終わりじゃない。諦めるにはまだ早い。この手であの水晶に触れることができれば！


    　魔狼フエンリルはアリッサの魔術ならそのものを飲み込むはず！


    　凍りついた足を無理やり引き剥はがそうと力を込める。ビチビチっと皮ひ膚ふが剥がれるような音が響き――。


    　バツンッ！


    　何かが千切れる音と共に僕は自由を取り戻す。


    「しつこいわよ、遠とお見みくん」


    　駆け出す僕を見て、スパロウの前に冬上が立ちはだかる。


    「くっ……」


    　足の裏がひどく痛み、上う手まく走れない。もたついている間に冬上は素早く呪文を唱え終わり、笑みを広げた。


    「凍れる標本フラストジーニー！」


    　手のひらに溜めた血液を地面に振り撒まき、冬上が叫ぶ。


    　濡れた地面に飛び散った赤い血けつ痕こんが白く染まり、元の質量を無視して氷柱が生える。


    「このっ……」


    　僕は行く手を阻はばんだ鋭い氷柱に腕を浅く切り裂かれ、たたらを踏んだ。


    「せっかく助かったんだから、大人しくしていればいいのに……馬鹿みたい」


    　冬ふゆ上がみが氷の格こう子しを挟んで僕に嘲ちよう笑しようを向ける。


    「邪魔するなっ！」


    　叫び、氷柱に腕を叩きつけ――砕く。数え切れぬ氷の木々の間に体をねじ込み進もうとする。だが無常にもスパロウが最後の言葉を告げた。


    「黒に沈む道ダークロード！」


    　先ほどよりも大きな黒穴が水晶柱を中心に広がり、スパロウと冬上を飲み込んでいく。


    「さようなら、無力な魔狼フエンリル。私たちにとってあなたは何の脅きよう威いでもない。怯おびえながら変わり行く世界を見守ることだ」


    　スパロウはあがく僕を見下し、冬上は哂わらう。


    「ばいばい、遠とお見みくん。そして――友とも月づきさん」


    　とぷん、と彼らは闇に沈み、穴は一瞬で消え去った。


    「――あああああっ！」


    　右手で氷柱を殴なぐりつけ、言葉にならない叫びを上げる。


    　ザァァァァァ


    　雨はいつの間にか強さを増していて、項うな垂だれた僕の背中を容よう赦しやなく打ち続けた。


    



    
      ＊

    


    



    　私の目には、膝ひざをついて打ちひしがれる彼が映っていた。凍りついたコンクリートに何度も拳を振り下ろしている。


    　私の胸に渦うず巻まくのは彼に今すぐ駆け寄りたいという思いと、冷たい笑みを湛たたえて近づいてきた冬上雪ゆき絵えへの恐怖。


    『―――てしまえ』


    　彼女を思い出した途端、自分の内側から《声》が響き、胸を押さえる。


    　苦しい……。


    　溢あふれ出しそうな強い衝動。彼女に再会したときから、何度も聞こえるようになった幻聴と、原因不明の苦痛。そしてあの夢。


    『いっそ――してしまえ』


    　違う！　私はもうそんなことはしない！


    　耳を塞ふさぎしゃがみこむ。この衝動の正体を悟ってしまわないように思考を止める。だが声はよりクリアに大きく頭に響く。


    『――ろしてしまえ！』


    　波打つ黒い思い。それを無理やり押し込める。頭が軋きしむように痛み、視界が揺れる。


    　ばしゃん！


    　バランスを崩くずし、雨で溶けかかりシャーベットのようになった地面に倒れこんだ。ハッと彼がこちらを向くが、そこで私の視界はぷつんと途切れ闇やみに沈む。


    　体の感覚も遠ざかり、駆け寄ってくる彼の声も聞こえない。


    　ああ、何か……似てる。


    　冷たく真っ暗な世界の中――思い出す。かつて自分がこの病院にいたときのことを。


    　自由が利かない体と朦もう朧ろうとした意識、その中で過ごした灰色の日々。


    　毎日毎日やってくる叔お父じの張り付いた微笑。《病気ということにされた》私に投とう与よされる薬　――腕に潜もぐり込む注射針。車くるま椅い子すを押しながら吐き気がするほど優しく話しかけてくる叔父の声。


    　何も、できなかった。まるで人形のようだった。


    　今の私は違うはずなのに。手も足も動くはずなのに……あの頃と同じ無力感が襲う。


    　私は……何もできないの？　傷つけること以外――何も。
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    第三章　止まぬ雨、怯える街
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    　無数に降り注ぐ雨粒が地面に散っていく。一つ一つは小さな音に過ぎないが、数え切れぬほど重なれば、大きな雑音だ。譬たとえるなら雨としての在り方を終える断だん末まつ魔ま。


    　ひどく耳障りだ。雨音は決して嫌いじゃなかったはずなのに。


    　――いつまで……降るんだよ。


    　アリッサが連れ去られてからもう四日が経った。雨はまだ止まない。梅つ雨ゆの時期とは言え……鬱うつ陶とうしい。


    「僕は――何をやってるんだ？」


    　苛いら立だたしげに問いかける。傘かさを差し、普段どおり学園に向かっている自分へと。


    「たった三日、無駄足を踏んだだけで諦めかけているってのか――」


    　あの出来事の後からその翌日まで、僕は学校をサボり、街を駆けずり回った。氷に引き千切られたのは運良く靴くつ下したがほとんどだったようで、軽い凍とう傷しようなどは無視し、それから二日続いた休日も、病院から消えた冬ふゆ上がみとスパロウを捜し続けた。


    　だが何の成果も上がることはなく、日に日に外を……特に夜出歩くことは難しくなっていった。


    　理由は例の猟りよう奇き殺人事件が連続し、加速しているせいだ。街には記者だけでなく巡回する警官の姿が増え、昨夜などは危うく補ほ導どうされそうになった。


    「どうすれば、いい？」


    　相談できるとすれば一人だけ。しかし彼女――友とも月づきは屋上で気を失ってから病院で静養している。体調を本格的に崩くずしてしまったらしく、今日登校してくるかは分からない。


    　けれど僕は何か縋すがるものを求めるように、日常へ足を進める。胸の中で行き場を無くした後悔と絶望と焦しよう燥そうを抱え続けているのは限界だった。


    「――よぉ、啓けい介すけ！」


    　すると校門を入ったところで後ろから声を掛けられた。


    「ああ、山やま崎ざきか……おはよう。今日は一人か？」


    「おう、宮島みやじまは先に出たからな。ん、どうしたんだ？　朝から暗い顔してよ」


    「――なんでもないよ。ちょっと寝不足なだけさ」


    「夜よ更ふかしはよくないぜ。ちゃんと眠らないと元気が出ねぇぞ」


    　眠れるなら――眠りたい。だけど、どこに向ければいいか分からない焦あせりが心を急かすのだ。「こんなことをしてる場合か？」と。それは今も――。


    「山崎を見習うつもりはないよ。睡眠を大事にしすぎていつも遅刻ギリギリだろ」


    「違いねぇ。けどそんな俺に追いつかれたってことはお前も時間やばいんだぜ？　ほら急ぐぞ」


    「え？　あ、ああ」


    　校舎の大時計を見上げれば確かに針が危うい時刻を差している。考え事をしすぎて足が鈍っていたのだろう。


    　僕は走り始めた山やま崎ざきの後を追うが、まだ足は重いまま。


    　――アリッサを残して……置き去りにしたままで……ここに戻るのか……。


    　体に、心に纏まとわりつき、動きを鈍らせるこの感情の正体に気づく。


    　これはきっと――罪悪感だ。


    



    



    「啓けい介すけ見ろよ、すげぇな……こりゃまた」


    「は？　なんなんだこれ？」


    　ホームルーム間近の教室。僕と山崎は入り口で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。目の前の異様な光景に圧おされて。


    　列ができていた。教室の外まで続く長い列が。その始点にいるのは――。


    「どう見ても陽ひ名なちゃん目当てだな。金曜もすごかったが、今日はそれに輪をかけてだ。ま、これだけ事件が続けば無理もねぇか」


    「え、金曜もこんな感じだったのか？」


    　僕がアリッサを探して学校をサボった日だ。


    「ああ、そういやお前欠席してたか。ほらその前日、陽名ちゃんが事件について占っただろ。それが当たったってのが噂うわさになって他のクラスからも人が押しかけてきたのさ。まあそんときゃ面白半分の奴らばかりだったが……今日はちと様子が違うな」


    　山崎の言うとおり、列を作っている生徒は野次馬のような印象ではない。誰もが真剣な顔で雑談することもなく静かに並んでいる。


    「たぶん皆、怖いんじゃねぇか？　三日前は一晩で二人、一昨日は三人、そんで昨日も被害者が出たらしいしな。少しでも信しん憑ぴよう性のある安心が欲しいんだろうよ」


    　山崎はやけに冷めた様子で肩を竦すくめる。


    「どうしたんだ、山崎？」


    「……別に。占いは嫌いじゃないが、こういうノリは好きじゃないってだけさ。まるで宗教だ」


    　言われてみれば、陽名ちゃんの言葉を待つ彼らは宣せん託たくを待つ信徒のようにも見える。


    「街でも妙な集団が増えてるみてぇだしよ……どうしてそんな簡単に信じたり崇あがめたりできるんだろうな」


    　やれやれと首を振って山崎は嘆息する。


    「駅前で演説してた人たちか……昨日も見たけどすごい人数だった。四日前は一人だけだったのに……」


    　冬ふゆ上がみたちの手がかりを探して街に行くたびに、事件を神の御み業わざと主張する集団は数を増していた。噂うわさではこの街だけではなく、全国から《声》を聞いたと自称する人々が集まっているらしい。


    「なんかおかしいんだよ。最初は面白い事件だと思ったがよ、もううんざりだ。さっさと犯人捕まえてくんねぇかな」


    　犯人、か。アリッサとアレをどうにかする予定だったな……でも僕一人じゃ何も……。


    　苦い思いに唇を噛かむ。そこでチャイムが鳴った。姿が見えないと思っていた宮島みやじまが整理券を配って行列を解散させている。「なにやってんだ、あいつ……」と山やま崎ざきが首を振った。


    　僕は自分の席に向かいながら、友とも月づきの席を見る。


    　やはりまだ病院なのか、そこに彼女の姿はない。


    　アリッサだけではなく、教室からは友月がいなくなってしまった。この一か月楽しく、幸せで、当たり前だった日々は奪われた。


    　取り戻したい――けれど方法が分からない。今まで僕の道を指し示してくれていた彼女はもう――頭上に浮いてはいないのだから。


    



    



    　バウン、バウン――。


    　広い体育館にボールが弾む音と歓声が響いている。今は体育の授業中。外は雨のため、男子女子共に屋内でバスケだ。数チームに分かれて総当たりなのだが、コートが足りないため順番待ちの時間が長い。ぼーっと試合の様子を眺めていると、トントンと肩を叩かれた。


    「啓けい介すけさん、お疲れさまです」


    「ああ、陽ひ名なちゃん……試合どうだった？」


    　隣のコートで行われていた女子の試合が、どうやら終わったらしい。


    「負けてしまいました。私がみんなの足を引っ張ってしまって……やっぱり小さいと不利ですね」


    　ちょこんと僕の横に座り肩を落とす陽名ちゃん。


    「そっか、でも体を動かしてすっきりしたんじゃないか？　休み時間とかずっと占いばっかりやらされて大変そうだったから」


    「ふふ、そうですね。確かに少しストレス解消になったかもです。でも――そういう啓介さんは、あまりすっきりした顔なされてませんよ？　何かすごく……悩まれているようです」


    「――さすが陽名ちゃんだな。でも心配はいらないよ。これは自分で……なんとかするから」


    「そう、ですか……」


    　思い詰めた僕の声に陽名ちゃんは気け圧おされ頷く。それからしばらく沈黙が下り、少し気まずく思った僕は違う話題を口にした。


    「そういや陽ひ名なちゃんは、一人で急に寮生活を始めることになって心細くないか？」


    「平気です。今までも似たようなものでしたから。むしろこの街に来てからの方が寂しくないくらいですよ。啓けい介すけさんも友達になってくれましたし、それにもうすぐ……家族にも会えますから」


    「家族？」


    「ええ、私がこの街に来たのはそのためです。もう少ししたら家族と――兄さんと会えるんですよ」


    　顔をほころばせて陽名ちゃんは言う。本当に嬉うれしそうだ。生き別れの兄弟がこの近くに住んでいるということだろうか？　だがこれ以上詮せん索さくするのも野や暮ぼな気がして僕は頷く。


    「そっか、よかったな」


    「はいです！」


    　ちょうどそこで男子の試合が終わり、僕のチームがコートに向かいだす。「じゃあ頑張ってくるよ」と陽名ちゃんに告げて立ち上がる。


    「あ、待ってください！　やっぱり――さっきのことで一つだけ言いたいです。啓介さんの悩みが何かは分かりません。でも、逃げることが悪いとは限りません。逃げることで、諦めることで、得られる幸せもあると思うです。だから……」


    「――ありがと。でも……」
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    　背を向けたまま僕は曖あい昧まいな返事をして、整列し始めたクラスメイトの元へ足を向けた。


    　……ごめん。諦めたら、また自分を許せなくなると思うんだ。


    



    



    　放課後、僕は授業が終わるとすぐ教室を出て街に向かった。通りは空いていて傘かさを差していても歩きやすい。だが通行人が少ないのは雨のせいではないだろう。


    　誰もがこの街で起こっている怪奇な事件を恐れているのだ。今日の時点で被害者は十人を越えたらしい。彼らに共通するのはただ夜に外出していたことだけ。それ以外は年齢も性別もバラバラだ。


    　次に襲われるのは自分かもしれない。そんな恐怖を皆が抱いている。できるだけ外を出歩かないことだけが唯一の防衛策なのだ。


    　いや……唯一というわけではないのかもしれない。他の方法を信じている人々もいる。駅前に近づくにつれ大きくなる、耳障りなスピーカーの音を聞きながら思う。


    『――また今日も血を奪われ、木乃伊ミイラとなった死体が発見されました。しかしこれは殺人などではありません！　儀式なのです！　大いなる存在が必要としている供く物もつなのです。我々にはそれが分かります。《声》がそれを教えてくれます。虚言ではありません！　毎日世界中から我らの同志が集まってきています。皆、大いなる存在に呼ばれてやってきました。そしてあなた方もまた、我らの同志になることができるのです。契約を取り交わし、大いなる存在を崇あがめれば、供物の責から解放されます。さぁ！　興味を持たれた方はそちらで詳しい説明を――』


    　雨の中、揃そろいのレインコートを着て集まっている人々は、一クラス分――四十人以上はいる。演説をしているのは最初の日に見た体育会系のいかつい男。どうやらこの集団のリーダー的存在になっているようで、スピーカーを持ちながらも周囲に指示を出している。


    　彼らの周りに野次馬が、そのさらに外縁には取材陣の姿がある。今日学校で知ったが、今は事件と同じぐらいこの集団が話題になっているらしい。何しろ、地域人種年齢性別問わず、本当に世界中から同様の主張をする者が集まっているというのだ。


    　確かによく見れば外国人らしき姿も目立つ。なんかおかしいんだよ、と言った山やま崎ざきを思い出す。


    　まったくその通りだ。何がどうなってるんだ……こいつらは路地裏で見た水ア滴レと関係があるのか？


    　分からない。今この街で起こっていることは全てに意味がありそうなのに、繋つながらない。


    　アリッサを取り戻すことだけ考えるべきだと心が急せくが、それでは空回りし続けるだけな気がする。


    「友とも月づきの体調がおかしくなったのも事件が起こり始めてからだ。それは……考えすぎか？」


    　それに友月はスパロウと不可解な会話をしていた……くそ、考えてもキリがない。


    　ともかく友とも月づきの様子を見に、これから病院に顔を出すつもりだった。相談するついでに色々尋ねてみよう。あの日はとても話ができる状態じゃなかったしな……。


    　そう考えながら集団の前を通り過ぎる。異様な熱気とスピーカーの騒音を、傘かさを低く差して遮さえぎりながら――。


    



    



    「こちらでお待ちになっております。では、私はこれで――」


    　病院の受付で自分の名前を告げ、友月への面会を望んだ僕は、病棟の最上階にある立派な扉の前に案内された。病室ではない。扉のプレートには《応接室》と刻まれている。


    　足早に去っていく案内してくれた看護師さんを見送りながら、友月は入院しているわけではないのかと疑問に思う。


    「入るぞー？」


    　扉をノックして、重い木製の扉を開く。高そうな調ちよう度どが揃そろった広い部屋。その奥の椅い子すに友月は腰掛けていた。


    「啓けい介すけくん――よかった、ちょうど話したいことがあったから」


    　友月はセピア調の落ち着いた私服姿だ。患者、という印象ではない。


    「友月、寝てなくてもいいのか？　今日も学校に来てなかったからてっきり……」


    「あ――心配かけて、ごめんね。体の方は、どうにか落ち着いたの。学校を休んだのは……やらなきゃいけないことが、あったから」


    　それは何だと僕が問うと友月は「こっちに来て」と手招きした。言われた通りに近づき、テーブルを挟んで友月の向かい側に腰を下ろす。


    「啓介くん、アリッサさんの手がかりは、何か掴つかめた？」


    「……いや、全く」


    　悔しさを堪こらえて僕は答える。


    「そう――やっぱりね。私も警察に連絡して、冬ふゆ上がみさんの行方ゆくえは捜してもらっているけど……見つかったっていう連絡は、こない」


    「そっか……」


    　やはり手がかりが少なすぎるのだ。スパロウという人物は正体も分からず捜しようがない。冬上もあいつと行動を共にしているなら手詰まりだ。


    「だけど……私は、ここまま終わらせるつもりなんて、ない。こんな形でなんて、納得できない。今の冬上さんは、怖くて仕方がないけど、やっぱり逃げることだけは――したくないの。それは、遠とお見みくんも同じでしょ？」


    「ああ、もちろん。あいつが言った通りに大人しくしてるつもりはない、諦めるつもりもない！　だけど……僕にできることは当てもなく街を捜し回ることぐらいだ――」


    　友とも月づきは僕の言葉を聞いて満足そうに微ほほ笑えむ。


    「よかった。落ち込んでいるみたいだったけど……やっぱり啓けい介すけくんは、啓介くんね。それに、地道に捜しまわるのは、間違いじゃない。ただ私たちじゃ数が足りないだけ。だから私は《家》の力を――使うことにしたの。今の私には、その権限が多少はあるから。本家に借りを作るのは、あまり望ましくないんだけど……そんなことを気にしている場合じゃないし、ね」


    「家の……力？」


    「大きな財力を持つと、色々な処理が必要になるの。だから私の《家》には、警察や探偵の真ま似ね事ごとをする諜ちよう報ほう部ぶ署しよも、あったりするのよ。それを少しだけ動かしてもらったわ。そしてついさっき、冬ふゆ上がみさんの手がかりになる報告が、あったの。異様な風ふう体ていのスパロウって人は、尻しつ尾ぽすら掴つかめなかったんだけどね。目立つはずなのに……」


    「本当か!?　冬上だけでも大したもんだよ！　それでどこに――」


    　僕の問いに友月は一呼吸おいてこう答えた。


    「《黒こつ血けつの徒と》の集会に……彼女らしき人物が参加していたらしいわ」


    「こっけつの……なんだって？」


    「知らない？　近頃話題になってる、新興宗教みたいな集団。駅前とかで、活動してる……四日前にも見たでしょ？　あの時は――一人きりだったけど」


    「あいつらのことか……今日もここに来る途中で見たよ。団体名なんてあったのか」


    「報告だと、お互いのことを、そう呼んでいるらしいわ。彼らは毎夜、勧誘した人々を連れて、駅向こうの廃はいビルで集会を行っているそうよ。そこに冬上さんと背格好の似た子が、参加していたみたい」


    　駅向こうは通称《駅裏》と呼ばれていて、再開発前の旧繁華街が立ち並んでいる。表側が整備され賑にぎわうにつれ、駅裏はさびれ、シャッターが下りた店ばかりの閑かん散さんとした場所となっていた。人ひと気けがないため治安も悪い。アリッサの体探しに足を踏み入れたことがあるが不良に絡まれて大変だった。もちろんそれは不良がという意味であるが。


    「そうか……あまり近づきたくない場所だけど――行ってみるしかないか。友月は危ないから……って聞いてくれそうにない、な」


    　真剣な顔で僕を見つめる友月に苦笑いする。


    「ええ、私も行く。アリッサさんに、いくつも借りを作ったままじゃ……いられないから。大丈夫、もう倒れたりしない。啓介くんが一緒なら――負けないでいられるから」


    「負けないって……何にだ？」


    　最後の言葉が引っかかり問うと、友月は「なんでもない、よ」と曖あい昧まいに笑って首を振った。


    



    



    　続く事件と雨のせいか、はみ出し者の溜まり場だった駅裏には人の気配というものがなく、前に訪れたとき以上に閑かん散さんとしていた。余計な面倒を避けることができたのはいいが、ひどく不気味だ。日が沈み、星も月も雲に覆おおわれた世界をくすんだ色の街灯が照らしている。


    「――来たぞ、友とも月づき」


    「うん……」


    　僕らは通りに面したパチンコ店に身を潜ひそめていた。扉もなく、ガラスもほとんど割られた廃はい屋おく同然の建物で、中には様々なものが散乱している。しかしこっそりと外を窺うかがうには絶好の場所だ。


    　ここは昨夜集会が行われたというビルの斜め向かい。そして予測どおり彼らは姿を現した。


    「思っていたよりも……多いな」


    　揃そろいのレインコートを着た人々が黙々と通りを歩いていく。何人か傘かさを差した男女がいるが、あれは勧誘された人達だろう。不安そうに辺りを見回している。逃げるに逃げられないといった様子だ。


    「たぶんまた……増えたのね。それに、駅前にいたのが全員じゃないだろうから」


    　低く囁ささやき交わしながら観察する。彼らは少し先のビルへと入っていった。ここと同じく入り口が壊されていて扉もない。


    「――よし、これで全員みたいだな。行こう」


    　最後の一人がビルの中に消えたのを見計らって、僕は友月に声をかける。彼女は緊張した面持ちで頷いた。邪魔になる傘をその場に置いて二人で駆け出す。


    「――誰もいない……たぶん上の階だな」


    　入り口から中を窺い、様子を確かめる。


    「そう、ね。声が聞こえる」


    　僕らは足音を殺して階段に近づく。ジャリッとガラス片のようなものを踏むたびに心臓が撥はねたが、何とか気づかれることなく階段の下までやってくる。上階を見上げるとわずかに明かりが漏れており、低いざわめきが聞こえた。


    　行くぞ、と指で友月に合図して、慎重に階段へ足を掛ける。暗い――下手をすれば踏み外してしまいそうだ。そうして恐る恐る二階近くまで昇った僕らは、ゆっくりと頭を出して二階の様子を探る。


    　うわ――。


    　二階部分は部屋を区切る壁もなく、広い空間となっている。所々に蝋ろう燭そくが点されており、揺らめく頼りない明かりで集まった人々を照らし出していた。


    　冬ふゆ上がみは……いるか？


    　目を凝こらすが、皆こちらに背を向けていて顔が判らない。ここから出て回り込もうかと迷っていると部屋の奥から声が響いた。


    「我が同志、《黒こつ血けつの徒と》たちよ！　よく集まってくれた。今日も声に導かれ新たな仲間が合流し、契約を望む聡さとき者達も現れた。御み遣つかいさまも喜んでおられる！」


    　この大おお仰ぎような喋しやべり方とよく通る声は、リーダー格の男だろう。だが今の台詞せりふからすると彼の上にも誰かがいるようだ。危険を承知で身を乗り出し、人垣の隙間を探す。


    「ではまず、契約の儀から始めよう。さあ、ここへ」


    　男がそう促すと、幾人かの影が揺れた。


    「な、何なんだ？　み、妙なことをするってんなら俺は帰るぞ！」


    「簡単なこと、契約の水を飲み干すだけだ。それによりあなたは神に試され、見事苦難に打ち勝てば、我らの一員となることができる」


    　怯おびえた様子の勧誘された人々に、男は丁てい寧ねいだが圧迫感のある声で告げる。部屋の脇から数人が進み出る気配がした。


    「――どうぞ、オウルさま」


    「うむ」


    　何かを手渡すようなやり取り。しかしそれよりも僕は今の声に反応していた。振り返り友とも月づきを見ると、彼女も頷いた。そう、さっきのは間違いなく冬ふゆ上がみの声だ。やはりここに――。


    「た、試されるだって？　も、もし失敗したらどうなるんだよ！」


    「それは考えなくてもいいこと。もしも――今契約を拒めば、黒き血の神はあなたを許さないだろう。ここまで来た以上選択の余地はない。さあ――」
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    「う、うぅ……」


    　促す男と周囲の重圧に負けてか、ごくごくと液体を飲み干す音が静かな部屋に響く。


    「……げほっ、げほっ――なんて味だ」


    　口答えをしていた人物が悪態を吐つく。だが――。


    「あ、ああ？　え、はれ？　ぐっ……！　が、ががっ！　ぎゃあぁぁぁぁぁぁっ！」


    　突然複数の絶叫が轟とどろいた。恐らく今のを飲んだ全員の悲鳴だ。


    「「ああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」」


    　途切れぬ断だん末まつ魔まのような叫びに全身があわ立つ。介かい抱ほうするそぶりもなくただ黙って彼らを見下ろしている集団に恐怖する。こいつら、何を飲ませた？


    　終わらぬ苦く悶もんの声に焦あせりを覚え、さらに身を乗り出すが唐突に悲鳴は途切れた。


    「――ぇ……あ、あれ？」


    　戸惑うような声。苦しみにのた打ち回っていた人々が起き上がる気配。


    「どうだ、《糸》は見えるか？」


    　オウルと呼ばれた男が彼らに尋ねる。


    「い、糸？　なんのことを――え、これは……何だ？　それに……この《声》は……」


    「お、俺も見えるぞ。こ、声も聞こえる！」


    「私も……私も見える！」


    　次々と驚きの声が上がる。僕はその会話を聞きながら、今行われたことが何なのか理解し始めていた。


    　契約に……糸……それにさっき彼らが飲み干したもの。これはまさしくネットに流出した《ルゥトの儀》。ジンと《道パス》を繋つなぐ、契約。かつて友とも月づきが得た力。じゃあまさかこいつら全員――ジンの《糧かて》。


    　頭の中で今までの出来事が組みあがり、別のモノが見えてくる。


    　冬ふゆ上がみもきっと今の儀式を受けて魔術を得たんだ。ということはこいつらが崇あがめる《大いなる存在》、《黒き血の神》というのはジン以外ありえない。加えて演説の内容が真実ならば、連続通り魔殺人の犯人もジンということに……なる。そして恐らく、スパロウというのが彼らの指導者。すっきりと話が繋がる。繋がるが……どうしても一つだけ引っかかる。


    　僕とアリッサが見た赤い水滴。あれはジンというにはあまりに――。


    「お、おい！　まだ一人倒れたままだぞ！」


    　だが思し索さくは大きな声に遮さえぎられた。今儀式を受けたばかりの男の声だ。


    「ふむ……同調に失敗したか。運がなかったな。壊れたものは仕方がない。今こ宵よいの贄にえになってもらおう」


    　オウルという人物は慌あわてた様子もなく、淡々と告げる。


    「お待ちください。この者を使っては警察の目が私たちに……」


    　意見を述べたのは冬ふゆ上がみの声だった。しかしオウルはそれを聞いて笑い飛ばす。


    「はっはっは！　そのような心配はいらぬ。十分な数の同志が集まり、約束の刻ときはもう明日だ。最後の贄にえが捧げられ、この世界は血に沈み、我らが神の聖地となる。そこに我らを捕らえようとする者、裁こうとする者などいると思うか？」


    「は、はい――すみません。出すぎた真ま似ねをしました。それではそこの者は外に運び出しておきます」


    　冬上は周りに指示を出し男を担かつがせると、こちらに向かって歩いてくる。


    「――まずいっ！　降りろ！」


    　僕は慌あわてて友とも月づきに小さく叫ぶ。話に聞き入っていた友月は僕に背中を押されて我に返り、階段を下りようとしたが――。


    「きゃっ！」


    　足を、踏み外す。僕はとっさに支えようと、友月の上着を掴つかむが足場が悪い。


    「う、うわあぁぁっ！」


    　僕らはもつれ合いながら階下に転げ落ちた。派手な物音と悲鳴が反響する。


    「誰っ！」


    　階段の上に冬上が駆け寄ってきて、僕らを見下ろした。


    「――友月、さん」


    　冬上はぽかんとした表情を見せた後、大きく笑みを広げた。


    「そう……また会いに来てくれたのねぇ。嬉うれしい、本当に嬉しいわ。ふふ……ふふふふふふ……スパロウさまは手を出すなと言われたけど、今の話を聞かれた以上――ただで帰すわけにはいかないもの」


    「逃げるぞ友月！」


    　僕は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように射い竦すくめられた友月の手を握り、引きずるように走りだす。


    「追いなさい！」


    　叱しつ咤たする冬上の声が響き、大勢の人間が階段を駆け下りてくる足音が、僕らを飲み込むように轟とどろいた。


    



    



    「はぁはぁはぁ……」


    「はぁっ、はぁ――」


    　暗い路地裏に荒い呼吸音が二つ。あのままでは逃げ切れないと判断した僕らは、追っ手を撒まくために細い裏道に入り、身を潜ひそめていた。


    「少し、休んだら……また、走るぞ。駅を越えれば、もう……追ってはこない、はずだ」


    「う、うん、ごめんね……私のせいで。私は、大丈夫……だから」


    　なんとかこの網あみの目ような道を抜けて駅までたどり着かなければならない。だが何度も角を曲がったため、既に方向感覚は曖あい昧まいだった。


    「ねえ、啓けい介すけくんは……わかった？　さっき、あの人たちがしていたこと……」


    「ああ……あれは魔術を使うための儀式だよ。たぶん、友とも月づきも――」


    「うん……私も昔、同じことをしたわ。少しでも力が……縋すがるものが欲しくて。私……やっと分かった。近頃体調がおかしい理由。変な夢を見る訳。あれはあの人の意識が、私に入り込もうとしているから。啓介くんには黙っていたけど、私にも《声》が聞こえるの。彼らと、同じ」


    　自分の体を抱いて言葉を絞しぼり出す友月。


    「じゃあ友月も……また魔術が？」


    「使える……かもしれない。あの人が、まだいるのなら。でも私は、繋つながりたくない。私の神さまは……あんな奴じゃないから。それに心を許せば、きっと私はあの衝動に……飲まれてしまう」


    「衝動？」


    　僕は問い返すが、友月は首を振って答えてはくれなかった。


    「――じゃあ、そろそろ動こう。今は逃げるしかないけど、冬ふゆ上がみがあいつらの仲間だった以上スパロウも関わりがあるはずだ。アリッサの体もあいつらが隠しているかもしれない。手がかりは得たんだ。何とかしてアリッサを助け出せばきっと――」


    　しかし友月は顔を曇らせる。


    「その時間が、あるかしら……。あの人たち、明日何かとんでもないことを、するつもりよ？」


    「……だけど、僕らだけじゃ……こうやって逃げることで精一杯だ。何も……できない。冬上にすら……」


    　無力な魔狼フエンリルさん――その言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。力が……もっとあれば。


    



    「――おいっ！　見つけたぞ！」


    



    　だが突然、今から向かおうとしていた角から男が現れ、僕らに懐中電灯を向け叫んだ。


    「くそっ、見つかった！　戻るぞ！」


    　再び友月の手を取って走りだす。相手の方が速いようで、次第に足音は背中に迫る。こちらを見失わせようと道を滅茶苦茶に曲がるが、しつこく追ってくる。


    「このっ――いつまで！」


    　悪態を吐つき、次の角を何も考えずに曲がる。すると急に開けた場所に走り出てしまった。


    　しまった、表通りに！


    「あら――お帰りなさい、遠とお見みくん」


    　そこには冬上を中心に、十数人の《黒こつ血けつの徒と》たちが待ち受けていた。破れかぶれに駅の方角に向けて逃げようとするが、先の路地から男たちが現れて行く手を塞ふさがれる。


    「もう逃げられないわよ。さあ友とも月づきさん、病院での続きをしましょう。今度こそ戦ってくれるわよね？」


    「――私は、あなたたちの神さまに、力を求めたり……しない。私を侵おかそうとする、あの人の意思を、受け入れるつもりは……ない」


    　僕の手をぎゅっと握り締めて、友月が告げる。


    「そう――まだ、そんなことを言うのね。だったら……やる気を起こさせてあげる」


    　冬ふゆ上がみは目を細め、傍の男に小さく耳打ちする。そいつは頷くとこちらに向かって歩いてきた。オウルという男ほどではないが、いい体格をしている。身長も僕より十センチは高い。


    「やめろっ！」


    　僕は友月をかばおうと前に出るが、それを見て冬上は笑った。


    「かばう必要はないわよ、遠とお見みくん。だって――殴なぐられるのはあなただもん」


    「え――？」


    　その言葉を理解する前に男が繰り出した拳が僕の腹に突き刺さった。


    「がっ……」


    　一瞬、体が宙に浮き、呼吸ができなくなる。手が友月から離れ、僕は背中から地面に倒れた。


    　いた、い……腹の中がぐちゃぐちゃになってしまったみたいだ。


    「啓けい介すけくん！」


    　こちらに駆け寄ろうとした友月の前に男が立ちふさがり、突き飛ばす。


    「きゃっ！」


    「友月さん、あなたは大人しく見ていてちょうだい。さ、もう一度お願い」


    　冬上は友月に笑いかけると、また男に指示を出す。


    　ガッ！


    　倒れた僕の背中を男が蹴り飛ばした。抗あらがうこともできずアスファルトの上をゴロゴロと転がり全身を打ち付ける。体中に熱い痛みが広がり、意識が揺れる。


    「あ、ああぁぁっ……ぐぅっ！」


    　口から押さえきれぬ苦く悶もんの声が漏もれる。


    「やめて！　どうして啓介くんを！」


    「ん？　こうしたらやる気を出してくれるかなーって。助けたければ《魔法》を使えば？　そうすれば簡単でしょう？　私は本気を出した友月さんを……あなたの全てを乗り越えたいの」


    「無理よっ！　私は――」


    「そう――じゃあ続けて」


    　男の足が僕の頭を……太ももを……腹を……蹴り上げ……踏み倒す。


    「やめて……やめてやめて……やめてーっ！」


    　過か剰じような痛みに途切れそうな意識の隅で、友とも月づきの悲痛な叫びを聞く。


    　何、やってるんだ僕は……抵抗もできずこんな奴にやられて……友月を苦しめて……。


    　力が、ない。今の僕にはどうしようもないほど、力がない。


    「やめてやめてやめてっ……それ以上、それ以上するなら――ろす、わ」


    　友月が膝をつき、低く呟く。


    「――ろすって……言ってる、でしょ……聞こえ、ないの？　やめて、やめてよっ！　やめてぇぇっ――――！」


    



    　ゴウッ！


    



    「ぐあっ！」


    　男の悲鳴が聞こえたと思った途端、それまで断続的に与えられていた痛みが途切れる。


    　薄うっすらと目を開けると、目の前に靴くつが見えた。僕を守るように立つ、友月の足が。そして猛烈な風。黒い霧きりのようなものがごうごうと渦うず巻まいている。


    「と、友月？」


    　痛みを我慢して体を起こし、周囲を見ると――そこに立っている人間はいなかった。


    　冬ふゆ上がみを含め、僕らを取り囲んでいた奴らは皆、離れたところで倒れ伏している。


    「はぁ……はぁ……はぁ……くっ！」


    　友月は荒い息を繰くり返した後、突然頭を押さえた。


    「い、いやっ……私は……」


    　次第に風が収まり、黒い霧も薄れ始める。そして全てが消えるのと同時に倒れこむ。


    「おい、しっかりしろ！」


    　体を抱えて声を掛けるが反応がない。気を――失っているようだ。僕はいつかのように友月を背負い、とにかくこの場から離れようと歩き出す。


    「ま、待ちなさい……」


    　後ろから冬上の声が聞こえる。もう気がついたのかと、僕は足を速めた。


    「絶対に、絶対に……逃がさないわよ。負けない……から。私は友月さんを……越えるんだから！」


    　ちらりと振り返ると、冬上が這はいずってこちらに手を伸ばしていた。


    「っ！」


    　その姿に異様な恐怖を覚えて、僕はわき目も振らずただ全力で駆け出す。ひどく情けなく、やりきれない思いを友月と共に背負いながら――。
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    　冷たい、寒い。


    　走り疲れ体力が尽きてくると、ようやくそんな感覚が戻ってきた。雨に濡れて骨の芯しんまで冷え切った体は、思うように動かない。殴なぐられた部分にも熱い痛みが疼うずいている。


    「くそ――ここもダメか……」


    　僕は物陰に隠れながら、道の先を覗のぞき見て毒づく。駅裏から出ることができない。先ほどの場にいた奴らで全員ならばよかったのだが、既に要所要所に人が配置されていて駅に向かう道をことごとく塞ふさいでいる。


    「脱出が無理なら……せめてどこかに隠れないと……」


    　しかしあのビルやパチンコ店のような簡単に入り込める廃はい屋おくは、ほとんど通りに面している。見つかる危険も大きいし、あいつらも意識して中を捜しているだろう。


    　どうすれば……。


    　背中から感じる友とも月づきの温かさだけを頼りに足を動かす。雑居ビルの裏手にさびた非常階段を見つけた僕は、ただ雨から逃れたくてその下に入り込む。友月を背負ったまま腰を下ろした。


    「――やっぱり、寒いな……」


    　雨を遮さえぎることができても、風が濡れた体から温度を奪う。動くのを止めてしまったせいで体から発生する熱は減少し、それを補おうと全身が勝手に震える。


    　寒いのに頭の中はやけに熱く、くらくらする。たまに景色が反転し、さらには途切れそうなるのを堪こらえ、意識を保つ。しかし――。


    



    「啓けい介すけさん――そんなずぶ濡れじゃ、風か邪ぜを引いてしまいますよ？」


    



    　唐突にすぐ近くから声が聞こえ、僕は驚き顔を上げた。しまった――少し眠っていたのか？


    　急いで立ち上がろうとしたところで、気づく。今の声に聞き覚えがあることに。目の前に立つ人物を知っていることに。


    　傘かさを差し、こちらを見下ろすのは小こ柄がらな少女。


    「陽ひ名な、ちゃん？　どうして――こんなところに？」


    　そう、そこにいたのは紛れもなく朝あさノの宮みや陽名。こんな非日常の世界で出会うことなどないはずの女の子だった。


    「その話は後で。ここにももうすぐ人が来ますです。わたくしに――付いてきてください」


    　陽名ちゃんはいつも通りの笑顔で僕にそう告げた。


    



    



    「どこまで……行くんだ？」


    　僕は友とも月づきを背負いながら、ふらつく足取りで小さな背中を追いかける。あれからしばらく歩いた。それにこの状況……陽ひ名なちゃんを信じてもいいのかという思いもちらつく。


    「ごめんなさいです。見つからないように遠回りをしました。だけどもうすぐ――そこです」


    　彼女が指差した先には二階建ての古びたアパートがあった。壁や扉のあちこちに落書きをされた汚きたならしい建物だ。


    「大丈夫ですよ。中はちゃんとしてますから」


    　陽名ちゃんは苦笑しつつ、僕を手招く。


    「この部屋にしましょうか。ええと……一○三……は……」


    　彼女はポケットから鍵かぎ束たばを取り出して目的の鍵を見つけると、シリンダー錠じようを開けた。


    「陽名ちゃん……きみはいったい――」


    「いいから早く入ってくださいです」


    　促されて、僕は多少警戒しながら玄関に足を踏み入れる。


    「靴くつは脱ぎづらかったらそのままで。今は早くその濡れた服を脱ぎましょう。友月さんの体はわたくしが拭ふきますから、啓けい介すけさんはお風ふ呂ろ場ばを使ってください」


    　扉を閉めて僕を追い抜いて部屋に上がった陽名ちゃんは、てきぱきと指示を出す。


    「あ、ああ」


    　僕は言われるままに、殺風景な部屋にぽつんとあるベッドの傍まで友月を運び、自分は風呂場の横にある洗面所に引っ込んだ。


    　これはいったい――どういう状況なんだ？


    「っくしゅ！」


    　とにかく今は冷えた体をどうにかしないと……。僕は暖かいシャワーを浴びるため、肌に張り付いた制服を脱ぎ始めた――。


    



    



    　しん――と静かな部屋。聞こえるのは、毛布を被かぶりベッドに横たわる友月の小さな寝息だけ。僕は目の前の少女――朝あさノ宮みや陽名と目を合わせて問いを口にした。


    「陽名ちゃん、どうしてあんな場所にいた？　この家は……なんだ？　教えてくれ」


    「啓介さん、そんなカッコで怖い顔してもちょっと間抜けですよ」


    　バスタオルで下を隠し、毛布を上半身に巻きつけた僕の姿に彼女は笑う。ちなみに頭上には友月の服と下着が吊つられていたりする。


    「う……そ、そんなことは関係ないだろ？　ごまかさないでくれよ」


    「そうですね……やっぱりもう――戻れないですか。わかりました、では聞かれたことにお答えします。わたくしが来たのは啓けい介すけさんたちを助けるためです。あのままでは頭に血が上った雪ゆき絵えさんたちに、殺されてしまいそうでしたから。そしてこの場所は世界中から集まってくる彼らのために確保した住居の一つ。アパートごと買い取ったんですよ？」


    　すごいでしょう、と笑う陽ひ名なちゃん。だが僕はとても笑みを浮かべる気にはなれなかった。


    「――事情を知ってそうな口ぶり、そんなアパートの鍵かぎ束たば……陽名ちゃんは、あいつらの仲間だったってこと、か？」


    　信じたくはないが、今の話が本当ならそういうことになる。


    「仲間、ですか……少し違うかもです。仲間だったら啓介さんたちを助けたりはしないでしょう？　あの人たちとは立場がちょっとだけ違うです。ただ先ほどの集会には、私もいました。驚いたですよ。あんな無茶をするなんて……今日、啓介さんの意志と行動の先に不吉な影が見えたから忠告したのに……聞いて下さらなかったんですね」


    「大人しくなんて、していられなかったんだ。助け出さなきゃいけないやつがいるから。でもだったら陽名ちゃんはいったいなんなんだ？　僕らの味方、なのか？」


    　その問いに陽名ちゃんは困った顔をする。


    「残念ですけど……たぶん、味方でもないです。助けたのには――理由がありますから」


    　ベッドの方に目をやり、彼女は呟く。


    「友とも月づきがどうかしたのか？」


    「わたくしが本当に助けたかったのは彼女です。啓介さんは……言いにくいのですがオマケだったりします」


    「――オマケ、ね。まあいいよ、助けてくれたことには素直に感謝してるから。だけどなんで友月を？」


    「彼女は特別でわたくしに一番近しい存在だから……でしょうか。死なせたくはなかったのです。だって――彼に選ばれた人ですもの」


    　そう言って陽名ちゃんは目を伏せる。どこか悲しげに。


    「悪い……さっぱり話が見えない。ちゃんと説明してくれ」


    「残念ですけど――わたくしは味方じゃないのですよ？　そこまで親切にはなれません。それにもし啓介さんが理解してしまったら、答えを出してしまうでしょう？　だから今は曖あい昧まいでいてくださいです」


    「曖昧だって？　ここまで来てか？　あいつだけじゃなく、友月も事態の中心にいるならなおのこと――」


    「今だけでいいんです。もし、啓介さんが敵になったらわたくしは――」


    　彼女はそう呟き僕を見つめた。全身に鳥肌が立った。まるでモノを見るかような瞳。


    「……っ！　だけどこのままじゃ手遅れになる気がするんだ！　あいつらは明日、何かとんでもないことをしでかす気だった。何も知らないまま、何もできないまま、終わることになったら――自分が許せない」


    「知ったところで、きっと啓けい介すけさんには何もできません。今日だって逃げ回ることしかできなかったじゃないですか。見えているのに届かないことのほうが――辛つらいですよ？」


    「…………それでも、だ」


    　ついさっき味わったばかりの無力感を思い出しながらも、言葉を絞しぼり出す。


    「もう――啓介さんは……頑がん固こな人ですね」


    　陽ひ名なちゃんは溜ため息いきを吐ついて苦笑する。瞳に感情が戻り、心臓を掴つかまれているかのような圧迫感から解放された。


    「わたくしは明日、学校で予言をするです」


    　すっと立ち上がり、僕に背を向けて彼女は告げる。


    「予言？」


    「また街を占うのです。ですが見る前から告げる言葉は決まっています。それはこう……。惨劇は続く。今こ宵よい、世界は血に沈む。全ての民は糧かてとなり、熱き血潮を黒き血の神に捧げるだろう――」


    「どういう……意味だ？」


    「何となく分かりません？　連続する変死事件。次の犠ぎ牲せい者しやはこの街そのものだということです」


    　その言葉を理解するのに数秒を要した僕は震える声で尋ねる。


    「本気で言っているのか？　そんな馬鹿げたことが起こるわけ――」


    「起こるんじゃないんですよ。起こすんです。啓介さん、神さまが生まれる条件って分かりますか？」


    「そんなの知るわけない。それより起こすってどういう――」


    　だが彼女は僕の問いを無視して続ける。


    「必要なのは奇跡です。それをもってして神さまは神さまとして認にん知ちされます。そして奇跡は予言されることでより神秘的なものとなるです。わたくしはそのための下地として噂うわさを撒まいていたのですよ」


    　そういえば、初めから不可解な要素のある事件だったが、神さまという言葉を使ったのは陽名ちゃんが最初だったような気がする。


    「噂は曖あい昧まいな概がい念ねんとなり、朧おぼろ気げなカタチを心の中に生み出します。明日行われるのはそれを孵ふ化かさせる儀式。先ほどの予言は《黒こつ血けつの徒と》たちも街頭で行い、恐らくテレビで全国に流れることとなるでしょう。そして現実化した奇跡は私たちが作り上げた雛ひな形がたに流し込まれる……」


    「めちゃくちゃだ……さっきの予言を現実にするなんて……どんな方法を使うつもりか知らないけど、そんなこと絶対に――」


    「啓介さん、それ以上は言わないで下さい。答えは……出さないでください。わたくしはもうここを出て、彼らのところへ戻ります。それからゆっくりと……考えてください」


    　陽ひ名なちゃんは僕に背を向けたままそう告げる。


    「儀式が行われるのは明日の深夜二時。場所はこの街の中心――わたくしが啓介さんに出会った場所、です。あなたが助けたいという人もそこにいるでしょう」


    　そして彼女は玄関に向かって歩き始める。


    「待ってくれ！　陽名ちゃんは……始めからこのために転入してきたのか？」


    「そうです。噂うわさを撒まくのは友とも月づきさんに接触するついでなのですけどね」


    「じゃあ……家族に会うためってのも、嘘うそだったのか？」


    「それは――本当ですよ」


    　彼女は足を止め、僕を振り向くと微ほほ笑えんで言う。その表情に希望を見み出いだし、僕は言葉を重ねる。


    「なあ陽名ちゃん――自分たちがやろうとしてることは悪いことだって分かってるんだろ？　だから僕に色々と話してくれたんだろ？　家族の人だってそんなこと……」


    「いいえ、あの人はきっと喜んでくれます」


    　だが彼女は笑顔を消してはっきりと言い切った。


    「啓介さん、もし明日の夜出会うことがあったら――わたくしはあなたの《敵》です。たとえ間違っていたとしても……貫つらぬくしかない願いがあるんです」


    　最さい後ご通つう牒ちようのように彼女は告げてドアを開く。


    「――万が一、わたくし達を止められるとしたら、それは啓介さんではなく友月さんです。撰えらぶ《資格》があるのは彼女だけ。だからあなたは寮りようで大人しくしていてください。あの辺りは範囲外ですから」


    　バタンと扉が閉まり、僕と彼女の世界は断絶した。ガチャっと外から鍵かぎを閉める音が聞こえ、小さな足音が遠ざかっていく。


    　友月、か。


    　まるで蚊か帳やの外であがいているような感覚。いや、まさにその通りか。僕は部外者なのだ。この流れに割って入る資格も、力もない。


    　右手を握り締める。弱い、こんな力、弱すぎる。もっとあのときのように――ジンに向かって駆けたときのような力があれば――。


    　後先を考えない愚かな願いだということは分かっていたが、それでも望む。


    　力が――欲しい、と。


    　右手に力を込めながら目を閉じ、その願いを心の中で繰り返すが、いつの間にかやってきた眠気の波に意識をさらわれ――祈りは途切れた。
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    僕は白い世界にいた。空には黒い星が瞬いている。


    知っている、見たことがある。この景色は――。


    ふと右手に柔らかな感触を覚え、視線を下に向ける。


    「――――」


    そこには小さな女の子が立っていた。何な故ぜか僕と手を繋つないでいる。こちらを見上げて喋しやべりかけるかのように口が動くが、声は耳に届かない。


    「――――？」


    誰だっけ？　僕は彼女にそう尋ねようとするが、それも音にならなかった。


    頭がぼんやりしていて思い出せない。この子もこの風景も知っている気がするのに。


    「――――」


    女の子は悲しげな表情をして音にならない言葉を紡つむぐ。こんなに近くにいるのにひどく遠い。声も心も届かない。唯一確かな繋がりは右手だけ――その腕がくいくいと引かれる。僕が「なんだ？」と口だけを動かして尋ねると彼女は視線を動かした。


    「！」


    驚く。まるで今現れたかのように、そこには大きな門が存在していた。内側に闇やみをたたえた牙きばの門だ。よく見れば女の子の左手は門の中へ消えている。


    「―――！」


    また彼女が何かを告げた。こちらを強い眼差しで見つめ、口を大きく動かして必死に何かを伝えようとしている。僕は彼女の意図を察して口の動きをじっと見つめる。


    三文字だ。お……ん……べ？　違う……何て言ってる？


    繋いだ右手に力が込められる。僕も強く握り返した。その瞬間――。


    



    「よんで！」


    



    頭の中にとても懐かしい声が大きく響き、僕が全てを思い出した瞬間――景色が爆発したかのように白く染まった。
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    「由ゆ衣い！」


    　叫び、僕は右手を伸ばす。だがその腕は空を切る。


    「あ、れ――？」


    　目の前には暗い天井。白い空も、黒い門も、消え失せてしまった。体を起こし周囲を見回せば、そこは殺風景な見慣れぬ部屋。


    「夢、か」


    　由衣の夢を見たのはいつ以来だろう……もしかしたら一ひと月つきぶりかもしれない。だけど夢とは思えないほどの感触が右手に残っている。それにあの夢は以前見たことがあるような――。


    「ん……啓けい介すけ、くん？　あれ、ここは？」


    　傍にあるベッドからもそもそと音がし、友とも月づきの声が聞こえた。ようやく昨夜の記憶が蘇よみがえる。


    「悪い、起こしちゃったな。実はあれから――ってうわぁっ！」


    　今の状況を説明しようと、友月のほうを向いた僕は叫ぶ。彼女は上半身を起こし瞼まぶたを擦こすっていた。しかし問題はその行動ではなく、今彼女の服が全て乾燥中ということにある。


    「どうしたの？　え――あれ……私、は、はだか？　きゃあっ！」
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    　自分の状態に気づいた友とも月づきは裏返った声で叫び、シーツをかきあげて前を隠した。


    「な、なんで？　それに啓けい介すけくんも……」


    　顔を赤くして僕を見る友月。そこで僕も自分の格好を思い出す。毛布は被かぶっているものの、体はバスタオルを巻いただけの半裸状態。まずい。これは非常によくない連想を抱かせる。


    「ち、違うんだ。いいからまず落ち着いてくれ。そう、昨日のことを思いだすんだ。こうなったのには色々――」


    　慌あわてて立ち上がり友月をなだめようとするが、その勢いではらりとバスタオルが剥はがれ落ちた。


    「あ」


    「～～～～～っ！」


    　半パニック状態となり、布ふ団とんの中に頭まで潜もぐり込んで出てこなくなった友月を説得することができたのは――それから約三十分後のことだった。


    



    



    「――と、いうことなんだ」


    　ようやく平静を取り戻した友月に僕は昨夜の出来事を話し終える。陽ひ名なちゃんとの会話もできるだけ詳しく伝えた。


    「そう……あの子が……。ごめんなさい、取り乱して。そんな場合じゃ……なかったのね。それで啓介くんは、これからどうするつもり――なの？」


    　首から下をシーツでしっかりと隠した友月は僕に尋ねる。


    「――僕は……行く。アリッサがそこにいるなら、行くしかない。無む謀ぼうかもしれない、でもやりようはあるはずだ。それに陽名ちゃんは来るなって言ったけど、本当は止めて欲しいんだと思う。そうじゃないとあんなことを教えたりはしない」


    「だけど……罠わなかも、知れないよ？　私、今だから分かるけど……あの子に動かされていた気がする。交わした言葉は少ないのに――心をとても揺さぶられた」


    　確かに陽名ちゃんはその言葉で友月の止まっていた時間を動かした。あの日から友月が妙な夢を見るようなったことにも、関係があるかもしれない。


    「まあな――そういう可能性はあるさ。だけど……それでも――」


    「……わかったわ、啓介くん。もう止めない。一緒に作戦を考えましょう」


    「一緒にってことは……？」


    「ええ、私も――行く。私が何の資格を持っているかは、知らない。でも私に選べる《力》があるなら、逃げるわけには――いかないよ」


    　そう言って友月は微ほほ笑えむ。揺るがない強い決意が感じられた。まったく……罠かもしれないと自分で言ったくせに……。


    「けど作戦か……やりようはあるはずって言ったけど、正直まだ何も思いつかない。たぶんあいつらはまだこの地区を封鎖しているはずだ。加えて今いる場所は恐らく奴らの拠きよ点てん近く。うかうかと外にも出られない。動けるようになるのはきっと儀式ってやつが始まる寸前だろうな。これじゃ先回りもできやしない」


    　現状を分ぶん析せきしながらそう告げる。カーテンの隙すき間まから覗く空は曇っていて現在の時刻は判然としないが、恐らくまだ午前中。考える余よ裕ゆうはあるものの、行動に使える時間はひどく少ない。


    「なら一つ……私に案があるの。聞いてくれる？」


    「本当か？」


    　友とも月づきは頷き、真ま面じ目めな顔をしてとんでもない作戦を提案した――。


    



    



    「無茶だ！　友月にそんなことさせられない！」


    　僕は彼女の申し出を即座に拒絶する。


    「でも、これが最適の選択だと思う。それぞれができることを考えたら……これしかない」


    「けど……こんなの友月が――」


    「大丈夫、私は負けないから」


    　それは昨日の黒い風を言っているのだろうか。確かにあの力は冬ふゆ上がみたちを圧倒したが……。


    「あんなに嫌がっていたのに、あいつを受け入れるのか？」


    「そうじゃない、よ。そんなことをしたらきっと、私は私じゃなくなるから。信じて啓けい介すけくん。私は負けないし、絶対に死なない。そして――誰も殺さない」


    　何か昨日と様子が違う。内側から侵食するモノに怯おびえるばかりだった友月ではない。


    「どうしてだ？　なんでそう言い切れる？」


    「私、夢を見たの」


    　夢……友月もか。右手の感触を思い出す。


    「いつもの凄せい惨さんな夢だった。前に話した、人を喰らう夢。たぶんあれは――あの人の意識。だけど……その向こう側を、一瞬だけ感じることができたの」


    「向こう側？」


    　理解できずに問い返す。


    「上手く説明できない……だけどきっと届く。そしてこれは、私の戦い、なの。彼女は私がなんとかしなきゃいけない。だからこの役目は私に任せて。啓介くんは啓介くんの戦いを、して」


    「僕の……戦い」


    「アリッサさんを、取り戻すんでしょ？」


    「――ああ」


    「だったら……ね？」


    　柔らかく微ほほ笑えんで友とも月づきは僕を促す。


    「……本当に、絶対だな？　負けないんだな？」


    　僕が問うと、彼女はすっと小指を差し出してきた。


    「そうか……」


    　僕は頷いて小指を絡める。


    「わかった、約束だ。僕も――負けない」


    



    
      ＊

    


    



    　街はざわめいていた。


    　人が豆まめ粒つぶほどにしか見えない高みから見下ろしてもそれを感じた。


    　刻ときが訪れるまでもう少し。今日は一日が過ぎるのが早い。昇ったばかりと思っていた太陽はもう沈みかけている。照りつける赤い光はまるで街が血を流しているかのようだ。


    　皆、何かを感じている。今日が特別な日だということを、理解している。


    　しかし今日起こることを誰一人正しく想像することはできないだろう。


    　黒いローブを纏まとった影が誰の目も届かぬ高みで笑う。正体の知れぬ不安に怯おびえる街を見下して。


    　全ては予定通りの軌き跡せきを描いている。


    　己が思うままに、願うままに、事態は動く。


    　牙きばを無くした狼は射殺され、魔女は憎しみに飲まれ闇に堕おちるだろう。


    　道は既に在り、彼らは自覚なく歩んでいく。


    　もうすぐ――望みが叶う。


    　今こ宵よい、この街は――死ぬ。


    　影は笑みを深くする。


    　しかしどうしてだろう。笑えば笑うほど胸の内には虚うつろが満ちる。


    「――」


    　乾いた笑い声が影の口から小さく漏れたが、風に巻かれ……すぐに消えた。
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    第四章　願う赤色、掴む両手


    



    　　　　　　　１


    



    　僕と友月、それぞれの戦いが――始まる。


    



    　　　　　　　＊


    



    　街に満ちる黒。大地は暗く、曇った夜空はやけに赤い。雲に覆おおわれた星々の代わりに電光が街に瞬いているが、夜が更けるに連れて、少しずつ、少しずつ、数を減らしていく。


    　僕はそんな景色を地上からも天からも遠い場所で眺めていた。


    　真下を見下ろせば足が竦すくむ。ここは駅ビル裏手の非常階段。ビルの壁面に申し訳程度に取り付けられた吹きさらしの通路。階数で言うとちょうど十階部分。もう一階分昇れば屋上だ。


    　雨はようやく止んだものの、鉄製の階段は濡れてやけに滑る。手すりに掴つかまらなければろくに動けもしない。


    　そろそろ……か？


    　僕は耳を澄まして《時》を待つ。


    　アパートを出たのは日が沈んでしばらくしてからだった。だが冬ふゆ上がみの執念は凄すさまじいと言うほかなく、駅裏からの道にはまだ一人ずつの見張りが残っていた。さすがにまだ捜索を続けている人間はいないようだったが、結局時間ギリギリまで足止めされることになり、彼らが引き上げて、駅で時間を確認すれば既に零れい時じ過ぎ。僕は友とも月づきとそこで別れ作戦通りに待機していた。


    　それにしても……こんな場所で何かをやらかそうなんてな。


    　陽ひ名なちゃんと最初に出会ったこの駅ビルはまさしく街の中心。終電後はぱったりと人ひと気けが途絶えるため、盲点とも言える場所だが……。


    　引き上げた見張りの後を尾行したところ、彼らは大階段の五階部分に集合していた。ビルの中央を抉えぐり屋上まで続く大階段だが、五階部分のみイベント用の広い空間があるのだ。つまりこの階段は観客席としての意味合いも兼ねて作られていたりする。


    　もちろん今回行われるイベントはとても楽しめるようなものではないだろうが。


    『――』


    　ふと、集中していた耳に声が届く。それに続いてわずかな歓声。


    　集会が始まった。


    　僕は「よしっ！」と呟くと階段を屋上まで昇りきり、慎重に階下を見下ろす。五階部分の広場に集うのは百人近くの人々。昨日よりさらに増えている。ろくに明かりがないためはっきりとは見えないが、広場の中心に立つ誰かを囲んでいるようだった。


    　アリッサ――。


    　取り戻すべき少女の名前を心の中で呼ぶ。するといつかのようにクンッと引っ張られるような感覚があった。間違いない、アリッサは近くにいる。ということはあのスパロウという奴も――。


    　飛び出したい気持ちを抑え、僕は身を伏せる。


    　まだだ――まだ僕は、動いてはいけない。


    



    　　　　　　　＊


    



    　上から聞こえてきた歓声に、私は階段を昇り始めた。一段一段、高く足音を響かせて。


    　歯を噛かみ締めて、拳を握って、踏み出す足に力を込めて――震えそうになる体を押さえつける。


    　思い出すのは私を射抜く冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えの瞳。あんなに恐ろしいものだとは知らなかった。以前の私には力があったから、憎しみはあっても恐怖はなかった。私――友とも月づき未み由ゆが忘れていた、忘れようとしていた、力なくただ弾かれるだけだった日々。幼い頃、人形のようだった病院での毎日。そんな過去の自分に戻ってしまったかのようだった。


    　でも、違う。同じじゃない。気づいたから、私はまだ失なくしていないことに。


    　それに彼がいる。私の世界を変えてくれた彼がいる。だから今の私は、憎むことしかできなかった私じゃない。


    　カツン、カツン、カツン――。


    　三階近くまで来たところで、五階広場の端にいた彼らの一人が足音に気づいてこちらを見た。私が睨にらみ返すと、怯ひるんだ表情をして慌あわてたように集団の中へ駆け込んでいく。


    　そして――。


    　ザァァァァァァァァァ！


    　まるで雪崩なだれのようだった。何十人もの人間がいっせいに大階段を駆け下り、私を包囲する。


    「――来ると思っていたわ。いいえ……来て欲しいと願っていた」


    　その中から頭に包帯を巻いた少女が歩み出る。冬上雪絵だ。あの怪け我がは恐らく私が負わせてしまったものだろう。


    「もう、逃げるつもりはないようね。逃げたくても逃げられないでしょうけど」


    　昨夜の余よ裕ゆうある笑みは消え、ただ真剣な顔で彼女は私を見つめる。


    「そうね、私はもう、背中は見せない。だって……負けないから」


    「この人数を前によく言ったものね。いいことを教えてあげましょうか？　昨日までは私のように選ばれた人間しか《魔法》の使用を許されていなかったの。でも今は違う、《黒こつ血けつの徒と》全員が呪文を授かったわ。この前のようにはいかないわよ」


    「関係、ない」


    　むしろ望ましいほど。何な故ぜなら私が啓けい介すけくんに提案した作戦は――。


    「ふふっ、あははははっ！　いいわ、だったら叩き潰つぶしてあげる！」


    　彼女は折りたたみ式のナイフを取り出すと自分の手首を浅く切り裂く。そして流れ出る鮮血をそのままに小さく呪文を唱え始める。


    　そう、私の作戦は至し極ごく単純。彼らを可能な限り自分に引き付けること。それが役割。


    　まさに囮おとりだ。でも絶対に死んだりしない。負けは、しない。


    　彼と結んだ小指の感触を思い出しながら目を閉じ、私は神さまに祈り始めた。


    



    　　　　　　　＊


    



    　――っ！


    　広場にいた奴らが一いっ斉せいに動き出たのを見て、僕は駆け出す。足元に注意を払いながらも長い階段を飛び降りるように下る。


    　目的はただ一つ。アリッサをこの右手で解き放つこと。


    　友とも月づきがあいつらを引き付けている間に……。


    　階段が一度途切れる五階部分の広場からは、見事に人がいなくなっていた。だが水晶柱など見当たらない。くそ、どこだ？


    　距離を詰めながら目を凝こらす。すると広場の中央付近に台座らしき黒い箱が置かれているのを見つけた。先ほど中央に立っていた誰かが乗っていたものだろう。


    　怪しいのはあれぐらい、か。


    　確証はないが、躊ちゆう躇ちよしている時間はない。僕は五階の広場に辿たどり着くと、その箱目掛けて走る。そしてそれに手をかけるが――。


    



    「違いますよ、啓介さん。それはただの台座です」


    



    　はっとして振り向く。誰もいなくなったと思っていた広場の端。階段に座る小さな影。ブカブカの黒いローブを頭から被かぶり、こちらを見つめる一人の少女。


    「陽ひ名なちゃん……」


    「来てしまったんですね。友月さんは陽動ですか……確かに効果的ですが、その選択は間違いです。こちらに来るべきは彼女でした」


    　陽名ちゃんはそう告げると立ち上がり、ローブを引きずりながらゆっくりと歩いてくる。


    「あいつはどこだ？　アリッサが――僕が助けたい人がここにいるっていうのは嘘うそだったのか？」


    「いいえ、ちゃんと近くにいますよ。儀式の後で必要になりますから。ただ、啓介さんに触れられては困りますからね。ちょっとした場所に隠してあります。ほら――おいで」


    　彼女は上を向いてそう呟いた。


    



    　びちゃんっっ！


    



    　その途端、僕と彼女の中間に何かが落ちてきた。粘ねん着ちやく質しつな湿った音が響く。


    「これ――は……」


    　目の前で蠢うごめく、赤い水滴。いつか見た、正体不明の怪物。しかもあの時よりも数倍大きい。だが何よりも驚くべきなのはその内側に――。


    「アリッサ！」


    　ぶよぶよと形を変える透けた表皮の向こうに水晶の柱が、アリッサの姿があった。


    「啓けい介すけさんの腕は届きません。だから言ったじゃないですか、何もできないって」


    「陽ひ名なちゃん……本当にきみは何者なんだ？　そしてコイツも……まるでこれじゃきみが――」


    　僕がそう問うと彼女は諦めたような笑みを見せて口を開いた。


    「啓介さん――世界には《鳥》になろうとする人たちがいるのですよ」


    「と、り？」


    　訳がわからずに問い返す。


    「人の枠を飛び越え、高みを目指し、次の世界へと至ることを望む《鳥》たち。そんな彼らが集う巣を《群れクラウド》と呼びます。世界に残る最後の――そして最大の魔術結社。幼いころわたくしは《鴉クロウ》に拾われ、《群れクラウド》の一羽となりました」


    　魔術組織――アリッサが警戒していた脅きよう威いの一つ。


    「しかし《鴉クロウ》はあるとき《群れクラウド》を離れ、飛び立ち、行方ゆくえ知れずになってしまいました。誰もが死んだと言いました。けれど《鴉クロウ》は――あの人は戻ってきた。しかもはるかな高みまで辿たどり着いて。嬉うれしかった……わたくしは連絡を密かに取り、喜んで彼の特別な《糧かて》となりました。でも――さらに上を目指そうとした彼は翼を折られ、地に堕おちた……」


    　その話は一人の男を思い出させた。魔術組織を利用し方はこ舟ぶねに辿り着き。魔術を簒さん奪だつした男。


    「まさか――その《鴉クロウ》って……」


    「ええ、啓介さんもよく知っているはずです。名は陣じん＝海かい道どう＝ロームウェル。わたくしにとって唯一の家族。兄さんと呼ぶ一番大切な人。あなたが滅ぼした存在です」


    　目を細めて僕を見つめる彼女。


    「だけど勘違いはしないでください。わたくしは啓介さんを恨うらんではいません。障害を飛び越えることができないのは、己の力が足りないゆえ……そう教えられてきましたから。許せないのは――自分です。兄さんの力になれなかったことが、何より悔しい」


    　彼女は自分の体を抱きしめ、言葉を震わせる。


    「終わった――そう思いました。繋つながった《道パス》から、兄さんが消えていくのを感じました。そのときわたくしは、遠い遠い国にいて何もできなかった。ただ、祈るしかなかった。だけど奇跡が起こったのです。わたくしの祈りは兄さんを呼び寄せた！」


    「呼び寄せ……？」


    「ええ！　その時わたくしは《高次存在ヴイナー》になった彼の魔術を無意識に使ったのです。《召霊サモン》と呼ばれる魔術の最高位を。啓けい介すけさん――見てください」


    　そう告げて彼女は目を見開く。その瞳がわずかに光を放ち、色を変えていく。黒から――青へと。


    「兄さんはわたくしの中に宿りました。砕かれたカケラの一部に過ぎませんが、この体には兄さんがいるのです。啓介さん、わたくしの《群れクラウド》での呼び名、教えてさしあげます――」


    　バキッ、ビギバギッ！


    　妙な音を立てて、彼女の体が歪ゆがむ。ローブの内側が膨ぼう張ちようしていく。なんだ、これは――まるで僕の右手が狼に変じたときのよう。


    「兄さんを《表》に出すと、わたくしは少し残ざん酷こくになってしまいます。けれど……こうでもしないと、啓介さんを殺せそうにないですからね」


    　澄んだ声が次第に掠かすれていく。老ろう婆ばのようにしわがれた声になっていく。彼女の顔は内側からあふれ出てきた闇に飲まれ、青い相そう貌ぼうだけが残る。


    「私わたくしの名は――《雀スパロウ》。鴉からすに育てられた黒い雀すずめ。話し方は変えていましたが……私のこと、もちろん覚えていますよね？」


    　まさか――そんな！


    　目の前に立つ黒こく衣いの異形に僕は言葉を失う。陽ひ名なちゃんが、あのスパロウ？


    「ふふ、醜みにくい姿でしょう？　兄さんのカケラを寄せ集めただけではこれが限界。断片的に記憶を共有することはできましたが、私は兄さんになれなかった。だから彼を再び《神》として誕生させる儀式が必要なのです」


    　左右で長さの違う両腕を広げ彼女は語り、傍で蠢うごめく血の塊かたまりを愛しそうに撫なでた。


    「これは街に残った兄さんの残ざん滓しです。私がここに来たことで活性化し、自身が存在するための媒ばい介かいを求め、人を襲っていたのでしょう。兄さんは《高次存在ヴイナー》として具ぐ象しよう化するため《血液》を使っていましたから」


    「やっぱりそいつが、連続してる変死事件の犯人だったんだな……」


    「ええ。本能――食欲でくるう困った子です。私でさえ手に余ります。本来の自分が実体化するにはまだまだ媒介が足りなくて飢え続けているの。今から私たちはね、この子をもっと肥大化させて――街に放つんです」


    「なっ……！　陽名ちゃん――自分が何をしようとしてるのか分かっている、のか？」


    　もはや表情も分からない彼女に問いかける。


    「もちろんです。それに驚くことはないでしょう？　昨日予言は聞かせたはずです。今こ宵よい、世界は血に沈む。全ての民は糧かてとなる――まさにその通り。寝静まった夜の街を飢うえた神が蹂じゆう躙りんし、世界はその存在を知るでしょう。それにより兄さんは《高次存在ヴイナー》として存在の確固さを得て、搾さく取しゆした膨ぼう大だいな《血》を媒ばい介かいに完全な形で具現化します」


    「――っ……どれだけの人が犠ぎ牲せいになると思ってるんだ！　そんなことっ……」


    



    　ゴッ！


    



    「ぐあっ！」


    　赤い水滴から突如として触手が伸び、僕をなぎ払う。とっさに腕でガードするが、体ごと吹き飛ばされ、階段ギリギリまで転がる。


    「つぅっ……！」


    　腕を押さえてよろよろと立ち上がる。


    「分かっていないですね。啓けい介すけさんにはどうすることもできないんです。可能性があったのは友とも月づきさんだけ」


    「何な故ぜ……友月、なんだ？」


    「友月さんは私以外で唯一、ただの《糧》から昇格した人だから……。兄さんは友月さんを自分の手て駒ごまとして使う際、もう一度正式な《ルゥトの儀》を行い《道パス》を強化させました。それにより他の《糧》よりも上位の同調者となった彼女は特別な存在なんです」


    「……特別？」


    「兄さんが自我を無くしている今、私たちが兄さんの力を管理できるのですよ。さらに《道パス》を通して他の《糧》へ意識干かん渉しようも可能です。私はそれを使い彼らをこの街に呼び寄せました。ですがもう一人の管理者が兄さんを拒絶していては、振るえる力は半分以下。正式な同調者である彼女は兄さんの一部でもあります。ですから殺すわけにもいきません……受け入れてもらう必要があるのです」


    「まさか……そのために冬ふゆ上がみを？」


    「察しが――いいですね。ですが手遅れです。きっともうすぐ彼女は兄さんを受け入れ、雪ゆき絵えさんを……殺します」


    　僕はちらりと階下に目をやる。分厚い人垣の中、友月が冬上と向かい合っていた。何か攻撃を受けたのか、友月は膝をついている。そしてその体から黒い霧きりのようなものが漂い出していた。


    「こうなるように仕組んではいましたが――《見えた》通りになるのも、つまらないものです。気の迷いで少し余計なことをしてみても……運命は変わらなかったですね」


    　全てが予定通りに進んでいるはずなのに、どこか落らく胆たんしたような口調で彼女は呟いた。


    「ダメだ……ダメだ友とも月づきっ！」


    　叫ぶ。だが再びゴゥッと触手が僕の体を打ち据すえ、最初にいた位置まで転がり戻ってしまう。


    「うっ……がはっ！」


    　今回は防ぐ暇がなくモロに入ってしまった。視界がグラグラと揺れ、意識が霞かすむ。


    「啓けい介すけさん、もう無駄ですよ。チャンスはあげました。ですがあなた達はそれを生かせなかった。私を止めることができなかった。それで終わりです。おとなしく――運命に飲まれなさい」


    　巨大な何かが近づく気配。血けつ臭しゆうが濃くなる。立ち上がれないまま、死の予感を覚える。


    　このまま、終わる――のか？


    　いや……だ。


    　右手に力を込める。何も――何一つ出来ないまま死ぬのだけは許せない。自分を絶対に許せない。


    　せめてアリッサまで届く――力があれば……！


    



    『――よんで――』


    



    　声が、聞こえた気がした。


    　そしてふいに何も掴つかんでいないはずの右手に感触が生まれる。柔らかく小さな手を握っているかのような感覚。まさか――。


    「由、衣？」


    　霞む視界に、白い世界と妹の姿が重なる。まるで昨夜見た夢の続き――。


    



    『チカラなら――ここにある。あたしが繋いであげる』


    



    　由ゆ衣いの声が再び響き、目の前に闇を湛たたえた牙きばの門が現れる。重なる景色の中、現実よりもリアルに聳そびえ立つ門に僕は背筋が震える。


    



    『だから――よんで！　カタチを、オモイを、ネガイをつたえて！』


    



    　そうか……力がなければ、借りればいいんだ。僕には、繋がりがあるんだから。


    　自分がすべきことを理解する。いつか、アリッサは言った。


    　魔術は――創れるのだと。


    「くっ！」


    　僕は右手を門に伸ばし……言葉を、紡つむぐ――。


    



    　　　　　　　＊


    



    　私は――神さまに祈る。


    　意識を伸ばし、心を広げて――願う。


    　以前は簡単だった。目を閉じれば、その存在をとても近くに感じた。


    　赤く、強く、猛たけ々だけしく、そして哀しい私の神さま。私によく似た孤独な王さま。


    　しかし今は、いくら求めても黒い壁があなたを阻はばむ。


    「凍れる標本フラストジーニー！」


    　ガンッ！


    「あぅっ！」


    　飛んできた拳こぶし大だいの氷ひよう塊かいに頭を打たれ、私は膝をついた。


    　また――届かなかった。


    「どうしたの友とも月づきさん？　負けないだなんて啖たん呵かを切った割りにはさっきから棒立ちじゃない」


    　垂れてきた血を手で拭ぬぐい、ギシギシと痛む頭を押さえながら冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えを見上げる。手首から血を流しながら、冷えた瞳で私を突き刺す彼女。


    　私に痛みを与え、悪意を向ける敵。


    　ぞわ、と心の奥底から憎しみが沸き起こる。するとそれに応えるかのように黒い力の本流が私の中に流れ込んだ。そして私から溢あふれ出すかのように黒い霧きりが周囲に満ちていく。


    　彼女が怯おびえたように私から距離を取り、人垣も大きく広がる。


    「っ……！」


    　違う！


    　私が欲しいのはこんな力じゃない。私が祈ったのはこんな神さまじゃない――。


    　入り込もうとしていた禍まが々まがしい意識を拒絶し、押し戻す。


    「――今の目、よかったわ。とても、とても怖かったわよ友月さん。私はその目を――踏み越えるの！」


    　彼女はそう告げると、血を私の足元に振りまいてから呪文を唱え始める。


    　まずい、次の攻撃は本気――。


    　私は焦あせりながら、再び祈る。


    　どうして……どうして届かないの？　あの人――ジンがまだ存在しているのなら、私はまだ繋つながっているはずなのに。


    　昨日見た夢を思い出す。私を包み込み、侵おかそうとする黒い濁だく流りゆうの向こうに垣か間いま見みた赤い景色。


    　瓦が礫れきの街に立つ紅くれないの巨人。滅びた世界で嘆く王。


    　見えたのに、何な故ぜ声は届かない？　あの人が邪魔をしているから？　それとも――私が変わってしまったから？


    　だけど昔のように憎んでは――あの人に取り込まれるだけ。でも……でも、このままやられるぐらいなら、いっそ……。


    「――ダメだ友とも月づきっ！　がはっ！」


    　耳に啓けい介すけくんの声と――悲鳴が届いた。はっとして顔を階段の上を見ると、彼が何か鞭むちのようなもので弾かれ、奥に転がっていったところだった。階段が急なため、ここからでは五階の広場で何が行われているのか見通せない。


    　しかし作戦通りに事が運んでいないのは明白だった。助けに向かいたいが、この状況ではそれは不可能。


    　私は、何を――してるの、よ。


    　腹立たしい。彼との約束を守れていない自分が。


    　負けそうになってる場合じゃ……ない、のに！


    　怒りが心を満たす。その瞬間――。


    



    『――――ォォォォォォォ……』


    



    《嘆き》が、聞こえた。


    　まさか今のは――どうして？


    　そこで……気づく。思い出す。今の自分に欠けているのは何なのか。かつて心を焼き尽くすほど滾たぎっていた感情がなんなのか――。


    　憎しみなんかじゃ、ない。そんなちっぽけなものを灰にする――。


    



    「凍れる標本フラストジーニー！」


    



    　彼女が腕を振るい氷の礫つぶてを放つ。それと同時に、地面に撒まかれた血けつ痕こんからつららが伸び、私を貫つらぬこうと迫る。


    　……冬ふゆ上がみさん。私、やっと――どうすればいいのか、わかった。私があなたに向けるのは、憎しみでも、後悔でも、哀れみでも――ない。


    　私は目を閉じると、もう一度祈る。黒い壁の向こうへと、あふれ出る感情を束ね、呼びかける。


    　また私と一つになろうと侵入してくる真っ黒な濁だく流りゆう。けれど私はそれを無視して、さらに願う。心を……重ねる！


    



    『オオオオォォォォォォォォッ！』


    



    　怒り、嘆く声が黒を引き裂き――赤い輝きが瞼まぶたの裏に溢あふれた。


    　あなたは私を傷つけた。そして彼を――私の一番大切な人も壊そうとした！


    「そう――だから私はただ……怒ればよかったのよっ！」


    　目を開け、私は声の限り叫び、感情のままに《力》を爆発させた――。
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    　由ゆ衣いの言葉に従い、僕はそのカタチを言葉で編み上げる。アリッサの呪文を真ま似ねて、呼びかける。


    「喰らうは――心。界の狭はざ間ま、星を阻はばむ牙の門。空を閉ざす天の牢ろう……」


    　グンッと右手の先にある門が近づく。僕に迫る死の脅きよう威いも、重なる景色の中で距離を縮めていたが気にしない。


    「飢え、猛たけり、狂うのは――満たされることなき、魔なる狼」


    　カタチの中にあるオモイを紡つむぐ。あと少し、あとほんのちょっとで――届く！


    「啓けい介すけさん、何をブツブツと言っているんですか？　最後の言葉を遺のこしたいのならはっきりおっしゃってください。私わたくしにとって――《初めての》友達だった人の言葉です。いつまでも、覚えておきましょう」


    　陽ひ名なちゃんがどこか優しい口調で告げる。だけど僕は遺ゆい言ごんなんて口にしない。声にするのは力を求めるネガイの言葉。


    「鋭き牙きばは、世界を抉えぐれ！　底なき口に、全て飲み干せ！」


    　そしてとうとう指先が――触れた。門の内側に満ちる、虚無に。


    



    　パァンッ！


    



    　景色が弾ける。触れた途端、門は消え去り、二枚重ねだった景色は現実のみのモノとなる。右手の先にあるのは大きな血の雫しずく。僕を糧かてにしようと太い触手を伸ばしていた。


    　僕は――笑う。


    　あきらめの笑みではない。何な故ぜなら今、あの門は――僕の内側にあるのだから！


    　叫ぶ――現実を侵おかし、覆くつがえす、呪いの言葉を。奇跡を形にする引き金トリガーを。


    　さあ、相応ふさわしい名を――くれてやる！


    



    「貪れ魔狼デイバウアーっ！」


    



    　右腕の《感覚》が膨ふくれ上がる。見た目は何も変わらない。腕が変質し狼おおかみのあぎとが開くこともない。だけど――感じる。今、僕の腕は巨大な《牙きば》なのだと。右手の周囲に暗い影が蜃しん気き楼ろうのように揺れる。分かる――この影が、輪りん郭かく。


    　僕は目前に迫った触手を蜃気楼の腕で――掴つかむ。


    



    　ブツンッ！


    



    『――――ッィィィイィッィィィ！』


    　握りこんだ部分が消えうせ、血の雫しずくは鳴き声ともつかぬ異様な音を発して前進をやめる。


    「な、なにをしたんですか、啓けい介すけさん！」


    　化け物の後ろで動どう揺ようする彼女。


    「ごちそうに――なってもらったのさ……飢うえた狼のね」


    　ふらつきながらも立ち上がり、僕は告げる。


    「陽ひ名なちゃん……悪かった、失望させて。でも、ここからが……戦いだ。ちゃんときみを――止めてやる」


    　そう宣言した瞬間――階下から赤い、赤い、火柱が立ち昇った。
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    　ゴウッ！


    　私の前に炎が渦うず巻まく。氷の礫つぶても、鋭いツララも私に届く前にことごとく蒸発した。


    　ようやく分かった。怒りは憎しみとは違う。近いけれど、異質なものだ。罪悪感で自分の心に蓋ふたをしていた私は怒りを澱よどませ憎しみに変えていた。心を燃やすことを忘れていた。


    「私、やっと――思い出した」


    「あは、あはははははははっ！　とうとう本気ってわけ？　いいわよ、それを待っていたんだから！　もう手加減はなし――全員、呪文を唱えなさい」


    　冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えがそう叫ぶと、私を囲む人々は――指に歯を立て、爪で皮ひ膚ふを抉えぐり、思い思いの方法で自らに傷をつける。


    「与えるは絶望。全てを見下す黒き翼、青き瞳。奪い尽くす血ち塗まみれの鴉からす……凍いてつきし抜け殻がらは、略奪の――」


    　唱和する呪文。恐らく全員が私に向けて致ち死しの一撃を向けてくるだろう。私の祈り――未定義魔術では対応できないかもしれない。


    　だったら――。


    『奪うは幸福。眩くらき赤の満ちる底、痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王――』


    　心の中で呪文を紡つむぐ。声に出す必要は感じなかった。だってこんなに近くにいるのだから。怒りも嘆きも私は理解し、心を重ねているのだから。


    『震え、のたうち、彼の日を忘れず、永えい劫ごうに苦しむ者――怒りと嘆きを我に託たくせ。汝なんじに代わり赤き剣を振り下ろそう――』


    　私が三節の呪文を紡ぎ終えるのと同時に彼らの魔術も完成する。


    「凍れる標本フラストジーニー！」


    　血の雨が、矢に、礫つぶてに、槍やりになり降り注ぐ。さらにいくつかの氷は寄り集まり、私を押しつぶすほどの氷ひよう塊かいになる。これでは一度の炎で溶かしつくすことはできそうにない。


    　でも、負ける気は――しない。


    「嘆きの炎剣ハラコースト！」


    　声に導かれ、力が具ぐ象しよう化する。私の右手に炎を纏まとった剣が現れる。巨大な生物の骨から削り出したかのような幅はば広ひろの曲刀で、とても自分の細腕で扱える代しろ物ものには見えないが――重さは感じない。


    　その剣を一振りすると熱波がほとばしり、全方位から迫っていた氷の凶器は融ゆう解かいし、軌き道どうを変え、弾き飛ばされる。さらに余波の風圧が人垣を薙なぎ倒す。炎えん剣けんの熱風は精神こころを焼く。ゆえに地に伏した信徒達は例外なく気を失った。


    　残るは頭上の氷塊。


    「やぁっ！」


    　ザンッ！


    　がむしゃらに剣を振り上げると、巨大な氷は両断され私を避けて地面に落ちた。


    　凌しのいだ――そう思った瞬間、私の目はこちらに駆けてくる冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えを捉えた。他の信徒を盾にしたのか、全くの無傷だ。


    「あああああああああああああっ！」


    　彼女は両手を振り上げて叫ぶ。


    「侵す氷原フリーズン！」


    　しまった――彼女だけ違う魔術を！


    　掲げた手の中にこちらの剣にも劣らぬ巨大な氷ひよう剣けんが生まれ、勢いよく振り下ろされる。


    　ジュワッ！


    　剣を合わせた瞬間、猛烈な水蒸気が発生し、視界を奪われる。しかし腕には手ごたえ。彼女の氷の剣は何な故ぜか一瞬で溶けることなく、こちらを圧迫してくる。


    「ふ、ふふ、友とも月づきさん。この魔法、血を氷に変えるのは同じなの。だけど効果は一瞬じゃない。私の氷は生まれ続けている。《代だい償しよう》を払い続ける限りいつまでも維持できるのよ。あなたの剣もそうじゃない？」


    　分厚い蒸気の向こう側から彼女の声が響く。


    　その通りだ、この剣は具ぐ象しよう化させている時間だけ心を削っていく。今も精神は磨ま耗もうし続けている。限界を超えれば、私は呆あつ気けなく気を失ってしまうだろう。


    「だから――これは力比べ。先に剣が消えた方が死ぬ。単純明快な戦い。そして私はもちろん――友とも月づきさんに勝つ！」


    　鬼気迫る声で彼女が叫ぶ。だけどもう怯ひるみはしない、《怒り》をたぎらせて叫び返す。


    「私も……私も、あなたには――絶対負けない！」


    　ごうごうと吹き荒れる水蒸気が周囲を包み隠していく中、私は両手で剣を握り締め《戦い》に挑んだ――。
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    「そんな――」


    　スパロウ――いや、陽ひ名なちゃんが呆ぼう然ぜんと炎を見つめている。


    「まさか、兄さんを完全に拒絶するなんて……同調を断ち切り、違う高次存在ヴイナーと繋つながるなんて――」


    　そうか……友月はジンに負けなかったんだな。


    「陽名ちゃん、どうやら仕組んだ通りにはいかないらしい。きみの願い通りだ――」


    「願い？　願いですって？　私わたくしの願いは一つだけ、兄さんを再さい誕たんさせること。それ以外に願いなんて――ありません！　それに……これは予想外でしたが、結果的には好都合。彼女が兄さんの上位同調者ではなくなったのなら、楔くさびはもうない。これで最後の儀式が行えます。兄さんの全てを呼ぶことができるのです！」


    　掠れた声で彼女は叫び、哂わらう。


    「何故世界中から兄さんの同調者を集めたか教えてあげましょう。彼らはまさしく《糧かて》となるために呼ばれた身。血の雫しずく――兄さんの躯からだを成長させる最高の餌えさとしてね。友月さんが塞き止めていては、いくら取り込んだところで半分までしかこちら側に出てこれなかったのですが、もう限度はありません。さあ、彼らを――」


    「そんなこと――させるかっ！」


    　体を震わせて動き出した血の怪物に、僕は駆け寄りながら右手を振るった。


    　揺らめく影の腕が――魔狼フエンリルの牙がその体を抉えぐり取る。


    『ィィィィィイィイッ――』


    　痛みに鳴く血の雫。僕はその前に立ちふさがり右手を構える。


    「僕が、止める。コイツをこの手で一滴残らず喰い尽くす！」


    「っ！　邪魔を――しないでください！」


    　その叫びと共に血の雫しずくから無数の触手が僕に向かって伸びた。


    　反射的に逃げようとする足を無理やり前に向け、走り出す。怪物に向かって。正面のものだけを掴つかみ消失させ、懐ふところにもぐりこむ。


    　目の前には大きな赤い壁。その向こう側には――あいつの水晶柱。


    　そうだ、まずはお前を取り返す！


    「アリッサぁぁぁぁっ！」


    　陽炎かげろうの腕をあいつに向けて伸ばす。ボコンッと怪物の中心が抉えぐれるが、まだ届かない。


    「このぉぉぉぉっ！」


    　一心不乱に腕を振るう。殺到する触手をまとめて削けずりとり、何度も何度も本体に右手を叩きつける。


    　ドンッ、ドンッ、ドンッ！


    　血の雫に開いた穴は、ほぼ一瞬で再生するが、繰り返せば繰り返すほど、全体が縮んでいくのが見えた。


    　だがもうすぐ水晶柱を包みきれない大きさになるというところで声が響く。


    「戻りなさい！」


    　雫はびちゃんっと音を立てて後ろに撥はね、陽ひ名なちゃんの隣に着地する。


    「その腕、思った以上に厄やつ介かいですね――この子が何日もかけて集めた血……無駄になってしまいました。魔狼フエンリルに似た恒こう常じよう型の魔術――確かに天牢ウオルフ＝ライエが四体目の高次存在ヴイナーならば、理論上その魔術を使うことは可能でしょうが……驚きましたよ。この子には少々荷が重かったようです」


    　彼女はそう呟き、そっと血の雫に触れた。


    「まずは余計なものを外に出しなさい」


    　その言葉に応えて、血の雫は内側からアリッサの水晶を吐き出す。


    「――震えていますね……体を容よう赦しやなく抉り取られてバランスを崩くずしてしまいましたか。仕方ありません、少し早いですが私わたくしのカケラを――兄さんの核を返しましょう」


    　ズッ――。


    　彼女の手が血の雫に沈む。そしてその部分から赤かった血が黒に染まり始めた。ビクンと雫の表面が揺れる。


    　黒の侵食が進むにつれて、陽名ちゃんの体は次第にしぼみ始め――元の小さな姿に戻った。だが代わりに雫は真っ黒に染まり、膨ぼう張ちようし、形を歪いびつに変える。


    『オオオオォォォオォォオォォォォッ！』


    　先ほどよりも《声》に近い咆ほう哮こうが轟とどろく。その姿は――歪ゆがんだヒトガタ。だが先ほどまでの陽名ちゃんよりも大きく、不定形に表面が蠢うごめいている。


    「――兄さん、お腹が空いているでしょう。ごめんなさい、まだ体が足りないのに……。でも大丈夫、糧かてはすぐ傍にありますから。すぐ食べに行きましょう。邪魔なあの人を――ご自分を滅ぼした啓けい介すけさんを、消してから！」


    『オオオォォオォォォオオォォォオオオオォォォォッ！』


    　黒いヒトガタが僕を睨にらんだ。相手には目などないが、確かにそう感じた。


    　吹きつける凄すさまじい殺意。憎しみに満ちた声。


    　こいつは――壊れてる。壊れてるけど……間違いなくジンだ！


    　肌でそれを理解する。


    『グオォォッ！』


    　壊れたジンが咆ほえると、その目の前に黒点が現れる。点の周囲にピシッと亀き裂れつが入り、空間が決壊するかのように黒い奔ほん流りゆうが溢あふれ出て、僕に向かってきた。


    　やばい！


    　避ける暇ひまはなく、右手を翳かざしてその濁だく流りゆうを受け止め、巨大な見えざる手で抉えぐり取ろうとする。だが――。


    　なんだこれ――握れない!?


    　掴つかめはするのに、それ以上指が動かない。まるで内側から抵抗する力が働いているかのよう。


    「無駄です。いくらフェンリルに似ていようとも、それは紛まがい物ものの《魔術》に過ぎないんですよ。兄さんを滅ぼしたときの牙きばには程遠いんです。だから《魔法》に敵かなうはずはない。ですがそれでも受け止められるのは大したものです。それを称えて、わたくしの手で終わりにしてさしあげましょう」


    　陽ひ名なちゃんは感情のない声で告げると手を翳す。


    　まさか、魔術を上乗せする気か？　今でさえ、じりじりと押されているのに。


    「与えるは絶望。全てを見下す黒き翼、青き瞳。奪い尽くす血ち塗ぬれの鴉からす――」


    　詠えい唱しようが始まる。それは僕にとって死への秒読みに等しい。


    　く、そっ！


    　願いは届き、力は手に入った。だけど、それでも足りないってのか！


    　陽名ちゃんの足元に転がるアリッサの水晶柱を見て、歯は噛がみする。


    　貸し一つとあいつは言った。なら、返さなきゃいけないはずだろ！


    　ふと、最後に左手を振ったアリッサの姿を思い出す。


    



    『――忘れないでケースケ。私たちは繋がっているんだから』


    



    　忘れては――いなかった。けれど今、その言葉が別の意味を持って脳のう裏りに響く。


    　繋つながって……いる？　まさか――でも……。


    　僕は何の役にも立っていない左手を見下ろす。右手と違い、左手には特別な何かなどないはずだった。だけど――そう、この腕にも意味はある。アリッサと繋いだ手だ。


    　出会った日、差し出された右手に僕は左手を重ねた。ひどく不ぶ恰かつ好こうな握手。


    　まだその手が見えない何かで繋つながっているというのなら――。


    「……わがままで、図ずう々ずうしくて、自分勝手な幽霊女！」


    　濁だく流りゆうを防いでいる右手の隣に左手も翳かざし、僕は叫ぶ。自分がどれだけ馬鹿らしいことをしようとしているのかは分かっていたが、一いちか八ばちだと開き直る。


    「世間知らずで、頑がん固こで、命令口調。偉そうで、容よう赦しやがない空飛ぶ非常識！」


    　あいつのカタチを現す言葉に限りはない。迷いなく僕は《呪文》を続ける。


    「だけど――誰より真っ直ぐで、ほんのちょっとは優しいところもある……ような気がする気まぐれ屋！　聞こえてんならさっさと出て来い、この馬鹿やろ――――――っ！」


    　そう、あの冷たいようでとんでもないお人ひと好よしの名前は――。


    「アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト!!」


    　その瞬間、僕の前に金色の光が溢あふれかえった。
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    　　　　　　　＊


    



    　炎と氷の拮きつ抗こうは続く。


    「ああああああああっ！」


    「――っ！」


    　冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えの剣が私を圧す。腕力の差ではない、氷が炎を侵おかしているのだ。


    「――友とも月づきさん、私は……勝つ。私は、敗者になるわけには――いかないの！」


    「どうして……そんなに――？」


    　水蒸気の向こう側から聞こえた彼女の声に、憎しみ以上の何かを感じて私は問う。


    「私は、《上》に立ち続けなきゃ、駄目なのっ！　《下》に落ちたら全部無くすの！　あなたとは、違う。揺るがないものを持つ、あなたとはっ！」


    「――揺るがない、もの？」


    「裕福な家に生まれたあなたは、何もしなくても高い場所に立っている。それなのに何も持っていないかのように、まるで弱い存在みたいに振る舞う！　魔法なんて二の次、私はね、あなたのことが最初から気に入らなかった！」


    　その言葉に怒りが、滾たぎる。


    「勝手なことを――言わないで！　何も……何も知らないくせに――私があの家に生まれたことで味わった不幸がどれほど、か」


    　冷たい病室の天井と叔お父じの顔が閃せん光こうのように脳のう裏りに弾ける。


    「じゃあ、友月さんは私の不幸を――知っているのかしら？　私もね《家》は相当なお金持ちなの。だけど私はそこに生まれていない。子供のいない彼らが将来のために投資した養よう子しの一人。壊れれば簡単に――見限られる！」


    　病院に入院した彼女を引き取るどころか、一度も見舞わなかった家族。その理由がようやく分かる。


    「……そう、ね、今の今まで、そんなことは知らなかった。私より不幸じゃない、なんて言わない。だけど、あなたに、私の味わってきたモノの否定も――させない！」


    　心の奥から力を絞しぼり出して、叫ぶ。炎が勢いを増し、一瞬水蒸気が吹き飛ばされる。


    　二本の剣を挟んで彼女と視線が絡み合う。彼女はひどく青白い顔をしていた。心が限界に近づいているのだろうか。それにしては肉体的に憔しよう悴すいしている。


    　そこで私は彼女の《代だい償しよう》に思い至る。


    「冬上さん――あなた、血が……」


    「そうね、大分足りなくなっているみたい。だけど――心配するのは自分の方よ！」


    　勢いを増した炎に追いつくように氷の再生速度も上がる。


    「くっ！」


    　堪こらえながら、私は考える。


    　このままじゃ、まずい。長期戦で勝ったとしても、彼女が限界を超えるということは死を意味する。精神が代償の私とは《負ける》の意味が違う。


    　それじゃ――ダメ。


    　私は、私にとっての意味で勝たなくちゃいけない！


    　だから――。


    「――――っ！」


    　剣を力の限り握り締める。


    　私が勝つ方法は――彼女の剣を打ち砕くこと！


    



    　ゴウッ！


    



    　残りの精神こころを全て注ぎ、剣を燃やす。


    「なっ！」


    　輝くように燃え盛る炎が氷の剣に食い込む。彼女が驚きの声を上げ、氷をさらに生み出そうとするが――。


    「やああああああああっ！」


    　私は感情を爆発させ、力の限り剣を振り上げた。


    



    　バキィィィィィィィン！


    



    　鋭い音を立てて氷ひよう剣けんが折れる。そして炎えん剣けんはそのまま彼女に迫り、体を切り裂く寸前で――幻まぼろしに還かえった。


    



    　　　　　　　＊


    



    　左手は――確かに繋つながっていた。


    　強く、あいつと。


    　金色の光は人の形を成し、僕に不機嫌な声音で告げる。


    「――ケースケ、あんたがあたしのことどう思ってるのか、よぉく分かったわ。後で覚悟してなさい」


    　輝きながら靡なびく髪、奇き天て烈れつな服装、小こ柄がらな体たい躯く――半透明に透き通るその姿。


    「アリッサ！」


    　僕は彼女の名前を呼ぶ。


    「まったく、めちゃくちゃな助け方してくれるわね。繋がりを辿たどって見つけてくれるのは期待してたけど――まさか、強引に呼ばれるなんて思ってもみなかったわ」


    　呆あきれたような表情でアリッサは微ほほ笑えむと、完全に実体化し、僕の前に立つ。


    　その光景を呆ぼう然ぜんと見ていた陽ひ名なちゃんが呪文を中断させて叫んだ。


    「そんな――あり得ないです！　だって……体はここに――」


    　彼女が言う通り、足元にはアリッサの体が封じられた水晶がある。


    「精神だけを、召しよう喚かん……した？　いいえ、不可能です。そんなことができるなら――アリッサさんはまるで……」


    　アリッサはその言葉に肩を竦すくめた。


    「さあね、あたしにもどうなってるのかさっぱりよ。でも――あたしが来た以上、もう好きにはさせない」


    　そう告げて、僕が抑えている黒い濁だく流りゆうに両手を翳かざすアリッサ。


    「は、はは……何を言ってるんですか？　仮にあなたが加わったところで兄さんの《魔法》は――」


    「こんなのが、魔法？　本気で言っているのかしら――魔術と鬩せめぎ合える程度のものが？　言っておくけどそいつはジンなんかじゃない。ただの残ざん骸がいよ。力なんて遠く及ばないし、仮にいくら成長させたところで、あいつには戻らない。あんたにも、分かってるんでしょ？」


    「そんなことありません！　兄さんは蘇よみがえります！　同調者の精神を血と共に取り込めばちゃんと知性だって――」


    　アリッサは首を横に振る。


    「いいえ、たとえ心が戻っても――それはきっと……別人よ」


    「違うっっ！」


    　陽名ちゃんはアリッサの言葉を拒絶し、腕を翳した。


    「来るわよ――ケースケ、あたしが詠えい唱しようを終えるまで、踏ん張りなさい！」


    「ああ、わかった！」


    　次第に後ろに押されていた足に力を込めて、一歩前に出る。


    「――願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連なり。遠き宙そら駆かける星の竜」


    　アリッサが唱え始めると同時に陽名ちゃんも言葉を紡つむぎ出す。


    「与えるは絶望。全てを見下す黒き翼、青き瞳。奪い尽くす血ち塗ぬれの鴉からす――」


    　二人の呪文は決して混じりあうことなく耳に届いた。


    「たゆたい、泳ぎ、止まることを忘れし、永久に巡り巡る者……輪転せし命。回り続け、向かうのは、星々の果て！　始まりのための終わり。拒むことなく、逆らうことなく、受け入れよ！」


    　アリッサの声は涼やかに流れ。


    「欲し、足あ掻がき、天を目指し、堕おちることを厭いとわぬ者……裏切り、欺あざむかれ、なおも羽ばたき、高みへ昇る。ただ一つの迷いなく！　立ちはだかるもの、妨さまたげるもの、そのことごとく死に絶えよ！」


    　陽名ちゃんの声は凛りんと響く。


    　そして最後の一声が――重なる。


    「終わりの閃きレヴアークラスト!!」


    「駆逐する絶望イクスペルデイスペアー!!」


    　アリッサの前には金色の光が、陽ひ名なちゃんの前には渦うず巻まく闇やみが顕けん現げんする。


    　放たれる金と黒の輝き。


    



    　ドンッ！


    



    　陽名ちゃんの闇はジンの濁だく流りゆうに合わさり、右手一本では防ぎ切れそうもない巨大な瀑ばく布ふとなって襲い掛かる。


    　だが、膨ぼう大だいな金色の光がそれにぶつかり、流れを塞せき止めた。


    「ケースケっ！　掴みなさい！」


    　アリッサが僕に向かって叫ぶ。僕は頷き、右手に力を込めた。


    　ビシッ！


    　先ほどまで凄すさまじい抵抗があった濁流に指が食い込むのを感じた。手ごたえが違う。脆もろく――なっている。


    「おおおおぉぉぉぉっ！」


    　歯を食いしばり、握りしめる！


    　バリィィィィン！


    　掴み取った部分が丸ごと抉えぐれ、さらに残りの濁流が砕け散る。そして阻はばまれていた金色の光が矢となってジンに突き刺さった。


    『アアアアアァァァァァァァァァッ！』


    　黒い体が金に染まっていく。それはいつか見た光景だった。あいつは――もうすぐ砕け散る。


    「兄さんっ！」


    　陽名ちゃんが悲鳴を上げてジンに手を伸ばす。だがその指先が触れた途端――。


    



    　パァァンッ！


    



    　ジンの残ざん骸がいは光の粒になり――弾け飛んだ。


    



    　　　　　　　２


    



    「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」


    　私は地面に横たわる冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えを見下ろす。仰あお向むけになった彼女は呆ほうけたように空を見上げていた。


    「身体が……動かない。しびれたような、変な感覚。ひどい貧血、みたい。私――負けたのかしら？」


    　彼女がポツリと言葉を漏もらす。


    「ええ、私が……勝ったの」


    　そう告げると、彼女は笑みを浮かべた。


    「はは……あはははっ……負けたんだ、そっか――また私、敗者なのね。それに……今、《力》が消えた気がした。もう、無理かぁ……。ねえ、どうしてあのまま私を斬きらなかったの？　そうしてくれた方がずいぶん――楽だったのに」


    「あなたを殺したら――私の負けになる。だから、よ」


    「ふふっ……私は、負けたままじゃ我慢ができない人間なのよ。そんな危険人物を生かしておいてもいいのかしら？　ああ――それともまた、病院に閉じ込めておこうって思っているの？」


    　私はその問いに首を横に振る。


    「いいえ、元気になったのなら、退院して好きにすればいい。また戦うことになっても……私は負けない、から」


    「――本当に《力》がある人は、違うわねぇ。そうね、あの魔法があれば、私なんてどうにでもできる、か」


    「勘違い、しないで。私はもう――復ふく讐しゆうに神さまを頼ったりしない」


    「魔法なしで私に勝てると思っているの？」


    　彼女は不敵に笑い、私を睨にらむ。


    「負ける気は、ないわ」


    　私が引かずに言い返すと、彼女はぷっと吹き出した。


    「あははっ！　馬鹿な人ね。こんなに面白い人だとは――思ってなかった」


    　身体を震わせ、ひとしきり笑うと、彼女は力を取り戻した瞳で私を見つめる。


    「じゃああなたに……ベタでとびっきりの捨て台詞せりふをあげるわ――私、次こそは負けない。首を洗って待っていなさい」


    　そう言い終えたところで気力を全部使い果たしたのか……彼女はカクンと気を失った。


    　そんな彼女に私は強気な笑みを向けると、小さく呟く。


    「上等、よ」
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    「ああ……兄、さん――」


    　光の欠片かけらを抱きしめ、膝をつく陽ひ名なちゃんに僕らは歩み寄る。


    「ジンは今度こそ完全に滅びたわ――諦めなさい」


    　アリッサがそう告げると、彼女は肩を震わせた。


    「陽ひ名なちゃん、終わったんだ。僕らがきみを止めた。これでもう――願いを叶えなくていい」


    　その言葉に顔を上げる彼女。


    「終わっ……た？　じゃあ兄さんは、兄さんは、兄さんは、兄さんは――いやぁぁぁぁぁぁっ！」


    　頭を抱えて彼女は叫ぶ。


    「陽名ちゃん！」


    　僕は慌あわてて彼女の両肩に手を置き、語りかける。


    「これでよかったんだ！　陽名ちゃんはただ――止まれなかっただけなんだ。きみにとって兄さんがあまりに大切だったから！」


    「でも――でも、でもっ！」


    　ぶんぶんと頭を振る彼女を抱きしめる。


    「ジンを滅ぼした僕を、陽名ちゃんは恨うらんでないって言ったよな。だけど、恨んでいいんだ。いや――恨まなきゃいけない。自分のせいだなんて思ったら想いの行き場がない。行き場がないから、起こった事自体を否定するしかなかったんだ。そこを陽名ちゃんは間違えたんだ！」


    　自分を恨んだ瞬間、過去に縛しばられ動けなくなることを――僕は知っている。


    「間違え――て？」


    「ああ、思いはぶつけて――晴らせばいい。陽名ちゃんの場合は、ちゃんと向けるべき相手がいる。今回も――ジンを殺したのは僕みたいなもんだ。だから頼む、僕を恨んでくれっ」


    　腕の中で暴れまわっていた陽名ちゃんが動きを止める。


    「啓けい介すけさん、を……恨む？」


    「ああ。もう一度、言うぞ。僕が、ジンを――殺した」


    「っ！」


    　その言葉に彼女は体を震わせる。そして――。


    「……あああああぁぁぁっ！」


    　腕を振り解ほどき、僕の胸に拳を打ちつける。


    　何度も、何度も。


    　泣きながら、がむしゃらに僕を殴なぐる陽名ちゃん。その一撃一撃は軽いが――ひどく痛い。


    　やがて、声を嗄からした彼女は両腕をドンッと叩きつけて言う。


    「わたくし、たぶんもう――啓介さんのこと、一生許せないです」


    「それで……いい。だけど僕も、自分のしたことは後悔してない。恨みは受け止めるけど、責任は取らない」


    「――自分勝手な……人。ますます憎にく々にくしいです」


    　陽名ちゃんは苦笑を浮かべると、僕の胸に倒れこんできた。


    「気を……失ったみたいだ」


    　その体を受け止めて傍かたわらのアリッサに告げる。


    「そりゃあね、どうもジンの魔術は精神に加え血液が代だい償しようだったみたいだから、あれだけの術を使えば貧血にもなるでしょう。それにしてもケースケ、今のでよかったの？　止とどめを刺したのはあたしなのに、自分が全部引き受けて……」


    「いいんだ。それに今回のはジンだけどジンじゃない。ただの抜け殻がらだ。本当のアイツは僕が殺したんだから。あの時僕は、死を背負うと分かった上で右手を振るった。だからこれで――いい」


    　僕の言葉にアリッサは深々と溜ため息いきを吐つく。


    「まったく――あたしにしたらケースケの方がよっぽど心配よ。だけど、まあ……いい加減あんたがそういう奴だっていうのは分かってきたからね。仕方ない、か」


    　そう告げると、彼女は背伸びをして僕の頭をポンポン叩いた。


    「な、なんのつもりだよ？」


    「ん？　頑張ったらこうして褒ほめてもらうのよ、知らないの？」


    　恐らくまた方はこ舟ぶねでの習慣なのだろう。僕は諦めて受け入れるが、何か妙に恥ずかしい。


    「とにかく、ご苦労様――そして、ありがとうね。ちゃんと助けてくれて。これであたしの体も――」


    　だがアリッサはそこで言葉を切った。


    「どうした？」


    「――い」


    「え？」


    「ない！」


    　アリッサが叫ぶ。僕もはっとして周囲を見回す。だが先ほどまで傍に転がっていたはずの水晶柱は跡形もなく消えていた。


    「おい、お前の体どこいったんだ？」


    「知らないわよ、あたしに聞かないで！」


    　二人でおろおろと辺りを探すが、見当たらない。


    「ちょっと……どこにいったのよ！　あたしの体～～～～！」


    　駅ビルに、アリッサの悲痛な叫びが朗ろう々ろうと木こ霊だました。


    



    
      ＊

    


    



    　夜が明けたばかりの駅前に一人の男が立っていた。


    　始発電車が来るのもまだ一時間ほど先であり、当然人通りは皆かい無むと言っていい。だがもしも通りがかる人物がいたならこう思っただろう。またあいつか、と。


    　そう、彼はこの場所では馴な染じみとなった人物だった。毎日、飽あきもせずに繰り返し荒こう唐とう無む稽けいな演説を行っていた男。《黒こつ血けつの徒と》と名乗っていた集団のリーダー格だった偉い丈じよう夫ふ。


    　しかし昨夜まで数え切れぬほど集まっていた他の信徒はおらず彼は一人きりだ。一人きりで立ち尽くしている。


    　だがふと、彼は何かが聞こえたかのように空を見上げた。


    「――分かりました」


    　そう小さく呟き、彼は目を閉じた。


    



    



    　その部屋はひどく狭かった。いや、それを部屋と呼んでいいのかも分からない。ただの直方体の空間――そう表現したほうが近いだろう。何な故ぜならそこには部屋らしきものが何もないから。調度も、窓も、そして扉さえも存在しない。


    　ただ、その狭い空間の中心に一人の男が蝋ろう燭そくを掲げて立っているだけ。


    　扉がない部屋にいることの矛む盾じゆんを無視して。


    「来おったか――」


    　男が呟く。するといつの間にか部屋にはもう一人の男が現れていた。まるでコマ落としのような不自然さで、だが当然のように存在していた。


    　二人の体格は対照的だ。先にいた男が痩やせ細った小男なのに対して、後から現れた男は身長が高く、胸板も厚い筋肉質な体だ。それはまさに先ほど駅前にいたはずの男であった。


    「《梟オウル》よ、目的は果たせたか？」


    　小男がしゃがれた声で問いかける。


    「はい。最優先であった《交信》には成功。ですが《方はこ舟ぶねの姫》は体を確保するのに留とどまり、《雀スパロウ》も堕おちました」


    「そうかそうか、まあいい。上々だ。《雀スパロウ》は成功すれば僥ぎよう幸こうといった程度。堕ちたところで構わぬ。《鴉クロウ》の骸むくろなどなくとも計画に差し障さわりはないわ。もうあやつは役目を果たしたのだから」


    「《彼》もそう言っておられました」


    　オウルと呼ばれた男が頷く。


    「ならば問題あるまい。して、《彼》の指示は？」


    　その問いにオウルは一拍置いて答えた。


    「私を――こちら側に、と」
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    終章


    



    　風が吹きすさぶ屋上。僕はそこで二人の少女がにらみ合うのを、冷や汗を垂らしながら見つめていた。


    「――ミユ、あなたは天才よ。自力で精神を《嘆きの魔王》と同調させるなんて。でもね、魔術を持つというのは危険なことなの。あなたを信用していないんじゃない。今、この世界で魔術が使えるというのは、あまりに《価値》がありすぎる。魔術関係の組織が嗅かぎ付ければ、とても危ういことになるわ。私なら《道パス》を消す薬を作れる。だから――」


    「いや、です。それは私の心を変えてしまうってことですよね？　私は今の私でいたい。だからそんなものは、飲みたくない。それに――私はこの力で啓けい介すけくんを助けたいの」


    　真正面からぶつかり合う二人の視線。僕は何とか口を挟むタイミングを探る。


    「ふん、《群れクラウド》とかいう奴らのことなら私で十分、事足りるわ。ミユまでしゃしゃり出る必要ないわよ」


    「――あっさり捕まった人が、よく言いますね。それに私……アリッサさんより強いかも、しれないですよ」


    「なんですって……」


    　剣けん呑のんな気配が漂いだす。今回こそは物ぶつ騒そうなことになりそうだと、僕は慌あわてて割って入ろうとしたが――。


    「……はぁー。んもう――ミユはどんどん頑がん固こになって可愛かわいげがなくなるわね。いいわ、そこまで言うなら好きにしなさい。あたしがいなくなった後、ケースケを守ってくれたの、あなただしね」


    　あっさりとアリッサが折れて友とも月づきに背中を向けた。


    「アリッサさん……」


    「それに、魔術師になっちゃった問題児はもう一人いるから」


    　そう言ってアリッサは僕を見る。


    「まったく――こんなことじゃ仮に体を取り戻しても、この街を離れるわけにはいかないじゃない」


    　アリッサによると、もう体の波長をこの街から感じ取れないのだという。恐らくは誰かに持ち出されたのだろうが、ほんの一瞬で感知できない距離に移動したとしか思えないのだそうだ。まるで魔術めいている。


    　もしも犯人が《群れクラウド》という魔術結社ならおそらくいずれ――。


    　ぐぅ～。


    　だが、シリアスな思考を打ち砕く音が腹から響き、僕はおずおずと手を上げる。


    「ま、まあとにかくいい加減昼飯にしないか？　休み時間終わっちゃうぞ」


    「そう、ね。啓介くん」


    　友月も頷いた。


    　アリッサが友月の取り出した前衛的な形のパンに興味を示しているのを横目で見て苦笑する。


    　ようやく戻ってきた気がする。日常が――。


    　たとえこれがつかの間のものだったとしても……僕は心から嬉うれしかった。


    



    



    　僕らが昼食を終え、教室に戻るとやけに騒がしい。


    　その理由はすぐに分かった。ここ数日休んでいた少女と、約一か月欠席していた彼女が揃そろって教室にいたのだから。


    　そうか――今日から来ることにしたのか……。


    　二人は僕らに気づくと、クラスメイトとの会話を止め、こちらを見た。


    「陽ひ名なちゃん……冬ふゆ上がみ……」


    　彼らはあの後、友月の病院に僕らで運んだ。陽名ちゃんは精神肉体共に、冬上は出血多量で少々危なく、入院し療養していた。かくいう僕らも精神が消耗しきっており、昨日まで学校を休んでいたのだが。


    　陽名ちゃんは顔を俯うつむけ、視線を外すが、冬上は正反対にこっちへ向かってくる。


    　身構える僕に冬上は笑いかけ――走り出す。


    　え？


    　何をする気だと、思わず後ずさる僕に彼女は叫ぶ。


    「おっはよー！　遠とお見みくーん」


    　無駄に明るい挨あい拶さつと共に冬上が抱きついてきた。


    「ちょ、おい！　何のつもりだ、冬上！」


    　驚き以上に恐怖を感じて僕は尋ねる。


    「ん？　別になんでもないわよ。ただの、あ・い・さ・つ」


    　そして冬上は硬直している友月に視線を向けた。


    「おはよう――友月さん」


    「ど、どど、どういう――つもり？」


    　震える声で友月が尋ねる。


    「ふふ、だからただの挨拶よ。おかしい？」


    「おかしい、に、決まって――」


    「顔が赤いわよ、友月さん。やっぱり効果抜群みたいね。コレにしようかしら」


    　僕に視線を向けて冬上は笑う。


    「これに――する？」


    　友月が低い声で問うと、冬上は笑みを深めた。
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    「あなたに勝つ――方法」


    　そう告げて、僕から離れる冬ふゆ上がみ。


    「なーんてね、冗談よ。一応、ね。だけど油断しない方がいいわ。私、勝つには手段を選ばないから」


    　くるりと背を向け、含みを持たせた言葉を残し、冬上は元の場所に戻っていった。


    「な、なんだったんだ……友月、あいつはいったい――」


    「啓けい介すけくん……顔赤い」


    　僕が理解できずに友月に尋ねようとするが、彼女はぷいと顔を背けて自分の席に行ってしまった。


    「どうしたんだ、友月のやつ」


    　首を傾かしげていると、ポンと肩を叩かれる。


    「ん、なんだよ？」


    　振り向くとそこには、顔の筋肉を痙けい攣れんさせて微ほほ笑えむ山やま崎ざきがいた。さらにその後ろに同様の表情をした男子一同。


    「なあ遠とお見み、今のはなんなのか説明してくれるよなぁー？」


    「「よなぁー？」」


    　追い詰められる僕に傍かたわらから天使のような声が響いた。


    「待ってください。きっと問い詰めても啓介さんは正直に言わないです」


    「陽ひ名な、ちゃん？」


    　僕は驚いて彼女を見る。まさか――話しかけてくれるとは思っていなかった。


    「わたくしが占ってみます。皆さんはちょっと待っていてください」


    　そうして彼女は僕をじっと見つめる。彼女の心の内が分からず、僕は戸惑う。


    「――ふぅ、見えました。結果は……」


    　周囲の男子がごくりと唾つばを飲む。


    「間違いありません、啓介さんは冬上さんと只ならぬ関係です！」


    「ちょっ！」


    　僕は蒼そう白はくになり陽名ちゃんを見下ろす。すると彼女はにっこりと笑う――目の端に涙を浮かべて。


    「一生――恨んでいいんですよね、啓介さん？　だけど友達のよしみで、一生意地悪するだけに……してあげます。覚悟して――くださいね？」


    　僕にその言葉を拒否することなどできるはずなかった。むしろそれは、僕に対する許しの言葉――。


    「ああ、覚悟……する」


    　はっきりと頷く。


    　そして僕は山やま崎ざきたちの理り不ふ尽じんな制せい裁さいから逃のがれるために――全力で駆け出した。　　

  



  
    あとがき


    



    　お久しぶりです、ツカサです。


    　今回なんと二巻を出させていただけることになりました。


    　そう――二巻、二巻です。二巻なんです。シリーズです！


    　連呼して申し訳ない。ですが本当に信じられません。ガガガに応募したときは、まさかこの話の続きを書かせてもらえるとは想像すらしていませんでした。本当に様々な方のおかげです。


    　ですが謝辞は最後に取っておいて、まずは今巻について。


    



    　この二巻には「戦い」を詰め込みました。


    　ラブコメ調の舌戦や、シリアスなバトルも含めて色んな戦いがあります。そんな中で一番書きたかったのが、「彼女」との決着でした。


    　あとがきから先に読む方も多いと聞きますのでネタバレは避けますが、まだ本当の意味で「彼女」との戦いは終わっていないと感じていたからです。


    　結果的に出番が少なくなった正ヒロインもいたりしますが、三巻を出すことができれば今度こそメインになる（予定）のでご容赦を。


    



    　ばこっ！


    



    　あれ……今、殴られました。振り向いても誰もいません。ですが刺すような視線を感じます。


    　ま、まさか（予定）とか付けたことに腹を立てた例の正ヒロインが!?


    　半透明ならぬ全透明少女が私の頭上に浮いているとでも!?


    



    　怖いので言い直します。次はあなたが主役です。


    「…………♪」


    　なにやら満足した気配が伝わってきます。全透明少女は機嫌を直したようです。


    　よかった、よかった。


    　恐らくゲストヒロインも登場することになると思いますが、それは秘密にしておきましょう。また殴られてしまいます。


    



    　それにしても感慨深いです。この物語は前作が出版されることがなければ、生まれることはなかったでしょう。啓けい介すけたちが生きる世界は広がることはなく、閉じていたはずです。ですが今作を書かせていただけたことで、新たなキャラクターも増え、啓介たちに不確定な未来が与えられました。先へと進むことができる道が切り開かれました。


    　それは曲がりくねった分岐だらけの道だと思いますが、啓介たちは止まることなく歩いていくでしょう。


    　私は力の限り彼らを追いかけ、その軌跡を形にしていきます。よければ彼らの歩みを見守ってやってください。それが何よりの喜びです。


    



    　では最後に感謝の言葉を。


    　近この衛え乙おと嗣つぐさん、前回に引き続き素晴らしいイラストをありがとうございました。


    　アリッサは服装も含めてとても引き立つキャラクターにしていただきましたし、友とも月づきには文章で表現できる以上の魅力を与えてくれました。新キャラの陽ひ名なちゃんもすごく可愛かったです。


    　この本を手にとっていただけるのは、本当に近衛さんの力が大きいと思います。


    　そしてそんな素晴らしいイラストレーター様と巡り合わせてくれた担当のＭさん。


    　今回も適切なアドバイスと遅くまでの編集作業、ありがとうございました。まさにＭさんはこの本の育ての親です。


    　少し前にお二方と直接会ってお話しする機会があったのですが、こんな情熱ある方達と一つのものを作ることができる幸運に心底感謝しました。これからもよろしくお願いします。


    　他にもお礼を言いたい方たちは大勢いるのですが、上げだすときりがないのでこれぐらいにしておきます。


    



    　ばこっ！


    



    　あ、あれ？　また殴られた。どうしてだろう。


    「…………」


    　頭上の全透明少女から凄まじい殺気が……。


    　あ、そうか、一番にお礼を言わなければならない方が抜けていました。


    　今、この本を手にとって、この文章を読んでいるあなたに最大級の感謝をしなければ――。


    　ほんまに、ありがとうございます！


    　それではまた。

  



  
    ツカサ


    Tsukasa
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